
2 東北・関東・中部地方

多

図l 東北・関東・中部地方分析遺跡分布図

一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

3武井製鉄遺跡群

向田地区
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1）堪忍沢遺跡

遺 跡 名
カンニンサゃワイモキ 地図名（5万分の1)

堪忍沢遺跡 花輪

所 在 t也 秋田県鹿角市花輪字堪忍沢109-8

花輪盆地の西側縁辺部の段正上に位置する製鉄遺跡で製鉄炉13，住居跡6，竪穴

遺跡の内容
状遺構2，土坑8，溝 1が検出された。類似した炉は能代市寒川旧遺跡，二ツ井

町竜毛沢館跡，小坂町はりま館遺跡でも調査されているが，遺跡の規模の大きさ

においては県内でも類例のない大規模な製鉄遺跡、である。

日寺 期 土師器や大湯軽石の堆積状況から10世紀中葉～末葉に比定されている。

鉄 器 刀子

鉄関連遺物 製錬i宰，鉄塊系遺物，砂鉄・木炭，羽口，炉壁

そ の イ也 砥石，土師器，須恵器

試料番号 S22～S36, S274～S276, T36 

5用 査 年 1987.5.6～7.25 

E周 査 者 熊谷太郎・小林克他秋田県教育委員会

熊谷太郎他『西山地区農免農道整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 I

文 献 堪忍沢遺跡一』秋田県埋蔵文化財発掘調査報告書第152集 秋田県教育委員会

1987 

排i宰場を伴う半地下式竪形炉だが，形態がやや特異である。筒形の上部構造をも

備 考
ち，炉の前方部に湯口，後方部に羽口をもっ炉構造が復元されている。遺跡の周

辺からも広範囲にわたって鉄淳が採集されており，堆積層中から採取できる砂鉄

を原料とした鉄生産がおこなわれていたと推測されている。
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資料番号1( s 22) 
考古学的調査

I 資料観察表

⑤ 

堪忍沢 調査区 IKNZ 029 

出土状況 遺 4肴
出土状況 遺跡近傍より採取

時 期 現代 ヰ艮 拠

登録番号
歴博番号 22 長径 cm 磁着度 5 色調
所蔵者番号 j去 短径 cm メ空ル度 なし 黒色

遺物 名 砂鉄 量 厚さ cm 遺存度 現状

重さ 44.0 g 破面数

光沢のある黒色を呈する砂鉄である。粒径は比較的大きく ，着磁性は向い。堪

所 見 忍沢遺跡の調査地点から東へ30m離れた箇所にシラス露頭があり，その上位に

砂鉄層が厚さ IOcm程で、確認された。

分 析試料 必要量を選択して砂鉄を分析。

イ蒲 考
遺跡東側の露頭から採集したもので本遺跡の製鉄原料を考える場合の参考とな

る資料である。

写真l 堪忍沢遺跡出土砂鉄 1 （実大） ，実体顕微鏡写真（× 12.5)

自然科学的調査

I 化学分析 3 電子顕微鏡写真 （図版70)

4 写真中の部分分析値2 放射化分析

h一一一一 ⑥ T 1K＂一一一一ーー＿.＿FeK~一一一一一一一一一一一一一

' Ko n I I A 角IK~ K K., I l ~ 

トー二二S1 K~ －；＝＝，＇.~K~℃ζ二：nK"J.しー←一一 ζ三二二戸平二：；：汀に ~KO. ＼..ー」一一
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三 備考
化学分析値によれば， Ti02は10.49%で，Vは0.20%であり，中程度のTi02値をもっ砂鉄で

ある。また電子顕微鏡観察結果から，中程度の大きさであり，砂鉄粒の角は丸くなってい

る。

資料番号2( s 23) 
考古学的調査

I 資料観察表

堪忍沢

2 
出土状況

調査区

遺 構

出土 状 況

時 期 10世紀中葉～末葉

登録番号
歴博番号 23 

所蔵者番号 法

遺物名
砂鉄 量

!KN区 029

SN02製鉄炉湯道部

覆土中出土

根 拠 伴出した土師器

長径 cm 磁着度 4 色調

短径 cm メヲル度なし 黒色

厚さ cm 遺存度 現状

重さ 20.0 g 破面数

所 見
粒は比較的細かく，着磁性の高い砂鉄である。出土状況から熱を受けている可

能性がある。

分析試料 砂鉄の必要量を選択して分析。

前商

124 

考
炉床に敷かれた砂層から !Scm程上位に堆積する焼土を混じえた第6層からの採

取資料である。

写真2 堪忍沢遺跡出土砂鉄2 （実大） 実体顕微鏡写真（× 12.5)

自然科学的調査

1 化学分析

2 放射化分析

3 電子顕微鏡写真（図版71)



一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

4 写真中の部分分析値

523  
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三備考
化学分析値によれば， Ti02は11.66%で， vは0.20%であり，中程度のTi02値をもっ砂鉄で

ある。また電子顕微鏡観察結果から，中程度の大きさであり，角が丸い砂鉄粒もある。縁

取りがあるものもあり，イルメナイトが一部に存在するので分析値や粒度は lと似てい

る。

資料番号3(s 24) 
一考古学的調査

1 資料観察表

堪忍 沢 調査区 IKN区

3 
出土状況 遣 4蕎 SN08製鉄遺構南側溝内

出 土 状 況 覆土中出土

時 期 10世紀中葉～末葉 根 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 24 長径 8.6 cm 磁着度 4 色調

所蔵者番号 法 短径 6.7 cm メ歩ル度なし 黒褐色

遺物名
炉壁（焼結砂鉄） 量 厚さ 1.7 cm 遺存度破片

重さ 82.0 g 破面数 3

表面に付着した砂鉄から，わずかに溶解した状態の炉壁または炉床部分と思わ

戸庁 見
れる。表面には指で押さえたような凹凸がある。裏面には炉の構築に用いられ

ていた粘土に含まれる，径5～8mm前後の石が付着する。錆の生じた部分は黒い

シミとなっている。

分析試料 端部2ケ所を直線状に切断し，炉壁内面に焼結した砂鉄を分析。

備 考
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図2 堪忍沢遺跡出土炉壁（焼結砂鉄）実測図とサンプリング位置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果 （図版

13) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版71)

5 写真中の部分分析値

《言り ⑪
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三 備考

炉壁に焼き付いた砂鉄を分析した。下部から2.8mmところで撮影したX線CT観察結果に

よれば，砂鉄の焼結度は進んでおり，ほぽ真ん中に比較的大きな孔がある。X線の透過度

は悪く， CT上端値は1000である。焼結度が進んでいることは電子顕微鏡観察結果からも

明らかである。1や 2のように砂鉄粒は観察されず，融着した組織のみが観察され，まだ

還元されてはいない。化学分析値によれば， Ti02は10.40%, vは0.140%であり ，中程度の

Ti値をもっ砂鉄から構成されている。 lや 2と化学成分的には非常に似ている。他の元素

も1' 2とほとんど同じなので，炉壁に焼き付いた砂鉄は炉内に投入されたが，まだ鉄と

分離されていない未還元状態にあったと考えられる。
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資料番号4(s 25) 

堪

日寺

考古学的調査

資料観察表

忍沢

4 
出土状況

調査区

遺 構 製鉄遺構 SN07排浮場

出土状況 覆土中

真月 I O世紀中葉～末葉 m 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 25 長径 5.0 cm 磁着度 l 色調

所蔵者番号 法 短径 メヲル度 なし 黒褐色3.6 cm 

遺物名
羽口 量 厚さ 1.5 cm 遺存度 破片

重さ 22.0 g 破菌数 3

所 見
鉄i宰が付着した羽口の小破片である。鉄浮の下部で、は赤錆がにじみ出し，赤茶

けた色を示す。鉄浮の表面は破面であり 径2mm以下の気孔が多く認められる。

分析試料 長軌の1/2を直線状に切断し，表面に付着した浮部を分析。

｛蒲 考
羽口は肉厚3～7mmで，先端に向かうにしたがい湾曲している。粘土は比較的キメ

の細かいものが用いられている。

ぐっ 0 3cm 

図一l電チ顕微鏡

白化わけ'lj2

~州ヒ州

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版13)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真 （図版71)

図3 堪忍沢遺跡出土羽口実測図とサ

ンプリング位置，写真（縮尺

2 : 3) 
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5 写真中の部分分析値

S1K~ 

三備考
X線CT観察結果からこの資料には小さな孔は存在するが，比較的均質である。化学分析

値によれば， Tiは5.97%で， Vは0.19%であり，砂鉄を原料とする製錬浮である。また電子顕

微鏡観察結果では，ウルボスピネルと鉄かんらん石が観察されている。化学分析値からの原

料砂鉄のTi推定値は12～17%と中程度で l～3の砂鉄と一致する。この資料はTiとFeの分

離が始まったばかりの鉄浮である。

資料番号5( s 26) 
一考古学的調査

1 資料観察表

堪忍沢 調査区

5 
出土状況 遺 構 製鉄遺構 SN09

出土 状 況

時 書目 10世紀中葉～末葉 4良 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 26 長径 13.8 cm 磁着度 3 色 調

所蔵者番号 法 短径 12.7 cm メ空ル度なし 暗褐色～

遺物名
羽口付着浮 量 厚さ 12.5 cm 遺存度破片 茶褐色

重さ 1027.0 g 破面数 3

鉄淳は炉壁の粘土や木炭を多く噛み込み，気孔も大きくその数も多い。羽口は

所 見 縦に半割された状態で，特に先端下部は羽口の厚さの2/3が溶けきってしまい，

鉄i宰と羽口の境界も判然としない程である。

分析試料 i宰化した側面lβを切断し 羽口先端の高温部分で生成された浮部を分析。

本来，炉の後背部にあった羽口先のi宰と思われる。炉の後背部からさし込まれ
備 考 る羽口の角度は－45度である。残存する部分からは内径35rnm前後，外経85阻前後

の中口径の羽口と推定される。
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図4 堪忍沢遺跡出土羽口付着淳実測図とサンプリング位置，写真 （縮尺I: 3) 
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二 自然科学的調査

@ 

1 X線CT写真と解析結果（図版（3)

2 化学分析

3 放射化分析

T1K, 

4 電子顕微鏡写真（図版71・72)

5 写真中の部分分析値

⑮－  Fef:N 

T1K, 

三 備考
羽口のまわりに鉄浮が付着した資料である。鉄錆がある部分を上として下から52醐の部分

をX線CT観察した結果，この資料には小さい孔が多数あるが， X線透過度は比較的あ

る。 CT上端値は900で製錬淳の範囲にはいる。化学分析値によれば， Ti02は8.869も， vは

0.230%であり，砂鉄を原料とする製錬津である。また電子顕微鏡観察結果ではウルボスピ

ネルと炉温が比較的高い場合にできるフェシュードブロッカイトが観察されている。羽口

先端の高温部分に生成したものと考えられる。 TiN比でみると砂鉄よりやや低いところに

位置する。

資料番号6(827・28)
一考古学的調査

1 資料観察表

堪 忍 沢 調査区

6 
出土状況 遺 4誇 製鉄遺構 SN07排浮場

出土状況

時 期 10世紀中葉～末葉 根 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 27・28 長径 11.6 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 法 短径 7.2 cm メ安ル度なし 暗赤褐色

遺物名
製錬i宰 量 厚さ 4.2 cm 遣存度破片

重さ 1404.0 g 破面数 1

本来，炉床に留まった炉床浮と思われるが， SN07の再操業の際取り除かれたも

所 見 のか，前庭部の排i宰場から出土した。表面は気孔が多く，木炭痕が認められ
る。裏面は径5mm前後の磯や木炭を多く噛み込んでいる。

分析試料 長軸端部と中核部を直線状に切断し， i宰部を分析。

イ蒲 考 6A (S27）と6B(S28）は同一個体の試料で， l回目の溶出（6A）と 2回目（6B）の溶
出ごとに分析した。
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!Dem 

図5 堪忍沢遺跡出土鉄浮実測図とサン プリ

ング位置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果 （図版13)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版72)

5 写真中の部分分析値

FeKN 

T' K. 

－章調査報告 （一.2 東北関東 中部地方）
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三 備 考
溶出時期の異なる同一個体の鉄浮をA, Bとして分析した。 X線CT観察結果からこの

資料には大小の孔が多数存在する。比較的均質である。 CT上端値は1200で製錬淳の範囲

にはいる。化学分析値によれば， AのTi02は10.19%,vは0.339もであり，砂鉄を原料とする

製錬淳である。また電子顕微鏡観察結果では，ウルボスビネルと鉄かんらん石が観察され

ている。化学分析値からの原料砂鉄のTi推定値は7～10%である。またBのTi02は12.639もで、

あった。溶出時期の異なるAとBをTiN比で、みるとTiにわずかな差が認められAがやや低

いところに位置する。

資料番号7( s 29) 
一考古学的調査

1 資料観察表

堪忍沢 謂査区

7 
出土状況 遺 4喬 製鉄遺構 SN07湯道部分

出 土 状 況 第5層中

時 期 10世紀中葉～末葉 根 拠 伴出した土師器

登 録番号
歴博番号 29 長径 7.7 cm 磁着度 l 色調

所蔵者番号 法 短径 16.0 cm メヲル度なし 暗赤褐色

遺物名
製錬i宰 量 厚さ 3.5 cm 遺存度破片 （表面）

重さ 465.0 g 破面数 3

所 見
表面は径5凹以下の気孔が多く，一部に木炭痕も認められる炉内淳である。前

面・裏面は青黒色を呈し，炉壁や礁を噛み，木炭痕も多く残されている。

分析試料 長軸端部1/2を直線状に切断し，孤状の炉内淳の浮部を分析。

備 考
炉床にたまった鉄i宰と思われる。前面・裏面の状態からは，この鉄i宰が二回に

わたって溶出したものであることが観察される。
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。 5 lOcm 

自然科学的調査

ずヤー 司H早朝if守 （ 2 東北 ｜見l束 中部地方）

~~~説；克 仁コ刷出分析｛（酬の暗tflil!• 均蜘｝

図6 堪忍沢遺跡出土鉄淳実測図とサンプリ

ング位置， 写真（縮尺I: 3) 

I X線CT写真と解析結果 （図版13)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版72)
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5 写真中の部分分析値
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三 備 考
X線CT観察結果からこの資料には孔が多数存在し，不均質である。 CT上端値は1050

で製錬淳の範囲にはいる。化学分析値によれば， Ti02は10.09%で， Vは0.16%であり，砂鉄

を原料とする製錬i宰である。また電子顕微鏡観察結果では，ウルボスピネルと鉄かんらん

石が観察されている。 Ti/V比でみると 2の砂鉄とほぼ重なる。

資料番号8(s 30) 
一考古学的調査

I 資料観察表

堪 忍 沢 調査区

8 
出土状況 遺 4着 製鉄遺構 SN07

出土 状 況

時 期 10世紀中葉～末葉 4良 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 30 長径 10.3 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 法 短径 4.2 cm メ合ル度なし 黒褐色

遺物名 製3東1宰 量 厚さ 3.8 cm 遺存度破片

重さ 280.0 g 破面数 l

流出孔から炉外へ流下して冷却・固結した，特殊な形態の炉外流出淳である。

所 見
流出孔に近い部分は盛り上がって凹凸が激しく，錆によって赤茶けた土砂が付

着している。また先端部の接地面にも砂粒が付着している。鉄浮の流下した鉛

直方向と接地面がなす角度は約118度である。

分析試料 長軸中央を切断し，鳥の足状の鉄浮の中核部を分析。

津が流出するにあたっては，一旦，比較的太い流れ（径20凹程）で流出した後，

備 考 その表面を径3～6mmの細い流出浮が重層しながら流れ，固結していった状態が観

察される。
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区3仁コ

図7 堪忍沢遺跡出土鉄浮実測図とサンプリング位置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果 （図版
！コ l <eK" 

14) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真 （図版72)

5 写真中の部分分析値

三 備考
X線CT観察結果からこの資料には孔

が少なく，比較的均質である。像の灰色

部分は鉄錆の付着している部分と考えら

れる。CT上端値は1050で製錬淳の範囲⑦

にはいる。化学分析値によれば， Ti02は

8.14%で， Vは0.047%であり，砂鉄を原

料とする製錬i宰である。また電子顕微鏡

観察結果では，ウルボスピネルと鉄かん

らん石が観察されている。このウルボス

ピネルの形態は急冷されたことを示す。

Ti/V比でみると砂鉄のやや左下に位置す
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資料番号9( s 31) 
考古学的調査

資料観察表

堪忍沢

9 
出土状況

調査区
1、王E包 4者
出土状況

時 期 10世紀中葉～末葉

登録番号
歴博番号 31 
所蔵者番号 法

遺物名
製錬I宰 量

製鉄遺構 SN04

u~ 拠 伴出した土師器

長径 9.8 cm 磁着度 l 色調

短径 5.1 cm メタル度 なし 紫黒色

厚さ 3.0 cm 遺存度 破片

重さ 881.0 g 破面数 1

裏面は光沢のある青黒色を呈し，径l～IOmm程の擦を多く噛み込でいる炉外流出
所 見 i宰である。例外的に木炭痕や気干しも多く認め られる。長軸の断面形は舟底形を

呈する。

分析試料 長軸端部1/2を切断し，船底状の鉄浮の中核部分を分析。

｛蒲

「
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考
前上方からの空気にふれたと判断され，鉄淳表面に収縮による敏や，操業時の
道具による溝状痕や飛沫痕が認められる。
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図8

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版14)

化学分析値

放射化分析値

電子顕微鏡写真（図版72)

写真中の部分分析値

堪忍沢遺跡出土鉄i宰実視lj図とサンプリング

位置， 写真（縮尺I: 3) 

＠ FeK~ 

T iK~ 

μ白叫畠 明世以i



章調査報告（~ 2 東北・関東・中部地方）

⑤ 
TiK~ SiK~ 
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FeK~－一一一一一一一

a:110 

三 備考
X線CT観察結果からこの資料には小さな孔が多数あり，比較的X線透過度が高い。 C

T上端値は800で製錬浮の範囲にはいる。化学分析値によれば， Ti02は13.18%で， Vは

0.0239もであり，砂鉄を原料とする製錬i宰である。また電子顕微鏡観察結果では，細かいウ

ルボスピネルと細かいフェロシュードブロッカイトが観察されている。組織も細かいこと

が特徴で，急冷された組織と考えられている。化学分析値からの原料砂鉄のTi推定値は14

～20%であり中程度である。砂鉄 l～3と同じである。したがって炉内温度が比較的高い

炉で生成された製錬淳が急冷されたものである。 Ti,Vとも砂鉄より比では低いところに位

置する。

資料番号10(s32)

一考古学的調査

1 資料観察表

堪忍沢 調査区

10 出土状況 遺 構 製鉄遺構 SN07
出 土 状 況

時 翼R 10世紀中葉～末葉 4艮 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 32 長径 13.6 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 法 短径 6.3 cm メ合ル度なし 青黒色（表面）

製錬i幸 量 厚さ 2.6 cm 遺存度破片 赤茶色（裏面）
遺物名

重さ 315.0 g 破面数 2

裏面に径IOmm以内の礁が多く含まれている流動浮である。前後両端は破面である

が，この破面には内部に含まれた気孔が現れている。後端の破面に現れた気孔

所 見 は径2～3mmのものが多く，上部ではより微細なものが多い。また前端に現れた気

孔は，下部に径2mm程の気孔が二列に連なっているほか，上部ではさらに大きい

4～5mm程の気孔が含まれているO

分析試料 長軸の中央を切断し， i宰の中核部分を分析。

｛積 考 炉内流動浮であろう。
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くコ ~~…1 世子制由雄

仁コ放射化5cm 分析

図9 fjlt,{,J、沢遺跡出土鉄浮実測図とサン

プリング位置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査
＠ FeK柑

X線CT写真と解析結果 （図版14)

2 化学分析 T 'K" 

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真 （図版72)

5 写真中の部分分析値

一 備考一一
X線CT観察結果から この資料には大

小の孔が多数あり，比較的X線透過度が

高い。CT上端値はl150である。化学分

析値によれば， Ti02は13.11%で，Vは

0.239もであり ，砂鉄を原料とする製錬淳 ⑤ FeK‘＂ 
である。また電子顕微鏡観察結果では，
ウルボ、スピネルと鉄かんらん石が観察さ 』 S'K"

れている。化学分析値からの原料砂鉄の

T』推定値は14～ 19%であり 中程度で，砂

鉄 1～ 3と同じである。Ti/Vの比で、みる

と砂鉄より Vの値が低いところに位置す

る。
円QKo K K≪ 

d~ ニコロI~”
CaK阿 － r』K,
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資料番号11( s 33) 
考古学的調査

I 資料観察表

堪忍沢

11 
出土状況

調査区

遺 4誇
出土状況

時 期 IO世紀中葉～末葉

登録番号
歴博番号 33 

所蔵者番号 11・12 ；去

遺物名
鉄塊系遺物 量

製鉄遺精 SNOS・6前庭部作業面

ヰ畏 拠 伴出した土師器

長径 2.0 cm 磁着度 4 色調

短径 1.9 cm メヲル度 0 赤茶色

厚さ 1.4 cm 遺存度 破片

重さ 15.0 g 破面数 4

鋳による膨張部分の破面が2ケ所に認められる鉄塊系遺物である。大と小があ

所 見 る。いずれも表面は凹凸が著しいが，鉄錆が粘土や砂粒をくわえ込んだ部分

や，ごくわずかに木炭痕の残る部分なども認められる。

分析試料 小破片（ llA）・大破片 （llB）の内，両方の中核部の金属鉄を分析。

｛蒲 考 いずれも鉄の多い鉄塊系遺物と思われる。

©~ 
争一回 区:::J~日銀銭

。 3cm 

図10 I 堪忍沢遺跡出土鉄塊系遺物実測図とサンプリング位置，写真 （実大）
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図化学分析2

白州問
。 Scm 

図10-2 堪忍沢遺跡出土鉄塊系造物実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2: 3) 

2 

3 

4 

伍5つ

自然科学的調査

化学分析

放射イヒ分析

電子顕微鏡写真（図版73)

写真中の部分分析値
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Aは化学分析と電子顕微鏡観察を実施した。化学分析値によれば， Ti02は1.86%であり，

砂鉄を原料とする鉄である。 T.Feが55.40と低いが，多少金属鉄は残存している。この金属

鉄部分を電子顕微鏡観察した結果では，介在物内にTiを含んでいることがわかり，砂鉄を

原料とする鉄であることを再確認した。炭素量は組織観察結果から比較的低い（2%以下）と

考えられている。 Bは放射化分析を実施した。 Tiは42000ppm, V は880ppm, Feは

300000ppmで錆資料で、ある。 TiN比でみると砂鉄より高いところに位置する。
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資料番号12($34・35)
一考古学的調査

1 資料観察表

堪忍沢 調査区

12 
出土状況 遺 4着 土坑群 SKS02

出土状況

時 算月 10世紀中葉～末葉 根 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 34・35 長径 8.3 cm 磁着度 6 色調

所蔵者番号 13 法 短径 9.1 cm 内 Jv度ム 茶褐色

遺 物 名
鉄塊系遺物 量 厚さ 5.5 cm 遺存度破片

重さ 564.0 g 破面数全面

しっかりした鉄塊系遺物である。出土したのは製鉄炉内もしくはその周辺では

なく，斜面中央部の不整形に掘り込まれた土坑中からである。表面は鉄錆に

所 見
よって赤茶けた色を呈している。重量感があり，磁性も比較的強く感じる部分

がある。また，一旦できた錆の膨れが，破れた痕跡も 2ケ所認められる。粘土

をかみこんでいる部分があるが そうした場所にはわずかながら木炭痕が認め

られる。

分析試料
短軸端部1/2を切断し，鉄塊の中核部を分析。 12A(S34）はi宰部， 12B(S35）メタ

ル部である。

f蒲 考 製錬鉄塊系遺物であろう。

t一一一一ゴ5m
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図lI 堪忍沢遺跡出土鉄塊系遺物実測図とサンプリング位置， 写真 （縮尺I: 3) 

自然科学的調査

1 化学分析

2 放射化分析

T>K" 

三 備考

FeK~ 

Cuf:,. 

＠ 

3 電子顕微鏡写真 （図版73)

4 写真中の部分分析値

FeK0< 

S>K臥
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12Aは，化学分析値によれば， Ti02は10.77%で， Vは0159%であり，砂鉄を原料とした

製錬淳である。また電子顕微鏡観察結果では，ウルボスピネルと鉄かんらん石が観察され

ている。Thが55.549もと，製錬i幸として高いのは鉄錆が共存しているからと考えられてい

る。製錬鉄塊系遺物の鋳化したものであろう。Ti/V比で、は砂鉄と大きく異なっている。

128は， 12Aと同一個体である。化学分析 lと電子顕微鏡観察を実施した。化学分析値に

よれば， Ti02は9.48%であり，砂鉄を原料とする製錬i宰である。また電子顕微鏡観察結果で

は，ウルボスピネルと鉄かんらん石が観察されている。T.Feが40.95%と，製錬浮として高

いのは鉄錆が残存しているためと考えられる。製錬鉄塊系造物の銃化したものであろう。
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資料番号13( s 36) 
一考古学的調査

I 資料観察表

I甚忍 i尺

13 
出土状況

調査区

遺 4肴
出土状況

時 期 10世紀中葉～末葉

登録番号
歴博番号 36 
所蔵者番号 法

遺物名
鉄｛宰 量

竪穴住居跡 S104 

根 拠 伴出した土師器

長径 6.3 cm 磁着度 4 色調

短径 5.6 cm メヲル度 なし 暗茶褐色

厚さ 4.3 cm 遺存度 破片

重さ 104.0 g 破面数 2

破面・溶融面ともおびただしい数の気孔が認められる鉄淳である。溶融面では
所 見 一部に木炭痕もみられる。2面ある破面のうち，図の左上側面では鉄錆がi参み

出して赤茶けた色を呈している。

分析試料 長軸の両端部を切断し，鉄i宰の中核部分を分析。

備

144 

考
竪穴住居跡、 （SI04）の南西側の床面から焼土化したスサ入粘土が確認され，鍛
冶炉が設置されていたと認められる遺構である。
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図12 堪忍沢遺跡出土鉄浮実視lj図とサンプリング位置，写真 （縮尺I: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果（図版

14) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版73)

5 写真中の部分分析値
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備考
X線CT観察結果からこの資料には小さな孔が多数存在する。 CT上端値は1200で，製

錬i宰または鍛冶i宰である。化学分析値によれば， Ti02は14.53%,vは0,094%であり，砂鉄

を原料とする製錬i宰である。また電子顕微鏡観察結果では，ウルボスピネルや鉄かんらん

石以外に，ウスタイトが観察されているので，一部に鉄塊が存在し，誘化したことが考え

られる。 Ti/V比で、は12と同じところに位置する。したがって鉄を含む製錬i宰を鍛冶作業の

ために住居内に持ち込んだ後，鉄の部分をはつり取られた残材である。砂鉄系の製錬i宰に

ウスタイトが見られることは大きな問題なので後述する。

資料番号14($275)

一考古学的調査

1 資料観察表

堪 忍 沢 調査区

14 
出土状況 遺 4蕎 製鉄遺構SN07

出土状況

時 期 10世紀中葉～末葉 根 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 275 長径 13.2 cm 磁着度 l 色調

所蔵者番号 16 法 短径 14.5 cm メ9ル度なし 淡黄色

遺物名
炉壁 量 厚さ 15.5 cm 遺存度破片

重さ 1104.0 g 破面数 3

炉の内部に面した側では，一部が青黒色から紫黒色に溶融した部分が認められ

所 見
る炉壁である。粘土中には径5mm程度の礁が混入している。炉の右側壁に用いら

れていた部分と思われる。熱による収縮のためか直接火熱を受けた部分と製鉄

炉掘り方に近い部分との間では亀裂が生じている。

分析試料 長軸端部を切断し，未溶解の粘土部を分析。

備 考
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図13 堪忍沢遺跡出土炉壁実i~JJ図とサン プリング位置， 写真（縮尺 I : 3) 

自然科学的調査
I X線CT写真と解析結果 （図版14)

2 化学分析

3 放射化分析

三 備考
Ti02は0.98%,v は0.01%を測る。Al203カ｛21.78%

でかなり 高いので耐火度が高かったことがわかる。
X線CTによると CT上端値は450で，炉壁と判断さ
れるが，ピークが二つあるため， 一部に淳が付着 し
ていると考え られる。
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資料番号15(8276)

考古学的調査

I 資料観察表

堪 忍沢 調査区

15 
出土状況 遣 4書 製鉄遺構 SN02

出土状況

時 真月 10世紀中葉～末葉 根 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 276 長径 10.7 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 15 法 短径 9.0 cm メ空ル度なし 明褐色

遺物名
羽口 量 厚さ 4.1 cm 遺存度 破片

重さ 466.0 g 破面数 l

先端部が黒い飴；｜犬にガラス化 した羽口片である。破面は灰褐色に硬化してい

る。ガラス化した部分では気孔も多く生じる。また溶解する前に先端部表面に

所 見 亀裂が生じているが，この亀裂の隙間もガラス状に熱変化し，それによって再

び充填されている部分もある。粘土は比較的キメの細かいものが選ばれている

が，径l～2nun程度の礁をわずかに含む。

分析試料 長南t1端部を切断 し，羽口基部の胎土音JI分を分析。

イ蒲 考 先端部は斜に溶解している。内径は3.7～4.0cmを計る。

1「． 自然科学的調査

ξ／て＼＼ X線CT写真と解析結果（図

版15)

2 化学分析

3 放射化分析

備考

。 5 IL lOcm 
Ti02は0.52%,vは0.006%を測る。

c T上端値は400で，炉壁である。そ

の断而形状から羽口であることは明ら

かである。

図14 堪忍沢遺跡、出土羽口実測図とサンプ

リング位置，写真（縮尺I:3) 
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資料番号16(s 274) 
考古学的調査

I 資料観察表

堪忍沢

16 
出土状況

調査区
1、主塁包 4肴
出土状況

時 真月 10世紀中葉～末葉

登録番号
歴博番号 274 

所蔵者番号 法

遺物 名
木炭 量

製鉄遺構

根 拠 伴出した土師器

長径 3.3 cm 磁着度 l 色調

短径 1.2 cm メ女ル度 なし 黒色

厚さ cm 遣存度 破片

重さ 2.0 g 破面数 2

小枝状の黒炭である。小型の伏せ焼き窯と考えられる土坑状の木炭窯で焼成さ
所 見

分析試料

｛蒲 考

れたものか。芯部には穴が聞いており ，長軸端部の片側ljは破面，もう 一方はや
や荒れている。

長軸端部2/3を切断し，木炭を分析。

報告書では木炭の樹種はヤマウルシと同定されている。芯部の穴から本資料も
これに相当すると考えられる。カロリ一的には低いものであろう 。また出土位
置によっては製錬用の燃料ではない可能性も考慮する必要がある。

自然科学的調査

I 化学分析

2 放射化分析

備考

写真3 堪忍沢遺跡出土木炭

（縮尺2:3) 

Ti02は12.68%,vは0.2469もを測るが，資料は木炭

であるので，木炭と淳とが一体化したものであろ

っ。
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資料番号17( T 36) 

考古学的調査

I 資料観察表

i基 忍沢 調査区

17 
出土状況 1、主塁主 4蕎 住居跡（SI06)

出土状況 かまど前庭部で出土

時 真月 I O世紀中葉～末葉 ヰ艮 拠

登録番号
歴博番号 T36 長さ 8.9 cm 磁着度 色調

所蔵者番号 13 法 幅 0.9 cm メヲル度 黒色

遺物名
万子 量 厚さ 0.8 cm 遺存度 完形

重さ 33.7 g 破面数

表面は銃化しているが，残存状態は良好で、ある。基部の形態は角柱状を呈し，
先端に向かうにしたがい偏平な初II葉状にな る 。 しかし， f~IJ縁は両側とも Smm程度

所 見 の厚さをもっており，刃部が設けられた形跡はなし、。また基部は切断されたよ
うな痕跡を残す。万子，鍛などの製品を作り出す前の地金状の素材とも考えら
れる。

分析試料
鉄器の中核部の一部を放射化分析 して地金と錆の関係を調べる予定であった
が， X線透過撮影の結果，メタルが遺存していなかったので非分析。

f蒲 考

〈子三ご？っ： 咽鑓箇臨議騨瞳
自然科学的調査

D ⑪ -a-→雪量h

I X線透過写真（図版2)

備考
非分析のため詳細不明。

』ーーーー面ーー-i

図15 堪忍沢遺跡出土鉄器実測図，写真（縮

尺I: 3) 
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表l f甚忍沢遺跡化学分析値一覧表（%）

資料番号 SNo. T.Fe M.Fe FeO Fe20J Si Oz Alz03 MgO Ti Oz MnO 

堪忍沢 1 22 *53.52 *0.10 *26.66 *46.75 6.72 2.43 3.40 10.49 0.69 

堪忍沢 2 23 *51.82 *0.14 *19.10 *52.66 6.77 4.05 2.27 11.66 0.61 

堪忍沢 3 24 *38.84 *0.32 ホ6.62 *47.72 6.33 3.03 3.00 10.40 0.66 

堪忍沢 4 25 *2.55 *0.02 *35.72 *21.11 21.23 8.27 2.66 9.46 0.52 

堪忍沢 5 26 *30.99 *25.08 *0.14 *16.24 24.33 8.29 2.76 8.86 0.44 

堪忍沢 6A 27 *9.65 *0.21 *46.95 *4.21 28.82 11.18 3.29 10.19 0.61 

堪忍沢 6B 28 36.24 ／ ／ 51.82 20.87 8.74 3.20 12.63 0.66 

堪忍沢 7 29 *32.63 前0.73 *38.85 *2.43 26.86 8.91 4.64 10.09 0.90 

堪忍沢 8 30 *30.22 *0.02 *33.73 *5.69 28.98 8.65 3.81 8.14 0.87 

堪忍沢 9 31 *1.26 *0.30 *22.14 *5.36 34.65 12.03 4.26 13.18 0.80 

堪忍沢10 32 *21.54 *0.41 *19.35 *8.71 19.22 6.97 4.06 13.11 0.79 

堪忍沢11 33 *55.40 *8.85 *4.02 *62.09 2.98 1.08 0.46 1.86 0.11 

堪忍沢12A 34 *55.54 *26.65 *25.16 本13.34 14.77 4.85 2.88 10.77 0.45 

堪忍沢12B 35 40.95 ／ ／ 58.56 17.50 5.91 3.26 9.48 0.55 

堪忍沢13 36 *43.77 *0.26 ホ45.44 *11.71 11.06 5.49 2.89 14.53 0.78 

堪忍沢14 274 4.07 0.55 1.14 3.77 62.10 21.78 0.85 0.98 0.02 

堪忍沢15 275 4.55 0.42 1.98 3.70 65.34 16.74 1.45 0.52 0.10 

堪忍沢16 276 24.03 1.40 26.15 3.29 34.40 12.07 4.47 12.68 0.76 

資料番号 SNo. cao KzO Na20 p s Cu Ti v 
堪忍沢 1 22 1.86 0.025 ／ 0.463 0.050 *0.007 *6.82 *0.200 

堪忍沢 2 23 0.49 0.167 ／ 0.093 0.023 *0.008 *7.48 *0.200 

堪忍沢 3 24 1.88 0.228 ／ 0.293 0.044 *0.006 本4.71 *0.140 

堪忍沢 4 25 1.38 0.658 ／ 0.259 0.016 *0.006 *5.97 *0.190 

堪忍沢 5 26 2.18 0.760 ／ 0.197 0.059 *0.007 *8.11 *0.230 

堪忍沢 6A 27 1.51 0.778 ／ 0.252 0.044 *0.008 *10.32 *0.330 

堪忍沢 6B 28 1.79 0.664 ／ 0.280 0.061 ／ ／ ／ 

堪忍沢 7 29 3.39 0.702 0.030 0.430 0.057 *0.004 *10.68 ホ0.116

堪忍沢 8 30 2.73 0.895 ／ 0.477 0.082 *0.005 *4.40 *0.047 

堪忍沢 9 31 2.56 1.202 ／ 0.127 0.061 *0.006 *7.86 ホ0.023

堪忍沢10 32 2.08 0.854 ／ 0.328 0.059 *0.007 *8.04 *0.230 

堪忍沢11 33 0.34 0.097 ／ 0.972 0.049 *0.003 *l.93 *0.065 

堪忍沢12A 34 1.58 0.318 0.287 0.290 0.020 *0.003 *7.65 *0.159 

堪忍沢12B 35 1.65 0.552 ／ 0.240 0.051 ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 1.21 0.311 ／ 0.292 0.052 *0.006 ホ5.45 *0.094 

堪忍沢14 274 1.74 0.744 1.864 0.012 0.058 0.014 ／ 0.010 

堪忍沢15 275 2.46 0.623 2.415 0.019 0.004 0.010 ／ 0.006 

堪忍沢16 276 2.57 0.765 0.645 0.108 0.049 0.004 ／ 0.246 
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表2 I甚忍沢遺跡放射化分析｛直一覧表（ppm)

資料番号 SNo. Na Mg Al Si s CI K Ca Sc Ti 

堪忍沢 l 22 14000 <14000 40000 <61% <86000 く220 4700 12例）（） 9.1 2000 

堪忍沢 2 23 13ぼJO<12000 40αJO <68% く67似目。 く210 64(){) 9300 7.8 2000 

堪忍沢 3 24 12αJO <14000 4α）（）（） <74% く：79000 <220 5400 9500 10 3300 

堪忍沢 4 25 4800 20α目。 23似JO <49% <76000 <230 2800 4800 33 23ぽ目。

堪忍、沢 5 26 23000 <24000 45伐JO <78% <85似目。 <420 9600 18000 6.8 2200 

堪忍沢 6A 27 5100 18000 20000 <49＇！も <76似JO <230 2400 6000 30 25000 

堪忍沢 6B 28 13αJO <14000 38α）（） <68% く：75α目。 <230 7500 10000 5.8 1200 

堪忍沢 7 29 12000 く11αJO34α目。 く65%<67似JO く200 3900 9000 6.2 1400 

堪忍沢 8 30 14αゅ く1500046α目。 く66%に1α灼∞ <250 5400 9600 9.8 2600 

堪忍沢 9 31 15αJO 1800 35000 <49% <720α） <340 4800 8800 35 24000 

堪忍沢10 32 10α旧日 <14似）（） 25α旧日 <39＇！も <88000 <240 4600 7600 44 42000 

堪忍沢11 33 5500 880 21000 <49% く72000 く240 2800 4800 91 85000 

堪忍沢12A 34 12α目。 <14000 35αJO <399も <87α目。 <260 4800 7900 54 45000 

堪忍沢12B 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 11αm <14000 37000 <58% <84α目。 <250 49α） 8500 46 38000 

堪忍沢14 274 89α）（） <11000 22000 <66% <75似ゆ <230 5400 7800 3.3 120 

堪忍沢15 275 7600 <10000 21000 <57% <64αJO <180 3500 6700 3.2 230 

堪忍沢16 276 12000 <13000 36飢JO <64% <68000 <150 3600 6600 5.8 270 

資料番号 SNo v Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

堪忍沢 l 22 22 8.3 220 1.0% 3.4 <25 <250 <44 <20 1.4 

堪忍沢 2 23 32 12 220 2.09も 4.9 <24 <240 <40 <18 1.8 

堪忍沢 3 24 47 9.2 300 2.0% 5.4 <28 <260 く57 <17 2.1 

堪忍沢 4 25 1200 78 3000 35% 8.5 <50 <300 340 28 1.0 

堪忍沢 5 26 34 9.9 250 3.0'Jも 5.5 <30 <350 <58 <60 3.2 

堪忍沢 6A 27 1000 82 2600 33% 6.5 <54 <290 344 30 1.2 

堪忍沢 6B 28 16 7.9 150 1.0% 2.5 <27 <250 く43 <20 1.2 

堪忍沢 7 29 23 6.0 160 1.0% 2.7 く24 <220 く40 <16 1.4 

堪忍沢 8 30 41 13 240 2.0% 5.7 <34 <300 く55 <18 2.4 

堪忍沢 9 31 620 250 450 45% 12 く45 く320 250 24 1.8 

堪忍沢10 32 110 120 700 42＇！も 18 <23 <220 <150 <27 1.2 

堪忍沢11 33 880 3100 3100 30% 64 <68 <290 <220 <26 1.6 

堪忍沢12 34 120 150 1700 lO'Jも 16 <50 <260 <100 <23 1.2 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 120 200 1500 8.0% 14 <46 <260 <110 <19 1.0 

堪忍沢14 274 1.6 0.90 34 729も 35 <25 <210 <41 24 2.2 

堪忍沢15 275 1.8 2.3 23 69% 46 <25 <200 <38 36 1.7 

堪忍沢16 276 9.3 4.4 35 70% 67 <38 <250 <45 <28 1.6 
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資料番号 SNo Se Br Rb Sr Zr お1o Ag Cd In Sn 
堪忍沢 1 22 く0.9 0.45 16 く150 く210 く0.53 ／ <2.9 <0.44 <78 

堪忍沢 2 23 <1.2 0.96 19 400 <200 <0.53 ／ <2.9 <0.42 <69 

湛忍、沢 3 24 <1.4 0.82 18 <160 <230 <0.62 ／ <3.4 く0.47 <79 

堪忍沢 4 25 <2.0 0.82 <12 <300 <350 <0.83 ／ <5.0 <0.59 <240 

堪忍、沢 5 26 <0.26 0.52 46 <250 <330 <0.61 ／ <3.6 <0.57 <89 

堪忍沢 6A 27 <1.9 0.75 <10 <280 <440 <0.96 ／ <5.0 <0.59 <140 

堪忍沢 6B 28 く0.96 0.62 20 <160 <230 く0.51 ／ <2.6 <0.46 <77 

堪忍沢 7 29 <0.86 0.56 15 <140 <200 <0.47 ／ <2.5 <0.41 <71 

堪忍沢 8 30 <1.7 1.3 19 <160 <280 <0.66 ／ <3.5 <0.54 <96 

堪忍沢 9 31 2.4 <0.35 22 <280 800 <0.70 ／ <2.7 <0.52 く240

堪忍沢10 32 5.0 <0.68 13 <240 1200 <0.80 ／ <3.8 <0.36 <100 

堪忍沢11 33 8.4 く0.61 18 <380 1800 <1.7 ／ く8.7 <0.62 <190 

堪忍沢12 34 5.2 <0.75 15 <280 2200 <1.2 ／ <6.8 <0.56 <150 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 3.9 <0.71 17 <260 3100 <1.2 ／ <6.5 <0.54 <140 

堪忍沢14 274 <0.84 0.65 17 <160 <210 <0.48 ／ <2.3 <0.32 <64 

堪忍沢15 275 <0.76 0.48 18 く140 <230 <0.65 ／ <2.5 <0.37 <53 

堪忍沢16 276 <0.73 <0.86 <8.5 <180 <240 <0.51 ／ <3.5 <0.28 <75 

資料番号ISNo Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 
堪忍沢 1 22 0.21 <2.1 <8.7 0.94 240 4.4 11 <10 <6.9 0.75 

堪忍沢 2 23 0.24 <2.0 <8.5 1.1 320 5.4 12 <9.6 <6.6 0.81 

堪忍沢 3 24 0.31 <2.2 <9.4 0.98 240 9.6 21 <9.1 <7.6 1.2 

堪忍、沢 4 25 0.23 く4.9 <15 く：0.48 130 4.5 9.5 <3.5 <13 1.0 

堪忍沢 5 26 0.64 <5.1 <9.2 2.3 350 5.2 8.6 <17 <8.8 0.92 

堪忍沢 6A 27 0.19 <3.9 <12 <0.56 100 3.5 8.5 <3.5 <9.3 0.94 

堪忍沢 6B 28 0.41 <2.1 <9.2 1.1 300 4.8 8.4 <10 <7.0 0.72 

堪忍沢 7 29 0.24 <1.9 <8.2 0.92 170 4.4 8.7 <8.6 <6.4 0.83 

堪忍沢 8 30 0.55 <2.7 <11 2.3 270 7.1 15 <11 <8.8 0.91 

堪忍沢 9 31 0.34 <3.6 く10 <1.2 120 4.8 15 <3.8 <12 0.8 

堪忍沢10 32 0.24 <2.3 <10 0.62 130 10.0 16 <13 <12 1.0 

堪忍沢11 33 0.76 <5.6 <12 く1.4 92 8.7 25 <5.8 く16 1.8 

堪忍沢12 34 0.35 <4.3 <11 0.82 230 16.0 28 <10 <14 1.9 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ‘／ 

堪忍沢13 36 0.37 く4.0 く11 0.96 230 12.0 22 <9.1 <13 2.1 

堪忍沢14 274 0.16 <2.3 <8.3 <0.67 54 3.3 6.5 <4.4 <3.3 0.32 

堪忍沢15 275 0.22 <1.6 <4.4 <0.67 73 4.2 6.4 <3.7 <6.8 0.47 

堪忍沢16 276 0.32 <1.7 <2.3 <1.3 170 7.5 7.4 <5.3 <5.4 0.43 

資料番号 SNo Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

堪忍沢 l 22 1.2 0.37 <2.9 1.1 0.18 1.1 0.22 <0.89 く0.0044 <0.0015 
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資料番号 SNo Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

堪忍沢 2 23 0.90 <0.15 <2.8 0.79 0.14 2.9 <0.50 <0.86 く0.0043 0.0020 

堪忍沢 3 24 0.88 <0.26 <3.1 0.95 0.17 4.3 <0.51 く0.84 <0.0049 <0.0018 

堪忍沢 4 25 <0.18 <0.28 <3.0 1.4 0.25 3.6 0.78 <0.43 <0.0092 <0.伺 38

堪忍沢 5 26 0.75 <0.39 <5.1 0.89 0.34 6.4 <0.67 <0.90 <0.0057 <0.0047 

堪忍沢 6A 27 <0.20 <0.32 <3.4 1.2 0.22 3.1 <0.70 <0.39 <0.0085 <0.0041 

堪忍沢 6B 28 0.69 <0.19 く3.1 0.86 0.14 1.4 <0.48 <0.91 <0.0047 く0.0041

堪忍沢 7 29 0.79 <0.43 <2.8 1.1 0.17 1.1 く0.23 <0.73 <0.0041 0.0015 

堪忍沢 8 30 1.0 <0.30 <3.6 1.2 0.21 3.6 <0.29 く0.97 く0.0059 0.0032 

堪忍沢 9 31 0.54 0.76 <2.5 1.3 0.44 46 <1.0 <0.7 <0.012 <0.0034 

堪忍沢10 32 1.8 <0.43 <3.0 1.9 0.30 31 <1.8 <1.1 <0.0087 <0.0023 

堪忍沢11 33 0.74 <0.38 <3.7 3.3 0.75 32 4.0 <1.7 <0.022 <0.0044 

堪忍沢12 34 1.1 0.45 <3.5 2.9 0.60 34 3.0 <1.2 <0.0097 く0.0034

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 1.0 0.55 <3.4 3.7 0.73 48 2.5 <0.84 く0.0090 <0.0032 

堪忍沢14 274 <0.19 く0.23 <2.1 0.66 0.13 <1.0 <0.21 <0.34 く0.0026 <0.0032 

堪忍沢15 275 <0.29 <0.36 <2.1 <1.2 0.16 1.0 <0.17 <0.67 <0.仰 37 <0.0025 

堪忍沢16 276 <0.11 <0.43 <2.4 1.9 0.18 3.4 <0.14 <0.54 <0.0036 <0.0022 

資料番号 SNo Hg Th u 
堪忍沢 l 22 <0.71 0.91 0.39 

堪忍沢 2 23 <0.69 1.3 0.53 

堪忍沢 3 24 <0.78 1.1 0.55 

堪忍沢 4 25 <1.3 1.0 0.38 

堪忍沢 5 26 <0.86 1.9 0.60 

堪忍沢 6A 27 <1.3 1.1 0.44 

堪忍沢 6B 28 く0.76 1.0 0.44 

堪忍沢 7 29 <0.69 0.80 0.35 

堪忍、沢 8 30 <0.94 1.7 0.65 

堪忍沢 9 31 <1.1 3.1 1.1 

堪忍沢10 32 <1.1 3.2 0.70 

堪忍沢11 33 <1.8 4.1 2.1 

堪忍沢12 34 <1.4 5.5 1.3 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 <1.3 1.8 1.6 

堪忍沢14 274 <0.44 く0.45 <0.28 

堪忍沢15 275 <0.45 <0.67 <0.35 

堪忍沢16 276 <0.34 <0.87 <0.72 
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図16 堪忍沢遺跡・鉄関連遺物V/Fe-Ti/Fe相関図
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一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

2）陸奥国分寺跡

遣 跡 名
ム7コク7ゃンγアト 地図名（5万分の1)

陸奥国分寺跡 仙台

所 在 I也 宮城県仙台市木／下三丁目

1955年から1959年にかけておこなわれた調査で，南大門，中門，金堂，回廊，
遺跡の内容 講堂，鐘楼，経楼，僧坊，塔，塔回廊，僧坊西建物，円堂？，束門など14棟の建

物跡が調査されている。

時 真H 741年（天平13年） 8世紀中頃以降

鉄 器 鉄製九輪，釘，露盤

鉄関連遺物

そ の 他 青銅製擦管，水；煙，

試料番号 S106, T72 
調 査 年 1974年2月

調 査 者 仙台市教育委員会

文 献
『仙台市木ノ下 史跡陸奥国分寺跡一昭和48年度環境整備予備調査概報j仙台市

教育委員会， 1974

今回分析に使用した資料は， 1974年2月の旧環境整備工事中に塔基壇基側付近を

イ蔚 考 中心に，釘などとともに出土したものである。文献に記されている934年（承平4
年）に，落雷によって焼失した際に埋没したものと考えられている。
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資料番号1( s 106) 
考古学的調査

I 資料観察表

陸奥田分寺 調査区

出土状況 遺 4蕎
出土状況 塔基壇基音II付近

時 期 8世紀後半 根 拠 伴出した土師器

登録番 号
歴博番号 106 長径 4.0 cm 磁着度 5 色調

所蔵者番号 法 短径 メタル度 ム 茶褐色3,2 cm 

遺物 名
露盤 量 厚さ IA cm 遺存度破片

重さ 13,5 g 破面数 全面

露盤とされている長台形で厚い盤状の遺物である。全体には銃化が激し く場所

により黒色から赤褐色， 茶褐色と変化が大きし、。長軌の片側は小さく「L」字

状になっており ，もう 一方の端は直線状の破面となっている。短軸端部も長南｜｜

所 見
の側面と｜司様「L」字状である。表面は平坦で錆の剥離部分が多し、。分析資本｜

はこうした剥離しかかっているものを手で剥がしとったものである。2片のう

ち一方は中央寄り 。もう l片は長軌端部に近い場所である。錆の調子から鋳造

品とみ られるが，表面にひろがる錆のために細かく観察しにくい。長軸の

「Lj字状の端部のみ，鋳造時の鋳口の破面の可能性があろう 。

分析試料 剥離した表面の錆片を分析。

イ荷

鉄として再分析する必要。分析試料にメタルはなく ，完全に鋳化している。表

考 面には白っぽい酸化物が茶褐色の錆の間に析出 している。 表面に塗られている

のは漆ではなく油脂とのことである。

自然科学的調査

I X椋透過写真 （図版2)

2 化学分析

3 放射化分析

三 備考
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露盤である。化学分析 lのみを実施し

た。TFeが58,85%で，Si02は0030%, 

Ab03も0,060%で，錆にしては少な く鋳

造品の可能性がある。ほとんど純粋な酸

化鉄 （Fe203として84.14%）である。国

内の高純度鉄鉱石は餅鉄と言われている

磁鉄鉱礁であるが，釜石産のものでも

Si02が3A4%,A'203も0,73%でこの資料

ほど純粋ではない。放射化分析の結果，

高As，低Sbのグループに属す鉄である。

長野の古代鉄器と同じところに位置する

ので原料の産地推定に大きな指標とな

る。

~化干分析

Eヨ放射化分析

0 3cm 

写真4 陸奥国分寺跡出土露盤錆（縮尺2: 3) 



一章調査報告（ ・. 2 東北・関東・中部地方）

資料番号2( T 72) 

一考古学的調査

1 資料観察表

陸奥国分寺 調査区

2 
出土状況 遺 構

出 土 状 況 塔基壇基部付近

日寺 算月 8世紀後半以降 根 拠

登録番号
歴博番号 T72 長さ 40.5 cm 磁着度 色調

所蔵者番号 法 幅 16.0 cm メヲル度 黒褐色

遺物名
九輪 量 厚さ 2.1 cm 遣存度破片

重さ g 破面数

陸奥国分寺出土の鉄製九輪といわれている鉄板状の破片である。全体に錆は出

ているものの，鋳造品の特徴を示している。長軸方向にも短軸方向にも曲線を

もっている。短軸は一方が薄くなり終憶する。片一方は厚く，口唇部が外側に

張り出し，パリ状である。放射状の割れは端部側にやや多いが他の内外面には

ほとんど観察されない。内側に 2ケ所剥落途中の錆がみられる。内側中央部は

広く赤褐色の付着土砂をまじえた酸化物に覆われる。両端は鉄地よりにじみだ

した樹脂状の酸化液がひろく固着している。外側は比較的健全で錆による剥落

は少ない。長軸端部側に黒色の酸化部分が強い。部分的に酸化土砂は付着する

所 見
ものの鋳造時の肌をとどめているのは本面である。上面は健全な部分と剥落部

分が混在している。上面端部は内側になだらかな面をもち外側はlcm弱，パリ状

に張り出す。これが意図的なものかどうかは不明であるが鋳造時のパリの可能

性が高いと考える。下面は内湾気味に強く終崎、し，完結するようにもみえる

が，端部は2mm前後の厚み部分でほぼ全面が破面となる。厚みから見て鍋底状の

底部が欠け落ちたとみるよりも，鋳造時の薄い端部が欠け落ちたと考えられ

る。長軸両端が不定形ながらやや直線上に割れている。推定法量は現存長が

40.Scm前後，幅16.0cm前後，厚みは上端が2.0cm，パリ状の突出部を入れると3.0cmと

なる。下端は1.9cm前後の厚みから内屈して2cm厚ほどで終t息する。 7mm前後の内屈

と思われる。

分析試料 X線撮影の結果，長軸側端部の中央の，ひび割れの少ない健全な部分を分析。

本資料は全体的に鍋の口縁状を呈する。推定径は1.8m前後で、ある。上端と下端

備 考
の厚みの差は鋳造時の型の歪みで生じたのであろうか。パリ様の上端部から鋳

造か。本資料は九輪の破片と言われているが このように鉄釜の口縁部の破片

の可能性もある。したがって塩釜の可能性もでてくる。
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写真5 陸奥国分寺跡出土九輪 （縮尺l:4) 

⑥ 

自然科学的調査

I X線透過写真（図版2)

2 X線CT写真と解析結果 （図版15)

3 放射化分析

jf~ K 向 T»：~ 
「一一二却に二にここ二：f
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信Eつ

4 電子顕微鏡写真（73・74)

5 写真中の部分分析値

Fe Kc・ 

p K~ 

一一ーよとい~~aK"-2:"_~－Ko.-Ml日－cuK＂~
I ～＿.，...，，札」『』ーー宇一九千一一→J U, し＿＿，，」（』



信Z訟 FeK~ 

一一一丁，K~

表3 陸奥国分寺跡化学分析値（%）

資料番号 SNo. T.Fe Fe203 

陸奥国分寺1 106 58.85 84.14 

資料番号 SNo. MnO Cao 

陸奥国分寺1 106 0.03 0.19 

Si02 

一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

備考
X線CT観察結果によれば，この資料に

は金属鉄が残存している。この金属鉄の部

分を電子顕微鏡で観察すると，片状黒鉛が

観察されるので，高炭素の鋳造品であり，

鍛造はされていない。また，この資料中の

PとSは高く，介在物もリン化鉄（Fe3P)

と硫化鉄（FeS）であった。なお， Tiは検出

されなかったので，砂鉄が原料である可能

性は低い。放射化分析の結果，この鉄は高

As －低Sbに属する鉄であることがわかっ

た。

Ah03 MgO Ti02 

0.03 0.06 0.01 o.oi 

Kio p s 
0.001 0.091 0.003 

表4 陸奥国分寺跡放射化分析値一覧表（ppm)

資料番号 S•TNo Na Mg Al Si s Cl K Ca Sc Ti 

陸奥国分寺l Sl06 36 く560 94 ／ ／ 24α目。 <76 <1100 <0.22 <110 

陸奥国分寺2 T72 0.81 <940 12 <4.09も<24000 3α）（） <23 <580 <0.074 <90 

資料番号 S•TNo v Cr 酌In Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

陸奥国分寺1 S106 41 45 210 57% 390 <1000 990 <130 27 85 

陸奥国分寺2 T72 70 79 190 99% 540 280 3000 <34 42 170 

資料番号 S•TNo Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

陸奥国分寺1 S106 ／ 170 ／ ／ <1500 <11 33 <37 <0.14 ／ 

陸奥国分寺2 T72 <3.4 8.7 <16 <360 <580 26 <17 <3.8 <0.18 <190 

資料番号 S•TNo Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 

陸奥国分寺1 Sl06 3.0 ／ <4.2 ／ <120 <0.35 <8.5 ／ <14 <0.10 

陸奥国分寺2 T72 7.9 く6.4 <4.0 <1.1 <73 0.20 <2.4 <0.54 <20 <0.0096 

資料番号 S•TNo Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

陸奥国分寺l S106 <0.72 ／ <0.52 <0.63 <0.12 <1.8 ／ 2.5 ／ 0.63 

陸奥国分寺2 T72 <0.15 <0.46 <0.27 <0.26 <0.037 <0.60 <0.31 6.0 <0.038 3.9 

資料番号 S•TNo Hg Th u 
陸奥国分寺l S106 ／ <1.1 <0.75 

陸奥国分寺2 T72 <0.094 <1.8 <0.26 
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3）武井製鉄遺跡群－向田地区

1 向田 E地点

遣 跡 名 ムカイゲ E千テン 地図名（5万分の！）

向田E地点 角田

所 在 地 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺字向田

遺跡の内容
製鉄炉2，木炭窯30，木炭焼成遺構24，焼土遺構 l，住居跡6，道3，溝 lから

なる製鉄遺跡である。

時 期
製鉄炉作業面，木炭窯作業場など各遺構から出土した土器を根拠に 7世紀後半か

ら10世紀以降に比定されている。

量失 器

鉄関連遺物 製錬i宰，鉄塊，炉底塊，炉壁，砂鉄，木炭

そ の 他 土師器，須恵器，焼土塊

試料番号 S265, S266 

5周 査 年 1984.10.22～l 1.22, 1985.4.10～1 1.28 

E周 査 者 寺島文隆他（財）福島県丈化センター

文 献
（財）福島県丈化センタ一編集『相馬開発関連遺跡調査報告 IJ福島県教育委員

会，（財）福島県丈化センター，地域振興整備公団， 1989

7世紀後半から継続する製鉄関連遺跡である。製鉄自体は 7世紀後半に限定さ

れ，その他の時期はおもに製炭をおこなっている。炉は長方形箱形炉で，作業

備 考 場・廃i宰場・木炭置場を伴っている。住居は操業時の一時的なものと考えられて

いる。流動淳が半分近くを占めることから，チタンの分離が効率よくおこなわれ

ていたことが推測されている。
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資料番号1(8265)

考古学的調査

資料観察表

向田 E地点

時 真月

登録番号

遺物名

所 見

分析試料

備 考

調査区

出土状況 遺 4誇 l号製鉄炉南廃淳場

出 土 状 況 第 11冒

7世紀後半 根 拠 炉や木炭窯から出土した土器

歴博番号 265 長径 7.6 cm 磁着度 3 色調

所蔵者番号 5 i去 短径 9.0 cm メタル度 なし 茶褐色

製錬i宰 量 厚さ 3.8 cm 遣存度 完形

重さ 193.1 g 破面数 0

平面が台形の炉内浮て、ある。破面がま ったく見られないので一見椀形淳にみえ

る。上面は緩やかな波状で 5ケ所程にSmm大の木炭痕が残る。側面から下面にか

けても lcm前後の木炭痕が見られる。この鉄淳は粘土分が高い部分とi宰が主体の

部分にわかれている。

長軌端部1/2を直線状に切断し，i宰部を分析。

外観からは生成位置を推定しにくいが送風孔付近で生成された可能性が高い。

0 Scm 

－ーーー

悶 化字分析

図17 向田E地点出土鉄浮実測図とサンプリン

夕、位置，写真 （縮尺I: 3) 

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版74)

s 写真中の部分分析値
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＠ T iK~ 
FeK~ 

トヲ

三 備考
X線CT観察結果から，この資料は炉壁に少量のi宰が付着したものであることがわか

る。CT上端値は950と低い。製錬i宰と炉壁である。淳部の電子顕微鏡観察結果ではイルメ

ナイ トが認められた。

資料番号2( s 266) 
考古学的調査

I 資料観察表

向田 E地点 調査区

2 
出土状況 遺 4誇 l号製鉄炉南廃淳場

出土状況 第 I層

時 期 7世紀後半 m 拠 炉や木炭窯から出土した土器

登 録番号
歴博番号 266 長径 6.5 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 6 法 短径 3.0 cm メヲル度 なし 黒褐色

遺 物名 製錬1宰 量 厚さ 2.8 cm 遺存度 破片

重さ 114.9 g 破面数 4

平面が台形の流動浮で、ある。上面はチリメン状，下面は粘土面の凹凸を写した
所 見 細かい波状を呈す。周辺には大きな破面が認められ，破面の上半部にやや大き

な気孔があるほかは微細な気孔が全面に認められる。

分析試料 長軌端部1/4を直線状に切断 し，i宰部を分析。

下面の粘土痕からみて製錬時に炉外へ流れ出した炉外流出淳と考えられる。気
イ蒲 考 孔が全面にひろがっている ことから まだガスが抜けきらない操業前半段階の

鉄i宰と考えられる。

ハハ川
Ua

..J 

」ーーー~ τヲ烹オ屯子顕微鏡
［）川町三ヨ欣井f化分析

図18 向田E地点出土鉄淳実測図とサンプリン

グ位置，写真 （縮尺I: 3) 
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自然科学的調査

1 X線CT写真と解析結果（図版

16) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版74)

5 写真中の部分分析値

一章調査報告（一.2 東北・関東中部地方）

⑤ Ti恥一寸FeK~一一一

三備 考

X線CTの上端値は1050，多孔性で，

とくに中央部に細かい孔が集まってい

る。電子顕微鏡観察結果では，大型ウル ⑥ 
ボスピネルとフエロシュードブロッカイ

トが観察された。化学分析結果によれば

Ti02は29.63%,vは0.317%と高く，特徴

的である。同結果からの原料砂鉄中の

Ti02は23～28%と推定され，高い。

T1K~ 

FeK似

2 向田A地点

遺 跡 名
ムカイゲAチテン 地図名（5万分の1)

向田A地点 角田

所 在 t色 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺字向田

作業場や廃i宰場をもっ製鉄炉 7，木炭窯15，住居跡6，鋳造遺構9，焼成土坑

遺跡の内容
6，粘土採掘土坑5，土坑8，須恵器窯 lが検出された，製鉄・鍛冶・鋳造遺

跡である。各遺構から出土した土器を根拠に， 7世紀後半から 9世紀の年代が与

えられている。

時 期 8世紀後半

鉄 器

鉄関連遺物 製錬i宰，炉底塊，炉壁，羽口，通風管，木炭，砂鉄，鍛造剥片，鋳造鋳型

そ の 他 粘土，土師器，須恵器

試料番号 S259～S264 
調 査 年 1985.8.21～12.27, 1986.6.2～9.12 

E周 査 者 寺島文隆他（財）福島県文化センター

文 献
（財）福島県文化センター編『相馬開発関連遺跡調査報告 IJ福島県教育委員

~、， （財）福島県文化センタ一 地域振興整備公団 1989

この遺跡は大きく四期に大別されている。鉄生産が行われたのは8世紀後半を中

心とし，それ以外の時期は製炭，鋳造と製錬・精錬が中心となる。 8世紀後半に

イ庸 考 は，竪形炉，鋳造・鍛治工房といった鋳造作業を伴う鉄生産と，長方形箱形炉に

よる鉄生産の二つが存在した。また 9世紀後半の製鉄炉は箱形と竪形の折衷形

で，精錬鍛冶工房とともに確認されている。東北ではじめて発見された鋳造遺構

には，鋳造製品取り出し場，鋳造炉，鋳型焼成遺構，鋳型廃棄土坑がある。
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資料番号1( s 259) 
考古学的調査

資料観察表

向田A地点

時 期

登録番号

遺物名

所 見

分析試料

備 考

164 

調査区

出土状況 遺 4着 l号製鉄炉廃i宰場

出土 状 況 第 I層

8世紀後半 4畏 拠 遺構から出土した土器

歴博番号 259 長径 5.4 cm 磁着度 l 色調

所蔵者番号 法 短径 4.7 cm メタル度なし 灰黒色

製錬i宰 量 厚さ 3.7 cm 遣存度破片

重さ 70.3 g 破面数 4

全面が破面で炉墜粘土痕が密に付着している。断面の気孔の形は楕円形のもの

が多く，大きさも大小あって不均一に散在している。外面の各所に長手の圧痕

が見られるが明瞭な木炭痕ではない。

長軸端部1/3を直線状に切断し， i宰部を分析。

外面に見られる長手の庄痕は浮をかきだす時についた痕跡と思われる点で，炉

内i宰と明瞭に断言できない。ガスが比較的多い鉄淳と考えられる。一部に炉壁

の溶解物の部分がある。

「

」

。 5cm 

図化学分析

回：：~~：：
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図19 向田A地点出土鉄浮実i則図とサンプリング位置，写真（縮尺2: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果（図版

16) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版74)

5 写真中の部分分析値
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三備考
X線CTの上端値は1050で，多孔である。電子顕微鏡観察結果では，鉄かんらん石とと

もにフエロシュードブロッカイトが観察されるのが特徴である。化学分析結果によれば

Ti02は21.30%と高く， Vは0.197%である。以上の結果から製錬i宰である。 Ti含有率が高い

砂鉄を還元するために高温にすることが必要なので，フエロシュードブロッカイトが生成

されたと考えられる。同結果からの原料砂鉄中のTi02は27～289もと推定され，堪忍沢や富

士見台に比べて高い。

資料番号2(8260) 

一考古学的調査

1 資料観察表

向田A地点 調査区

2 
出土状況 遣 構 1号製鉄炉廃i宰場

出土 状 況 第 1層

時 期 8世紀後半 4艮 拠 遺構から出土した土器

登録番号
歴博番号 260 長径 3.2 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 2 法 短径 2.1 cm メ合ル度なし 黒褐色

製錬i宰 量 厚さ 1.7 cm 遣存度破片
遺物名

重さ 12.0 g 破面数 2

所 見
指頭大の流動浮である。上面はほぼ平坦，側面から下面にかけて5mm大の木炭痕

が密に見られる。破面の中央にはやや不定形の気孔がわずかに認められる。

分析試料 長軸端部1/2を直線状に切断し， i宰部を分析。

備 考 炉内流出浮の一部と考えられる。
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図20 向田A地点出土鉄浮実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果 （図版

16) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版74)

5 写真中の部分分析値
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三 備考

X線CTの仁端値は1200で，比較的均質である。電子顕微鏡観察結果では，鉄かんらん

石， イルメナイ とフエロシュードフロッカイトが観察されるのが特徴である。化学分析結
果によればTi02は25.03%, yは0.244%と高く，特徴的である。以上の結果から製錬淳であ
る。Ti含有率が高い砂鉄を還元するために高温にすることが必要で，イルメナイトやフエ
ロシユードブロッカイトを生成したものと考えられる。同結果からの原料砂鉄中のTiOzは
25～ 28%と推定され，高し、。
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資料番号3(s 261・262)
考古学的調査

資料観察表

向田A地点 調査区

3 
出土状況 二、z塁"- 4者 3号製鉄炉廃淳場

出 土 状 況 第 1層

時 期 8世紀後半 根 拠 遺構から出土した土器

登録番号
歴博番号 261 長径 10.6 cm 磁着度 6 色調

所蔵者番号 3 法 短径 8.1 cm メタル度 なし 茶褐色

遺物 名
炉壁 夏 厚さ 3.6 cm 遺存度 破片

重さ 202.5 g 破面数 4

楕円形の炉壁片である。裏面iには砂目の粘土壁等がみられ，内面は木炭痕に

所 見
よって凹凸が激しい。比重が高く 内面には還元途上の砂鉄や生成途上の金属

鉄が残留していたと推定される。その一部は錆膨れとなって残っている。木炭

痕の大きさはlcm大で、ある。

分析試料 長軌端部1/3を直線状に切断し，内壁側の砂鉄の半還元物質を分析。

イ蒲 考 羽口より上に位置する炉内側の壁体と考えられる。

図21 向田A地点出土炉壁実測図とサンプリング位

置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版16)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版75)
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5 写真中の部分分析値
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資料番号4(s 263・264)
一考古学的調査

1 資料観察表

一章調査報告（ー.2 東北・関東・中部地方）

⑤ 

備考
X線CTの観察結果から，この資料は 2

種から構成されており，炉墜に酸化物がつ

いたものと考えられる。酸化部のCT上端

値は1050である。電子顕微鏡観察結果で

は，鉄かんらん石，フエロシュードブロッ

カイトとウスタイトが観察された。ウスタ

イトは炉壁部が酸化している証拠で炉内が

十分に還元していない証拠である。この部

分の化学分析結果によればTi02は24.02%,

Vは0.222%と高く，特徴的である。この部

分は製錬淳である。

向田A地点 調査区

4 
出土状況 遺 4毒 I号製鉄炉廃浮場

出土状況 第3層

時 算月 8世紀後半 根 拠 遺構から出土した土器

登録番号
歴博番号 263・264 長径 7.8 cm 磁着度 4 色調

所蔵者番号 4 法 短径 6.4 cm メ女ル度なし 茶褐色

遺物名
炉壁 量 厚さ 3.7 cm 遺存度破片

重さ 124.6 g 破面数 3

平面が三角形の炉壁破片である。表面は大ぶりの木炭痕や小さな浮により凹凸

が激しい。壁体は表面から1～l.Scmの厚さで熱変化しており，気孔が多く軽石状

filT 見 になっている。壁体のベースは茶褐色砂質のやや密な胎土である。はっきりし

たスサは認められない。内壁表面の端部に黒錆化した部分が認められ，かって

小粒の金属鉄が残留していたことを推定できる。

分析試料
長軸端部2/3を直線状に切断し，未溶解の粘土部を4A(S263），内面の黒錆部を
4B (S264）として分析。

備 考
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E討議鏡放射化分析

己化宇州 図22 向田A地点出土炉壁実測図とサンプリング位

置，写真 （縮尺I: 3) 

回屯団側
政射化分析

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果（図版16)

2 化学分析

3 放射化分析
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4 電子顕微鏡写真（図版75)

5 写真中の部分分析値
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一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

三 備 考
4Aと4Bは同一個体の資料なので， X線CTでは同時に観察している。 CT上端値は800

と低く，そのスベクトルから， 2種が混在していることがわかる。酸化物と炉壁である。

4A （酸化物）の電子顕微鏡観察結果では，イルメナイトのみが観察された。資料全体の化

学分析結果によれば， Ti02は2.40%,vは0.031%である。資料の大部分は炉壁で，酸化物は

製錬浮である。 4Bの電子顕微鏡写真は炉壁の組織のみで 化学分析値はAl203が17.04%と

高い。これは耐火度が高かったことを意味する。鉄かんらん石中のMgとCaが連動せず，普

通の原料系からは考えられない。したがって当初目的とした4A,4Bではなくそれぞれ酸化

物，粘土部を分析したことがわかり，鉄錆部は分析できなかった。一方，放射化分析では

4Aが酸化物， 4Bは黒錆を分析している。ゆえに化学分析と放射化分析では分析した位置が

異なっていたのである。放射化分析のTiN比でみると4Bはかなり低いところに位置するの

で黒錆部に近いところに分析できたものと考えられるが， Feは399もなので銭化している。

3 向田G地点

遣 跡 名
ムカイゲ G千テン 地図名（5万分の1)

向田G地点 角田

所 在 地 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺字向田

作業場や廃i宰場を伴う製鉄炉2，木炭窯6，住居跡、3，製炭遺構6，粘土採掘坑

遺跡の内容 3，木炭置場2，ピット群，道跡，竪穴状遺構が検出された，操業期間の短い製

鉄遺跡である。他に弥生時代と近世の遺構も検出されている。

時 算H 作業場や廃i宰場より，出土した土師器と須恵器から 9世紀前半に比定されてい
る。

鉄 器 鉄鍛

鉄関連遺物 製錬i宰，鉄塊，炉底塊，炉壁，羽口，砂鉄，木炭
-t の f也 土師器，須恵器

試料番号 S269.270 

調 査 年 1986.4.21～1986.9.11 

調 査者 寺島文隆他 （財）福島県文化センター

文 献
（財）福島県文化センター編集『相馬開発関連遺跡調査報告IJ福島県教育委

員会・ （財）福島県文化センター・地域振興整備公団.1989

古代は製鉄をおこなった9世紀前半と木炭生産をおこなった9世紀前半～後半に

イ蒲 考
わかれる。良好な状態で遺存していた炉底塊から長方形箱形炉の規模や操業状態

が復原されたことや，炉壁ブロックの確認，踏み繍座の検出など多くの注目すベ

き事実を提供している。
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資料番号1( s 269) 
考古学的調査

資料観察表

向田G地点
出土状況

時 期 9世紀前半

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物 名
製錬i宰

調査区

遺 4誇
出土 状 況

269 

9 ；去
量

2号製鉄炉

f区第 3層

＋畏 拠 遺構出土の土師器と須恵器

長径 5.5 cm 磁着度 3 色調

短径 4.8 cm メヲル度 なし 黒褐色

厚さ 4.3 cm 遺存度 破片

重さ 92.8 g 破面数 6

所 見
全面が破面の不定形の炉内浮である。底聞の一部に赤褐色の炉壁粘土の圧痕が

残る。破面には大小の気孔が密にみられる。

分析試料 長軸端部1/3を直線状に切断し， i宰部を分析。

イ蔵

2 

3 

4 

5 
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考 本資料はガスの多い操業初期に生成されたの粘性の高い炉内浮と考え られる。

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果 （図版16)

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真 （図版75)

写真中の部分分析値 F ll 
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一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

5cm 

図化学分析

F:8電子顕微鏡
じ半以j放射化分析

図23 向田G地点出土鉄浮実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2:3) 

備考
X線CTの結果によれば，この資料は多孔質である。 CT上端値は1000である。電子顕

微鏡観察結果では，鉄かんらん石とフエロシュードブロッカイトが観察された。化学分析

結果によれば， Ti02は22.83%で， Vは0.236%と高い。製錬浮である。同結果からの原料砂

鉄中のTi02は24～28%と推定される。
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資料番号2( s 270) 
考古学的調査

資料観察表

向田G地点

2 
出土状況

時 期 9世紀前半

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
製錬i宰

調査区

遣 4肴
出土状況

270 

IO 法

量

2号製鉄炉

f区第3層

m 拠 遺構から出土した土器

長径 6.3 cm 磁着度 2 色調

短径 3.6 cm メヲル度なし 黒褐色

厚さ 3.7 cm 遺存度 破片

重さ 98.8 g 破面数 3

平面が半月形，断面は片側に片寄ったU字形の流動i宰である。上面は緩やかな

所 見 波状，底蘭は気孔の露出した自然面と小さな破面が連続している。断面中央部

に楕円形のやや大きな気孔があるほかは，ガスがよ く抜けている鉄淳で、ある。

分析試料 長軸端部1/3を直線状に切断し， ｛宰音11を分析。

イ篇

2 

3 

4 

5 
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断面形から流出溝は手掘りによる U字状の雑なものであった可能性がある。上
考 面の形状やガスがよく抜けていることから操業後半期の炉外流出浮と考えられ

る。

。 む
口 図｛ヒ’.，，分析

0 5cm 屯 F矧徴鏡
』ーー画面画ー画面J 欣射化分析

． ． • ． 
図24 向田G地点出土鉄i季実測図とサンプリング位置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果 （図版

17) 

化学分析

放射化分析

電子顕微鏡写真 （図版75)

写真中の部分分析値
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円＼ζ二三芯~~~~：：：：：：；ニ半信 U ，い斗J Vtー吋

⑧ 
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⑤ ⑨
 

SiK≪ 

亡七
eK≪－ー一一一一一一

FeK~ 

AlK≪ 

三 備考
X線CTの結果によれば この資料は比較的均質で、ある。 CT上端値は1050である。電

子顕微鏡観察結果では，鉄かんらん石，ウルボスビネルとフエロシュードブロッカイトが

観察された。化学分析結果によれば， Ti02は25.94%で， vは0.275%で高い。製錬浮であ

る。同結果からの原料砂鉄中のTi02は23～28%と推定される。

4 向田 F地点

遣 跡 名
ムカイゲ Fチテン 地図名（5万分の1)

向田F地点 角田

所 在 地 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺向田

遺跡の内容
武井地区正陵の北東裾部にある小規模な製鉄遺跡で，製鉄炉 l，木炭窯 I，住

居跡 l，溝跡2，土坑10，道2が検出されている。

時 算目 住居から出土した土師器や須恵器より， 9世紀後半に比定されている。

鉄 器

鉄関連遺物 製錬i宰，羽口，炉壁，砂鉄，木炭

そ の 他 土師器，須恵器

試料番号 S267, 268 

調 査 年 1985.5.8～1985.12.18 

調 査 者 石本弘他（財）福島県文化センター

文 献
（財）福島県文化センター編集『相馬開発関連遺跡調査報告 I』福島県教育委員

会，（財）福島県文化センター，地域振興整備公団 1989

炉は縦置きの長方形箱形炉で廃i宰溝と廃i宰場を伴い，上屋が構築されていたこ

備 考
とが確認された。木炭窯は武井地区では大形の部類だが作業場をもたない特異

なものである。踏ふいご座が検出されているので高温操業が可能であったと考

えられている。住居跡は居住用であろう。

175 



[li[i/".lli!'：と民俗博物館側先甘i白 第sst長 （1994) 

資料番号1( s 267) 
一 考古学的調査

I 資料観察表

向田 F地点
出土状況

日寺 期 9世紀後半

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
製錬l宰

調査区

遺 4者
出土状況

267 

7 法

量

l号製鉄炉廃I宰場第 l層

表土第 l層

ヰ良 拠

長径 6.6 cm 磁着度 3 色調

短径 4.8 cm メタル度 なし 黒褐色

厚さ 3.8 cm 遺存度 破片

重さ 96.4 g 破面数 5

不定形の炉内淳で、ある。大きな木炭痕と錆の吹いた淳部を特徴とする。中核部

所 見 には光沢のある結晶の大きな淳部がかみこまれている。木炭痕には小枝状のも

のとそれ以外のものがみられる。

分析試料 長軸端部1/3を直線状に切断し，木炭痕周辺の銃化した淳部を分析。

備
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考 本資本｜は炉内流出浮の部分と木炭痕周辺の淳とが混在した淳て、ある。

」

』ーーーーー....I

図
化学分析

． 
回電子顕微鋭
放射化分析

図25 向田F地点出土鉄i宰実測図とサンプリング位置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果（図版

17) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版75)

5 写真中の部分分析値

⑦ TtK~ FeK~ 



＠ T >K臥

市司r.J 1tW ~ ＇ ；· ( . 2 ~dヒ l ~I 点。 ti l部j也）））

備考
X線CTの結呆によれば，資料には人・き

な干しカ＇~？.！. め ら れる 。 c T トー弘前f直はl100であ

る。電子顕微鋭観察結果では，大型ウルボ

スピネルとフ エロシュードブロッカイトが

観察され，特徴的であった。化学分析結果

によれば， Ti02は33.04%, vは0.301%で，

Ti02は今回扱った資料の中で最も高し、。製

錬浮である 。同結果からの原料砂鉄中の

Ti02は27～28%と推定され， 高し、。

白 C N 丁 目 ーの白K E V l0eV/c h 向

資料番号2( s 268) 
考古学的調査

I 資料観察表

向田 F地点、

2 
出土状況

日主 期 9世紀後半

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
製錬i宰

調査区

遣 4者
出土状況

268 

8 法

量

l号製鉄炉廃淳場f

表土第 11冒

根 拠 遺構から出土した」ー器

長径 5.3 cm 磁着度 3 色調

短径 4.2 cm メタル度 なし 黒褐色

厚さ 2.1 cm 遣存度 破片

重さ 63.8 g 破面数 6

平面台形で、板状の流動浮である。下面に粒状の黄褐色の砂質，炉壁粘土片が，

所 見 長雨ll端部には錆の強い炉内i宰破片が付着している。破面の気孔はごく微小で少

ない。

分析試料 長軌端部1/2を直線状に切断し ，l宰部を分析。

イ積 考
本資料は炉内淳破片と浮下面への炉壁粘土粒子の付着からみて，操業後半段階

に流れ出た炉外流出i宰と考えられる。

図26 向旧 F地点出土鉄淳実測図とサンプリング位置，写真（縮尺2: 3) 
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「

」

一 自然科学的調査

。
亡〉、

図化学分析

区立諸君普

5cm 

X線CT写真と解折結果（図版17)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版76)

5 写真中の部分分析値
⑤ 
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章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

備考
X線CTの結果によれば，資料中はほぼ

均質である。 CT上端値はl100である。電

子顕微鏡観察結果では，鉄かんらん石と

フエロシュードブロッカイトが観察され

た。化学分析結果によればTi02は25.42%

で， Vは0.255%で高い。製錬浮である。同

結果からの原料砂鉄中のTi02は24～28%と

推定される。

表5 武井製鉄遺跡群 向田地区化学分析値一覧表（%）

資料番号 SNo. T.Fe 酌'.l.Fe FeO Fe203 Si02 Ah03 MgO Ti02 

向田El 265 9.46 1.12 2.87 8.73 54.40 16.89 1.12 3.13 

向田E2 266 32.64 1.68 34.13 6.34 13.76 3.74 2.76 29.63 

向田Al 259 29.31 1.68 25.37 10.75 23.55 5.47 4.73 21.30 

向田A2 260 32.80 1.68 32.51 7.33 18.86 3.24 5.70 25.03 

向田A3 261 34.56 3.63 15.09 27.45 16.53 4.19 2.55 24.02 

向田A4A 263 47.99 0.84 3.23 63.83 19.50 5.76 0.68 2.40 

向田A4B 264 6.78 0.42 0.54 8.49 67.15 17.04 0.86 0.87 

向田GI 269 27.65 0.98 20.84 14.97 24.56 3.96 6.82 22.83 

向田G2 270 32.06 1.12 25.15 16.29 18.98 4.32 3.45 25.94 

向田Fl 267 27.72 1.95 14.37 20.88 14.13 3.80 3.80 33.04 

向田F2 268 28.90 0.59 29.82 7.34 22.17 5.94 2.80 25.42 

資料番号 SNo. MnO Cao K10 Na20 p s Cu v 
向田El 265 0.21 6.10 2.571 1.449 0.117 0.010 0.004 0.029 

向田E2 266 0.76 3.62 0.749 0.277 0.096 0.026 0.011 0.317 

向田Al 259 0.78 2.91 0.720 0.266 0.086 0.016 0.006 0.197 

向田A2 260 0.83 2.35 0.479 0.172 0.086 0.019 0.009 0.244 

向田A3 261 0.62 2.21 0.960 0.399 0.117 0.023 0.011 0.222 

向田A4A 263 0.07 0.90 0.499 0.361 0.073 0.055 0.004 0.031 

向田A4B 264 0.08 1.96 0.961 1.215 0.021 0.009 0.006 0.008 

向田GI 269 0.88 2.43 0.437 0.279 0.070 0.012 0.008 0.236 

向田G2 270 0.78 2.13 0.507 0.439 0.071 0.024 0.008 0.275 

向回Fl 267 0.91 4.61 0.578 0.212 0.107 0.020 0.014 0.301 

向田F2 268 0.68 2.38 0.789 0.463 0.088 0.025 0.007 0.255 
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表6 武井製鉄遺跡群 向田地区放射化分析値一覧表（ppm)

資料番号 SNo. Na 民1g Al Si s CI K Ca Sc Ti 

向田El 265 65仰 1()()()() 40000 24% ／ く410 16000 4700 51 39000 

向田E2 266 1900 19000 11000 <18% ／ <370 6700 20000 130 110000 

向田Al 259 2400 21仰O 25000 21% ／ <380 5700 9400 93 68000 

向田A2 260 1200 35000 11000 18% ／ <280 4400 14以）｛） 120 100000 

向田A3 261 3000 15000 18000 18% ／ 9400 5700 9400 70 78000 

向田A4 263 6200 11000 56000 26% ／ <370 8500 12000 42 23000 

向田A4B 264 7800 16000 61000 27% ／ <350 8100 13000 14 4400 

向田G1 269 1600 42000 12000 <19% ／ く300 3400 13000 100 96000 

向田02 270 2300 20α目。 14000 <20% ／ <300 3800 9600 98 100000 

向田Fl 267 1400 22000 13000 <20% ／ <320 5300 26000 150 140000 

向田F2 268 2600 14000 16000 <19% ／ <340 6100 15000 110 98000 

資料番号 SNo. v Cr お1n Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

向田El 265 340 1100 2400 13% 19 く350 く310 <150 く27 13 

向田E2 266 890 1900 4400 34% 22 <540 <250 <220 <11 <1.1 

向田Al 259 560 1200 3600 25（）も 14 <470 <270 <190 14 <1.2 

向田A2 260 880 3100 5500 33% 19 <560 <280 く230 16 <1.1 

向田A3 261 500 770 2900 36% 49 <450 <240 <180 24 1.4 

向田A4 263 310 1100 1000 11% 21 <400 く340 <160 <25 2.1 

向田A4B 264 74 50 550 39% 10 <230 <330 <89 <25 1.3 

向田G1 269 910 2400 5500 26% 17 <500 <280 <190 15 <1.0 

向田02 270 1100 850 4700 29% 9.4 480 <300 <180 18 <1.2 

向田Fl 267 1000 1300 5900 27% 5.4 <550 <300 <230 <12 <1.1 

向田F2 268 890 3100 4200 33% 23 930 く270 く190 17 <0.73 

資料番号 SNo. Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

向田El 265 <9.5 <2.2 77 <600 <770 13 <15 <24 <0.75 <960 

向田E2 266 く18 く1.9 く40 く890 3200 く6.1 <15 く26 <0.81 く1400

向田Al 259 く12 <2.0 <36 <750 1900 く5.0 <12 <29 <0.76 <1200 

向田A2 260 <14 く1.9 <41 <890 2300 <8.6 <14 <27 <0.7 <1400 

向田A3 261 く11 10 <38 <720 <1200 <5.1 <12 <31 く0.64 <1200 

向田A4 263 <10 く1.9 73 く650 <830 13 <11 <8.6 <0.68 く1000

向田A4B 264 11 2.1 56 <380 <480 <2.7 <5.6 <5.2 <0.64 <610 

向田Gl 269 <13 <1.8 <37 く810 2100 <11 <13 <25 <0.73 <1300 

向田02 270 <110 <2.1 <37 <790 3300 <6.6 <13 <29 <0.74 <1300 

向田Fl 267 <17 <1.9 <40 <940 3500 <7.0 <16 <26 <0.77 <1500 

向田F2 268 く13 <1.3 く40 <840 2300 25 <14 く18 <0.76 <1300 

資料番号 SNo. Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 
向田El 265 0.45 ／ <14 3.4 800 19 46 ／ <39 2.8 

向田E2 266 <0.34 ／ <15 <2.5 <310 35 75 ／ <59 4.0 
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資料番号 SNo. Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 

向田Al 259 く0.25 ／ く15 <2.8 <270 55 120 ／ 57 5.2 

向田A2 260 <0.31 ／ <15 <3.3 く320 83 170 ／ 67 7.1 

向田A3 261 く0.26 ／ く12 く2.0 <240 22 42 ／ <46 2.5 

向田A4 263 0.48 ／ <13 5.1 430 16 45 ／ <42 2.1 

向田A4B 264 0.35 ／ <13 3.9 430 11 24 ／ く24 1.7 

向田Gl 269 <0.33 ／ <15 <2.3 く310 75 150 ／ <55 6.9 

向田G2 270 く0.33 ／ <15 <2.3 <280 31 63 ／ <54 4.1 

向田Fl 267 <0.37 ／ <16 <2.7 <310 41 91 ／ く63 4.5 

向田F2 268 く0.33 ／ く15 く2.4 <300 46 100 ／ く56 4.7 

資料番号 SNo. Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

向田El 265 <0.67 ／ く4.7 3.5 0.64 27 2.5 <3.3 <0.058 く0.01

向田E2 266 く0.89 ／ <5.0 5.5 l.l 92 8.7 く1.9く0.058 <0.015 

向田Al 259 <0.91 ／ <4.7 5.4 1.0 53 4.0 <2.0 <0.047 く0.012

向田A2 260 <l.l ／ <4.5 6.8 1.2 6.2 6.2 <l.9 <0.068 <0.014 

向田A3 261 <0.72 ／ <4.0 2.7 0.51 34 3.9 <2.2 <0.041 <0.012 

向田A4 263 <0.78 ／ <4.4 3.0 0.56 21 1.9 <3.4 <0.049 <0.011 

向田A4B 264 <0.52 ／ <4.2 2.0 0.35 6.5 く0.93 <3.1 く0.019 く0.0063

向田Gl 269 <0.93 ／ <4.5 5.6 l.l 51 4.8 <l.7 <0.060 く0.015

向田G2 270 く0.80 ／ <4.5 5.3 1.2 87 5.5 く2.1く0.046 く0.021

向田日 267 く0.99 ／ <4.8 6.1 1.2 100 10 <l.9 <0.054 <0.017 

向田F2 268 <0.9 ／ <4.7 5.4 1.1 74 6.1 1.9 <0.065 く0.015

資料番号 SNo. Hg Th u 
向田El 265 <3.5 4.2 1.3 

向田E2 266 <5.1 6.5 2.4 

向田Al 259 <4.4 8.8 2.2 

向田A2 260 <5.2 12 1.9 

向田A3 261 <4.0 3.6 l.l 

向田A4 263 <3.9 6.8 2.4 

向田A4B 264 <2.3 3.9 1.6 

向田Gl 269 <4.7 10 2.2 

向田G2 270 <14 9.1 3.1 

向田Fl 267 <5.4 8.5 2.8 

向田F2 268 <4.8 7.7 2.2 

181 



国立歴史民俗博物館研究報告 第58集（1994)

(Ti/Fe) 

Fl 

Al 五圃rGJ 

AS・『 l、 G~

A4ト IEトE2

10-1 A2・F2

． 
A48 10-2 

10-3 

10-4 

10-5 

10 6 
10 b 10-3 10-4 10-2 10-1 1 10-5 

(V /Fe) 

図27 武井製鉄遺跡群一向田地区・鉄関連遺物V/Fe-Ti/Fe相関図
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4）富士見台第E遺跡C地点

遣 跡 名
7γ ミゲイゲイニイセキC千テン 地図名（5万分の1)

富士見台第E遺跡C地点 野田

Pn 在 地 千葉県流山市富士見台1-102他

遺跡の内容
鉄生産のみを目的とした製鉄遺跡で製鉄炉（竪形炉） 1，竪穴住居8，木炭窯

7，土壌13，粘土採掘坑3，馬歯埋葬土壌 1が検出された。

時 期 住居跡出土の土器から 8世紀初に比定されている。

量失 器 不明鉄器（ノミ？）

鉄関連遺物 製錦、i宰，鉄塊系遺物，炉壁，羽口，木炭，砂鉄，粘土

そ の 他 砥石，土師器，須恵器

試料番号 S5-9.14.20.21.271-273.T35 

調 査 年 1986.11.6～ 1987 .1.31, 1987 .2.28～ 3.13 

E周 査 者 流山市教育委員会小栗信一郎

文 献
小栗信一郎「千葉県富士見台第E遺跡C地点J( r日本考古学年報j39 (1986年度

版）。

鉄i宰や鉄塊系遺物は製錬炉の前庭部・住居跡・土壊などから出土した。鍛冶段

階を含まない製鉄だけの施設や 須恵器の窯を模倣したような地下式木炭窯の

｛庸 考 存在から考えて，東国における竪形炉による鉄生産の初源的形態を示す製鉄専

業の集落である。操業はきわめて短期間にとどまったものと推測されている。

同市内の中ノ坪 I・ II遺跡と類似点が多い。
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資料番号1( s 20) 
考古学的調査

I 資料観察表

富士見台 Ec 
出土状況

時 期 現代

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
砂鉄

調査区

遣 4者
出土状況

20 

l 法

量

利根川才7岸
現代の採取

4艮 拠

長径 cm 磁着度 6 色調

短径 cm メ合ル度 なし 黒色

厚さ αl1 遺存度 現状

重さ 20.0 g 破面数

黒色で粒子が細かいものが主体となる砂鉄である。光沢のあるものが約1/3認め
所 見 られる。灰色の砂粒を 3割ほど混在している。粒子は摩滅している。粒径は0.2mm

以下である。

分析試料 砂分を除いた磁選資料から必要量を選択して分析。

｛繭
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考 現利根川の砂鉄，野田市目吹橋の東岸の川原にて採取したものである。

写真6 利根川採取砂鉄 （実大） ，実体顕微鏡写真（× 12.5)

自然科学的調査

I 化学分析

2 放射化分析

3 電子顕微鏡写真（閃版76)

4 写真中の部分分析値

任5》

T '"" 

F引く以

門gK血 P K且 K 三~j" リ＼ 、」 a 』／山「『ーで一「

I ". "" •凹



cg訟 T'K。〈

FeKu－一一一一一一一一一一

S:00 

ーポ 調査報告 （ . 2 東北 ー関東 ・中古fifth)J) 

備考
化学分析値によれば， Ti02は8.07%で， V

は0.34%であり，中程度のTi値をもっ砂鉄で

ある。また電子顕微鏡観察結果から，この

砂鉄は径200μm 以下で，大き さにはバラツ

キがあるが， 2よりやや大きい。

資料番号2( s 21) 
一 考古学的調査

1 資料観察表

富士見台Ec 調査区 Fe!R 

2 
出土状況 遺 4喬 0-13, 4層

出土状況

時 期 8世紀初 4畏 拠 住居跡出土土器による。

登録番号
歴博番号 21 長径 cm 磁着度 5 色調

所蔵者番号 2 ；去 短径 cm メ合ル度なし 黒色

遺物名
砂鉄 量 厚さ cm 遺 存 度 現状

重さ 20.0 g 破面数

灰黒色の粒子の細かい砂鉄である。被熱しているために光沢のある粒子はごく

戸万 見 わずかである。赤褐色の焼土粒も l割ほど含まれている。粒度はl(S20）よりわ

ずかに荒いと判断される。粒径は0.3mm以下で、ある。

分析試料 必要量を選択して用いる。

イ精 考
相対的には利根川で採取した Iと似た粒状のものである。遺跡で用いた砂鉄も 旧

利根川周辺で採取された可能性は高い。

写真7 富士見台E遺跡出土砂鉄 （実大） ，実体顕微鏡写真（× 12.5)
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伍きつ

自然科学的調査

1 化学分析

2 放射化分析

3 電子顕微鏡写真（図版76)

4 写真中の部分分析値

悦一一一 逗通

三備考

TiK~ 

千eK臥一一ーーー一一ーー一

化学分析値によれば， TiOzは11.00%で， Vは0.14%であり，やや低いTi値をもっ砂鉄であ

る。また電子顕微鏡観察結果から，この砂鉄は径200μm以下で，大きさにはバラツキがあ
る。外側に縁がついたものもあり，熱がかかり，焼結したのではないかと考えられる。イ

ルメナイト部分の分析結果はTiが高い。

資料番号3(85) 

一考古学的調査

1 資料観察表

富士見台Ec 

3 
出土状況

時 期 8世紀初

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
製錬i宰

調査区

遺 4誇
出土状況

5 

3 法

量

Fe区

M-22, 1層

キ艮 拠 住居跡出土土器

長径 5.6 cm 磁着度 3 色調

短径 2.8 cm メ合ル度なし 青灰色

厚さ 3.1 cm 遣存度破片

重さ 35.0 g 破面数

表面に錆が出ている炉内淳である。表面にみえているのは砂鉄が主だが，左半

所 見 分は若干淳化が進んで、いるようである。右半面は青黒い色調でやはり砂鉄粒が

みえている。炉内淳に砂鉄が付着した資料であろう。

分析試料 長軸端部2/3を直線状に切断し，淳部を分析。

イ蒲 考 還元途上の炉内浮のおかれた状況を示しているものと考えられる。
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図28 富士見台 E 遺跡出土鉄淳実i~lj図とサンプリング位置， 写真（縮尺2 : 3) 

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果 （図版17)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版76)

5 写真中の部分分析値

＠ 
TiK~ 

FeK~ 

＠ 
FeK~ 

SiK~ 

。00
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資料番号4(s 6) 
考古学的調査

I 資料観察表

三 備考
X線CT観察結果からこの資料は孔は少

なく，比較的均質で、ある。CT上端値は850

である 。化学分析値によれば， Ti 02は

13.67%で， Vは0.40%であり，砂鉄を原料と

する製錬淳で、ある。また電子顕微鏡観察結

果では，ウルボスピネルと鉄かんらん石が

観察され，典型的な製錬i宰である。化学分

析値からの原料砂鉄のTi02推定値は8～l1% 

である。 しかしTi/Y比でみると砂鉄 1' 2 
より左下に位置し，濃縮されていない。

富士見台Ec 調査区 Fe区

4 
出土状況 遺 4誇 0-15, 1層

出 土 状 況

時 真H 8世紀初 4艮 拠 住居跡出土土器

登録番号
歴博番号 6 長径 6.1 cm 磁着度 3 色調

所蔵者番号 4 法 短径 4.9 cm メタル度 なし 灰褐色

遺物名
製錬i宰 量 厚さ 3.2 cm 遺存度破片

重さ 107.0 g 破面数 4

全体的に表面は細かい粒状になっている炉内淳である。気孔は少なく，破面と

所 見
なって光沢をもっ部分にみられるのみで 小さい。左半分は溶解が進んで、いる

のか表面が若干なめらかである。表面は大部分がもろく小さく崩れる。ほとん

どが自然、面であろう 。

分析試料 長軸端部1/2を切断し，｛宰部を分析。

｛満 考 炉内の上位で生成された製錬浮であろう 。

白
山

小
川
一

。川
一泊
ハJ

• 
図29 富士見台E遺跡出土鉄i宰実測図とサンプリング位置，写真（縮尺I: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果 （図版17)
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⑦ 

一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（巻頭図版3，図版77)

5 写真中の部分分析値

FeKo《

唖］シ

F•K~ 

SiK~ 

備考

FeK~ 

内！ K~ 』h
SiK~－ーー一一一－caKo《ーTiK~ 

〕！，、
円筒’‘ 』. ,,.,.. 

1可’‘ ，町 F

~ 

X線CT観察結果からこの資料は比較的孔が少なく，均質であるが， X線透過度は低
く， CT上端値は1250である。化学分析値によれば， Ti02は11.36%で， Vは0.14%であり，
砂鉄を原料とする製錬浮である。また電子顕微鏡観察結果では，ウルボスピネル，鉄かん
らん石とウスタイトが観察された。ウスタイトの存在は，これ以降の富士見台の資料に共
通する特徴で，製法に関係すると考えられる。製錬淳とした場合， CT上端値が高いのは
ウスタイトの共存のためである。 TiN比で、みると，砂鉄よりTiが濃縮され還元が進んでい
ることがわかる。

この資料については， X線マイクロアナライザー付走査型電子顕微鏡による，元素カ
ラーマッピングの結果を巻頭図版3に示した。鉄（Fe），チタン（Ti），ケイ素（Si），酸素
(0）の分布を表示した。
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資料番号5(s 7) 
考古学的調査

資料観察表

富士見台Ec 

5 
出土状況

時 期 8世紀初

歴博番号
登録番号

所蔵者番号

遺物名
製錬i宰

調査区

遺 4誇
出土状況

7 

5 ）去

量

Fe区

M-15, l層

根 拠 住居跡出土土器

長径 9.3 cm 磁着度 3 色調

短径 9.9 cm メ空ル度 なし 茶褐色

厚さ 4.5 cm 遺存度 破片

重さ 518.0 g 破面数 4

表面に大きな木炭痕（幅約30mm 長さ66mm以上）がある炉内淳である。その他に

所 見
も10～14mmの木炭痕が5ケ所程度見られる。木炭痕のある部分は流出淳状を呈し

ている。その他は破面だが，かなり大きい気孔が目立つ。裏面はやや凹面気味

で他には気孔はないが付着の流出淳状の部分にわずかに気孔が認められる。

分析試料 短軸端部1/2を切断し，淳部を分析。

イ蒲

190 

考 炉内の中位で生成された製錬淳であろう 。

図…I電子顕微鏡
肱射化分析

0 5cm 
』画面面画面面＝

図30 富士見台H遺跡出土鉄浮実測図とサンプリング位置，写真 （縮尺I: 3) 

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果（図版17)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版77)



一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

5 写真中の部分分析値

⑨ 
FeK~ 

⑤ 
FeK~ 

TiK~ 

内IK申〈

‘ SiK~－一一一一一CaK~，，.hK~ u入
円 .，‘偏 .侃 " .. 

三備考
＠ 

SiK~ 

FeK。z X線CT観察結果からこの資料は大小多
数の孔をもち， CT上端値は1000である。
化学分析値によれば， TiOzは12.51%で， V

は0.138%であり，砂鉄を原料とする製錬浮
である。また電子顕微鏡観察結果では，ウ
ルボスピネルとウスタイトが観察され，ウ

スタイトが特徴である。化学分析値からの
原料砂鉄のTiOz推定値は9～13%である。 Ti/

V比でみると砂鉄より濃縮され還元が進ん

でいることがわかる。

CaK~ 

資料番号6(s 8) 
一考古学的調査

1 資料観察表

富士見台Ec 調査区 Fe区

6 
出土状況 遺 4着 0・13，層位なし

出土状況

時 期 8世紀初 4畏 拠 住居跡出土土器

登録番号
歴博番号 8 長径 9.45 cm 磁着度 3 色調

所蔵者番号 6 法 短径 8.3 cm メタル度なし 黒褐色

遺物名
製錬i宰 量 厚さ 4.9 cm 遺存度破片

重さ 508.0 g 破面数 2

ごつごつした溶岩状の炉内浮である。大塊にしては破面が2ケ所しか見られな

pfT 見
い。表面に見られる木炭痕は樹皮状で，約20阻程度の径である。側面の木炭痕は
長めで55阻以上ある。裏面には砂が多めに付着している。気孔はあまり大きくな
く，数も少ない。

分析試料 長軸端部2/3を切断し， i宰部を分析。

備 考 炉の下位の部分で生成された製錬浮であろう。
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図 … I・2 屯チ顕微鈍
紋射分析

n Scm 

＇＝－－－ー図31 富士見台E遺跡出土鉄浮実測図とサンプリング位置，写真 （縮尺l: 3) 

⑤ 

@ 
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自然科学的調査

1 X線CT写真と解析結果 （図版18)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版77)

5 写真中の部分分析値

FeK~ 

τa K~ 

FeK~ 

FeK~ 

任Eつ
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s' K白 CaK明ーT' k肘
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三 備考
X線CT観察結果からこの資料は少数の大きな孔をもち， CT上端値は1200である。化

学分析値によればTi02は9.31%で， Vは0.34%であり，砂鉄を原料とする製錬淳である。ま

た電子顕微鏡観察結果では，ウルボスピネルとウスタイトが観察され，ウスタイトが特徴

である。化学分析値からのTi02推定値は6～9%で、ある。Ti/V比でみると砂鉄より濃縮され

ている。

資料番号7(s 9) 
一 考古学的調査

1 資料観察表

富士見台Hc 調査区 Fe区

7 
出土状況 遺 4莞 M-18, l層

出 土 状 況

時 期 8世紀初 根 拠 住居跡出土土器

登録番号
歴博番号 9 長径 6.1 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 7 法 短径 メ合ル度なし 黒褐色2.8 cm 

遺物名
製錬i宰 豆目[ 厚さ 3.0 cm 遣存度 破片

重さ 122.0 破面数 4g 

大きな木炭痕と気孔が多い浮からなる典型的な炉内淳で、ある。表面と側面は黒

褐色であるが，実測図平面の部分ではやや酸化の傾向があって赤褐色である。

裏面には気孔がみられない。中空の部分があるもようで，その周囲は鋳化して

所 見 いる。表面にみられる流動状の部分は級の間隔が広いことから，それほど速い

速度で形成されたとは考えられない。表面の鍛はすべて凹面になっているの

で，固まった流出淳の上を流れ出たものであろうか。破面の気孔は少なく小さ

い。黒錆と思われる部分が認められる。

分析試料 長軸端部2/3を切断し， i宰部を分析。

イ蒲 考

－~－~＂ 
亡〉 図化学分析 1・2

O Scm 電 子 顕微鏡
旨画面画ー画ーーー 放 射 化分析

図32 富士見台E遺跡出土鉄淳実測図とサンプリング位置，写真 （縮尺1: 3) 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果（図版18)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版77)
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5 写真中の部分分析値

⑦ ぶ一一一一 ② FeK臥

TiK~ 

• T1恥 ll • 
「一二位 ' 下～~〕L」

三備考
X線CT観察結果からこの資料は少数の小さな孔をもち， CT上端値は1200である。化

学分析値によれば， Ti02は13.33%で， vはQ.32%であり，砂鉄を原料とする製錬浮である。

また電子顕微鏡観察結果では，ウルボスピネルとウスタイトが観察され，ウスタイトが特

徴である。

資料番号8( s 14) 
一考古学的調査

1 資料観察表

富士見台Ec 謂査区 Fe区

8 
出土状況 遺 4誇 M-18, 1層

出土 状 況

時 期 8世紀初 根 拠 住居跡出土土器

登録番号
歴博番号 14 長径 5.4 cm 磁着度 2 色調

所蔵者番号 8 法 短径 5.2 cm メタル度なし 黒褐色

遺物名 製錬i宰 量 厚さ 26.5 cm 遺存度破片

重さ 175.0 g 破面数 l

流動状のi宰の先端部である。表面は全体的に滑らかである。大きな波状の鍍の

手民 見
間隔も狭い。裏面は曲面をもち砂や錆が多く付着している。木炭痕は全面に認

められる。表面には流出方向とは別に飛びついたような浮がみられる。気孔は

中くらいの大きさのものが認められる。

分析試料 長軸端部2/3を直線状に切断し， i宰部を分析。

備 考 流動i宰が炉外に流出したものの先端部にあたろうか。
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4cm 

一草前11f.ffl行 （ · • 2 東北・関東・ q.1部地）J)

図化学分析l
電子顕微鏡
放射化分析

回化叩

自然科学的調査

X線CT写真と解析結果 （図版18)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版77)

5 写真中の部分分析値

図33 富士見台E遺跡出土鉄浮実測図とサン

プリング位置，写真 （縮尺2: 3) 

FeK• ’ ⑥ FoKN 

TiK＜ぜ

向！KN K K" 
SJK＜可 CaK"-ri K" 

J¥ 
ロ＂＂

195 



同立歴史上己俗博物館研究報告 第58集 （1994)

⑤ 「 OK~ 三 備考

内I~~ K KN 

s;K, c.K,-Ti H何

U¥ 

X線CT観察結果からこの資料は下辺が

徽密で， 上辺は孔も多く綴密でない。CT 
上端値は 1300である 。化学分析値によれ

ば， Ti02は13.07%で， Vは0.35%であり，砂

鉄を原料とする製錬淳で、ある。また電子顕

微鏡観察結果では，ウルボスピネルとウス

タイトが観察され，ウスタイトが特徴であ

る。化学分析値からの原料砂鉄のTi02推定

値は9～13%である。Ti/V比で、は濃縮され還

元が進んでいることがわかる。

資料番号9(S271)

一 考古学的調査

1 資料観察表

富士見台Ec 

9 
時 期

登録番号

遺物名

戸庁 見

分析試料

イ蒲 考

調査区

出土状況 遣 4誇 6号住居跡 No.114

出土状況

8世紀初 根 拠 住居跡出土土器

歴博番号 271 長径 7.2 cm 磁着度 6 色調

所蔵者番号 11 法 短径 5.4 cm メヲル度・ 黒褐色

鉄塊系遺物 量 厚さ 3.3 cm 遺存度 破片

重さ 98.3 g 破面数 全面

不整三角形をした錆の強い鉄塊系遺物である。酸化土砂が全体を覆っている。

長軸の片側はまとまりがよくしっかりした塊状である。凹凸が激しく 一部は木

炭痕と考えられる。

長軸中央を直線状に切断し，メタル部を分析。

X線撮影と X線CTスキャナーによるメタル位置の確認をおこなった資料であ

る。銭化した部分とメタルの遺存する部分が並存する。4000点以上出土した住

居跡に持ち運ばれた鉄塊系遺物の中でもやや大きめの個体である。

Ll 
O 5cm 
旨面画面画面戸

区三3化学分析
電子顕微鏡
放射化分析

図34 富士見台E遺跡出土鉄塊系遺物実測図とサンプリング位置，写真（縮尺1: 3) 
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④ 

自然科学的調査

1 電子顕微鏡写真（図版77・78)

2 写真中の部分分析値

FeK。《

S1K~ 

一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）
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FeK~ 

FeK。《

備考
鉄浮と鉄塊で，鉄浮の方が多い。鉄i宰はウルボスピネルを含んでいるので，砂鉄を原料

とする製錬i宰である。鉄塊はほとんどが錆びているが，酸化物系介在物が検出され，介在

物の中にはチタンが見出されているので，鉄塊分析からも砂鉄原料であることがわかる。
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資料番号10(8272)

考古学的調査

I 資料観察表

富士見台Ec 
出土状況

調査区

遺 4着 製錬炉

10 出土 状 況 奥壁左側第 2面以下

時 期 8世紀初 m 拠 伴出した土師器

登録番号
歴博番号 272 長径 8.7 cm 磁着度 l 色調

所蔵者番号 19 法 短径 6.6 メ空ル度 なし i炎黄褐色cm 

量 5.7 炉壁 厚さ cm 遺存度 破片
遺物名

重さ 173.0 g 破菌数 4

内面が溶解した炉壁片である。浮化部分は地が青灰色で還元色を示している。

所 見 側面は酸化気味で赤褐色を示 している。胎土は砂粒が少なく ，スサが混和され

ている。

分析試料 長軸端部1/3を直線状に切断し，未溶解の粘土部を分析。

イ蒲 考
炉体の冗位置がわかる資料である。炉体を 4分割後に壁を内側から I枚ずつ取

り外した際にサンプリングされた。

0 5cm 
I 

自然科学的調査

区罰化学分析
電子顕徴鏡
放射化分析

l X線CT写真と解析結果（図版18)

2 化学分析

3 放射化分析

図35 富士見台E遺跡出土炉壁実測図と

サンプリング位置， 写真 （縮尺

I : 3) 

4 電子顕微鏡写真（図版78)

三 備考
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X線CTの観察結果から この資料は伊壁に浮がついている構造であることは明らかで

ある。Ti02は1.0%, vは0.016%であり ，またSi02が60.64%, Al203は24.82%であること

は，炉壁が主体であることを示す。
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資料番号11(8273)

一 考古学的調査

l 資料観察表

富士見台Ec 

11 
時 期

登録番号

遺物名

所 見

分析試料

｛蒲 考

調査区

出土状況 遺 4毒 5号炭窯 W区N

出土状況

8世紀初 4艮 拠 住居跡出土土器

歴博番号 273 長径 7.2 cm 磁着度 l 色調

所蔵者番号 16 法 短径 3.9 cm メタル度 なし 黒色

木炭 量 厚さ cm 遺存度 破片

重さ 50.0 g 破菌数 2

黒色の広葉樹の木炭である。樹種はナラと判定されている。材の位置は太い枝

部であろうか。炭化は進んでいる。樹皮がついたまま出土した。菊割れは不十

分で炭化は甘いとみられる。

長軸端部1/2を切断して木炭を分析。

5号炭窯中に遺存したものである。取り残しであろうか。切り口はみられな

し、。

自然科学的調査

I 化学分析

2 放射化分析

備考
木炭である。

写真8 富士見台E遺跡出土木炭 （縮尺I: 3) 

資料番号12(T35)

一 考古学的調査

l 資料観察表

富士見台Ec 調査区

12 
出土状況 遺 構 6号住居跡No.110

出土状況

時 期 8世紀初 4艮 拠 住居跡出土土器

登録番号
歴博番号 T35 長さ 15.8 cm 磁着度 色調

所蔵者番号 13 法 幅 I. I cm メ歩ル度 暗褐色

鉄器 （ノミ？ ） 量 厚さ 0.8 cm 遺存度 破片

遺物名 重さ 42.0 g 破面数

所 見
A, B面より C, D面が幅がある。厚さがA, Dで違うが薄いC面にしても刃部と

なるような薄さではない。上下は不明。下端は曲っている。錆が進行。

分析試料
化学分析にl.8g，電子顕微鏡と放射化にl.3g。放射化で錆とメタルの関係を調べ

る。
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0 5cm 

図36 富士見台E遺跡出土鉄器実測図とサンプリング位置，写真（縮尺l: 3) 

自然科学的調査

1 X線透過写真（図版2)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版78)

5 写真中の部分分析値

備考

④ 

＠ CaK•x 

TiK以

~ 

電子顕微鏡観察結果によれば，この資料は鍛造されている。また介在物はチタンを含む

ので，砂鉄原料である。放射化分析の結果，高As・低Sbのグループに属する鉄の中でもか

なり低いところに位置する。これは長野の古代鉄器や陸奥国分寺の露盤や九輪などと共通

する特徴である。



一章調査報告（一.2 東北関東・中部地方）

表7 富士見台E遺跡化学分析値一覧表情）

資料番号 SNo. T.Fe M.Fe FeO Fe203 Si02 ! Ah03 MgO Ti02 MnO 
富士見台 1 20 *57.26 *0.02 *37.38 *40.3 12.39 3.62 3.80 8.07 0.42 

寓士見台 2 21 *53.61 *0.04 *15.05 *59.87 3.97 3.03 2.62 11.00 0.39 

富士見台 3 5 *41.14 *0.34 *42.58 *11.01 2.55 2.75 2.44 13.67 0.42 

富士見台 4 6 *39.54 *0.4 *37.48 * 14.31 1.46 2.21 3.44 11.36 0.42 

富士見台 4 6 51.43 0.36 3.68 68.93 2.20 2.58 2.84 ／ 0.39 

富士見台 5 7 *53.l *0.43 *57.27 *11.66 14.15 6.29 4.08 12.51 0.47 

富士見台 6 8 *49.23 *0.36 *51.97 *12.12 18.59 6.57 3.82 9.31 0.53 

富士見台 7 9 *50.06 *0.11 *23.26 *45.57 5.61 3.55 2.86 13.33 0.47 

富士見台 8 14 *55.85 *0.68 *25.42 *50.63 9.20 4.35 3.46 13.o? 0.51 

富士見台 9 271 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台10 272 6.57 0.36 2.33 6.29 60.64 24.82 1.24 1.00 0.10 

富士見台11 273 0.31 0.14 0.09 0.14 0.47 0.52 0.83 0.o7 0.07 

資料番号 SNo. Cao KzO Na20 p s Cu Ti v P20s 

富士見台 1 20 1.31 0.145 0.316 ／ ／ *0.008 *8.36 *0.340 0.136 

富士見台 2 21 0.31 0.034 0.034 ／ ／ *0.011 *5.49 *0.140 0.066 

富士見台 3 5 0.42 0.027 0.021 ／ ／ *0.008 *8.02 0.400 0.102 

富士見台 4 6 3.94 0.040 0.021 ／ ／ *0.031 *6.11 0.140 0.119 

富士見台 4 6 5.08 0.046 O.o15 0.040 0.005 0.011 11.93 0.138 ／ 

富士見台 5 7 2.54 0.365 0.136 ／ ／ *0.01 *8.72 0.330 0.248 

富士見台 6 8 4.61 0.784 0.234 ／ ／ *0.009 *8.70 0.340 0.423 

富士見台 7 9 2.61 0.340 0.080 ／ ／ *0.009 ホ5.25 0.320 0.235 

富士見台 8 14 2.80 0.292 0.102 ／ ／ *0.009 *6.95 *0.350 0.254 

富士見台 9 271 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台10 272 0.62 1.05 0.985 0.017 0.004 0.012 ／ 0.016 ／ 

富士見台11 273 2.16 0.02 0.020 0.009 0.008 0.003 ／ 0.003 ／ 
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表8 富士見台E遺跡放射化分析値一覧表（ppm)

資料番号 S•TNo. Na Mg Al Si s Cl K Ca Sc Ti 

富士見台 1 20 2α）（） 3α）（）（） 14αm ／ ／ ND 830 6600 37 42αm 

富士見台 2 21 1300 19α）（） 14αm ／ ／ ND 950 330 37 43α）（） 

富士見台 3 5 3800 14α）（） 16αm <21% <75α）（） <250 1200 5α）（） 39 35αm 

富士見台 4 6 ND 18α）（） 9α）（） ／ ／ ND ND 21αJO 44 56α）（） 

富士見台 5 7 1200 2“）（）（） 29αm ／ ／ ND 3900 18αm 52 63αJO 

富士見台 6 8 3700 28αm 58αm ／ ／ ND 11αm 31α）（） 32 1“）（）（） 

富士見台 7 9 610 22αm 16仮泊 ／ ／ ND 3400 14α）（） 49 63α）（） 

富士見台 8 14 710 17αm 18αm ／ ／ ND 3100 17αm 54 64α）（） 

富士見台10 272 15飢目。 <2α）（）（） 33αJO <45% <73αm <330 3800 6200 3 23αm 

富士見台11 273 14α）（） <13αm 32αm <53% <66αゅ <190 6800 7800 5 780 

富士見台12 T35M 6.1 <520 150 <3.9% <47αm 230 22 <1200 。 290 

資料番号 S•TNo. v Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

富士見台 1 20 2800 制。 3α）（） 48% 120 ／ ND 110 41 4.2 

富士見台 2 21 2800 400 2900 51% 120 ／ ND 120 36 2.8 

富士見台 3 5 lほ）（） 430 3αM日 52% 100 <65 <330 510 48 1.1 

富士見台 4 6 5500 150 2800 53% 110 ／ ND 80 39 ND 

富士見台 5 7 3飢JO 210 3700 41% 23 ／ ND ND 36 ND 

富士見台 6 8 3900 39 2400 23% 29 ／ ND ND 23 ND 

富士見台 7 9 2400 13 3400 53% 31 ／ ND 73 37 ND 

富士見台 8 14 27αJO 200 3700 49% 31 ／ ND ND 37 ND 

富士見台10 272 740 45 2400 45% 22 <43 <340 <48 28 1.5 

富士見台11 273 8.6 3.4 78 68% 1.2 <32 <180 44 <28 1.0 

富士見台12 T35M 46 18 17 96% 610 <450 310 ／ 34 17 

資料番号 S•TNo. Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

富士見台 1 20 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台 2 21 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台 3 5 <2.2 0.85 <12 <340 <540 <1.3 ／ <5.9 <0.68 <170 

富士見台 4 6 ／ 1.6 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台 5 7 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台 6 8 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台 7 9 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台 8 14 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台10 272 <2.2 0.66 8.8 <270 <350 <0.54 ／ <460 <0.51 <140 

富士見台11 273 <0.68 0.68 <8.7 <180 <230 <0.76 ／ <2.4 <0.57 <120 

富士見台12 T35M <3.3 <0.089 <50 <400 <620 7.7 <12 <2.4 <0.16 <180 
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資料番号 S•TNo. Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 

富士見台 1 20 ／ ／ ／ ／ ／ 12 24 ／ ／ 2.5 

富士見台 2 21 ／ ／ ／ ／ ／ 3.1 ND ／ ／ 0.95 

富士見台 3 5 0.17 <4.8 <1.3 <0.98 <62 3.0 <2.1 <3.1 <17 0.95 

富士見台 4 6 ／ ／ ／ ／ ／ 33 49 ／ ／ 2.3 

富士見台 5 7 ／ ／ ／ ／ ／ 34 74 ／ ／ 4.9 

富士見台 6 8 ／ ／ ／ ／ ／ 50 100 ／ ／ 5.4 

富士見台 7 9 ／ ／ ／ ／ ／ 56 llO ／ ／ 5.2 

富士見台 8 14 ／ ／ ／ ／ ／ 50 91 ／ ／ 5.3 

富士見台10 272 0.27 <3.9 <15 <0.38 130 4.3 9.4 <3.9 <10 1.3 

富士見台11 273 0.22 <3.6 <12 <0.23 87 1.5 5.5 <2.4 <8.4 0.56 

富士見台12 T35M 0.99 <2.9 <5.1 <1.1 <67 1.1 <2.2 <0.25 <17 0.020 

資料番号 S•TNo. Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

富士見台 1 20 ／ ／ ／ 0.88 0.24 4.5 ／ ND ／ ／ 

富士見台 2 21 ／ ／ ／ ND ND ND ／ ND ／ ／ 

富士見台 3 5 0.41 <0.38 <3.9 0.99 0.22 2.9 0.96 <0.37 <0.012 <0.0035 

富士見台 4 6 ／ ／ ／ 1.2 ND 4.9 ／ ND ／ ／ 

富士見台 5 7 ／ ／ ／ 2.9 0.27 5.9 ／ ND ／ ／ 

富士見台 6 8 ／ ／ ／ 3.1 0.41 5.4 ／ ND ／ ／ 

富士見台 7 9 ／ ／ ／ 1.9 0.34 10 ／ ND ／ ／ 

富士見台 8 14 36 ／ ／ 1.9 0.28 8.5 ／ ND ／ 3.0 

富士見台10 272 <0.16 <0.34 <3.2 0.78 0.37 3.6 0.88 <0.23 <0.α)90 <0.0043 

富士見台11 273 <0.18 <0.27 <2.8 1.1 0.24 1.1 0.68 <0.40 <0.0023 <0.0034 

富士見台12 T35M <0.25 <0.52 <0.37 <0.16 <0.028 <0.61 <0.39 0.28 <0.011 0.010 

資料番号 S•TNo Hg Th u 
富士見台 l 20 ／ 9.2 ND 

富士見台 2 21 ／ ND ND 

富士見台 3 5 <1.5 1.5 0.60 

富士見台 4 6 ／ 16 ND 

富士見台 5 7 ／ 29 ND 

富士見台 6 8 ／ 35 ND 

富士見台 7 9 ／ 38 ND 

富士見台 8 14 ／ 41 ND 

富士見台10 272 <1.2 2.3 1.8 

富士見台11 273 <1.3 1.3 0.34 

富士見台12 T35M ／ 0.29 <0.074 
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図37 富士見台E遺跡・鉄関連遺物V/Fe-Ti/Fe相関図
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5）実験炉（房総風土記の丘）

遣 跡 名
γッケンロシリョウ 地図名（5万分の1)

実験炉資料 佐倉

干R 在 地 千葉県印搭郡栄町龍角寺978

遺跡の内容 9世紀代の竪形炉の1ρモデルによる製錬実験をおこなった際の資料である。

時 翼月 現代

量失 器

鉄関連遺物 製錬i宰，鉄塊

そ の 他 砂鉄

試料番号 S107～109 

調査年 1988年 2月13日
調査者 千葉県立房総風土記の丘

山口直樹「考古学講座について」（『千葉県立房総風土記の丘年報』11.1988）。山口直

文 献 樹I考古学講座について（2）」（『千葉県立房総風土記のE年報』14.1991）。山口直樹

「考古学講座について（3)J （『千葉県立房総風土記の丘年報』15.1992）。他

旭市の海岸段正より採取した砂鉄を水洗したものを 原料として用いた製鉄炉の

備 考 実験資料である。なおこの関連資料は平成3年度企画展「鉄J－古代鉄づくり技

術の解明に挑戦する で展示された。

資料番号1( s 107) 
一考古学的調査

1 資料観察表

実験炉 調査区

出土状況 遺 4喬 l号実験炉

出土 状 況

時 期 現代 4良 拠

登録番号
歴博番号 107 長径 cm 磁着度 5 色調

所蔵者番号 l 法 短径 cm メ女ル度なし 黒色

遺物名 砂鉄 量 厚さ cm 遺存度現状

重さ 20.0 g 破菌数

干R 見
粒子は比較的細かく，光沢をもっ砂鉄である。砂鉄粒と同サイズの砂粒が，あ

る程度認められる。

分析試料 必要量を選択して砂鉄を分析。

千葉県旭市の海岸段丘にて採取。水洗により塩分除去後，砂分を3%除去したも
イ蒲 考 のを分析。この砂鉄を原料に製錬実験を行い， S108・109は，その生成物であ

る。
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自然科学的調査

I 化学分析

2 放射化分析

3 電子顕微鏡写真（図版78・79)

4 写真中の部分分析値

写真9 実験炉資料砂鉄（実大）

＠つ

⑬ 

Fe~~ 

向JK" K H肘 ATiK" 

' ~ SlK＂一一一ーー－ caK吋＇l、A U¥ ，、下

備考
実験炉で原料にした砂鉄である。化学分析値によれば， Ti02は12.06%であり ，やや低い

Ti値をもっ砂鉄である。また電子顕微鏡観察結果から，この砂鉄はやや小形であり， Tiが高

い部分も検出されている。

資料番号2(s 108) 
一考古学的調査

I 資料観察表

実験炉

2 
出土状況

時 期 現代

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
製錬j宰

調査区

遺 4蕎
出土 状 況

108 

2 法

量

l号実験炉

4艮 拠

長径 4.9 cm 磁着度 2 色調

短径 1.9 cm メヲル度 なし 黒褐色

厚さ 1.0 cm 遺存度破片

重さ 11.2 g 破面数 l

炉内で還元反応中のブロックより滴下した流動状をとどめる淳である。上部に

所 見 木炭痕を残す炉内ブロック側の部分をもち，下半は，黒色の勾玉状の流動淳で

ある。流動部には破面がなく，表面の一部に木炭痕がある。

分析試料 長軸端部1/2を直線状に切断し，流動した部分の淳を分析。

f蒲 考 炉内で、I宰が流出しはじめた段階の製錬淳である。
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図 間 分 析l
電子顕微鏡

回附閃
0 3cm 

自然科学的調査

一章調査報告 （ー.2 東北ー関東 ー中部地方）

図38 実験炉資料鉄淳サンプリング位置図，写真

（縮尺2:3) 

1 X線CT写真と解析結果（図版 ＠ 
FeKN 

Ti Ko 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版79)

5 写真中の部分分析値

⑨＿S1Ko FeKo ⑧ SiK≪ 

三 備考
X線CT観察結果からこの資料はほとんど孔が認められず，均質でLあり， CT上端値は

1100である。化学分析値によれば， Ti02はll.OO<Jlであり，砂鉄を原料とする製錬淳であ

る。また電子顕微鏡観察結果では，ウルボスピネルと鉄かんらん石が観察されている。ウ

ルボスピネルは急冷組織のものである。
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資料番号3(s 109) 
一 考古学的調査

I 資料観察表

実験炉

3 
出土状況

時 期 現代

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺 物名
鉄塊

調査区

遺 構

出土状況

109 

3 法

量

l号実験炉

根 拠

長径 2.7 cm 磁着度 7 色調

短径 2.0 cm メタル度・ 黒色

厚さ 1.2 cm 遺存度 破片

重さ 8.3 g 破面数 2

所 見
不定形の鉄塊資本｜である。質感は砂鉄塊状で 破面には銀色の鉄部分がみられ

る。側面の一部に炉体の粘土が付着している。

分析 試 料 中核部の鉄部を分析。

｛蒲 考 砂鉄が還冗され，鉄化しはじめた段階の資料と考え られる。

じコ放射化分析

0 3cn 

自然科学的調査

I 放射化分析

噂勘
図39 実験炉資料鉄塊サンプリング位置図， 写

真（縮尺2:3) 

三 備考

208 

放射化分析を実施した。Feは97%, Tiはl800ppm, Yは82ppmで、ある。また高As・低Sbの
グループに属する鉄で，中でもかなり低いところに位置する。砂鉄系の鉄のAsとSbの関係

を示す唯一の資料である。



一章調査報告（ー.2 東北・関東・中部地方）

表9 実験炉資料化学分析値一覧表（%）

資料番号 SNo. T.Fe Fe203 Si02 Ah03 MgO Ti02 

実験炉1 107 55.4 79.21 3.38 2.33 2.59 12.06 

実験炉2 108 33.6 48.04 23 5.95 4.07 11 

実験炉3 109 ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

資料番号 SNo. MnO Cao 区20 p s 
実験炉1 107 0.58 0.65 0.022 0.058 0.027 

実験炉2 108 0.81 6.44 1.4 0.135 0.091 

実験炉3 109 ／ ／ ／ ／ ／ 

表10 実験炉資料放射化分析値一覧表（ppm)

資料番号 SNo. Na Mg Al Si s Cl K Ca Sc Ti 

実験炉1 107 310 26α）（） 8400 ／ ／ <340 110 <3償問 37 52000 

実験炉2 108 2800 31α）（） 21α）（） ／ ／ <340 12000 45α）（） 57 54αm 

実験炉3 109 53 560 510 ／ ／ <37 140 330 1.2 1800 

資料番号 SNo. v Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

実験炉l 107 2100 300 42 60% 130 <1200 <150 700 43 1.9 

実験炉2 108 670 50 5α）（） 379も 4.4 <1100 <560 く320 20 <1.9 

実験炉3 109 82 26 130 97% 600 <790 190 <100 34 12 

資料番号 SNo. Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

実験炉1 107 ／ <1.2 ／ ／ <1900 <14 <21 <11 <0.32 ／ 

実験炉2 108 ／ <3.1 ／ ／ 2100 <14 <21 <41 <0.34 ／ 

実験炉3 109 ／ <0.60 ／ ／ <1200 <7.4 <12 <13 くO.o35 ／ 

資料番号 SNo. Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 

実験炉1 107 <0.60 ／ <35 ／ <360 26 47 ／ <17 2.0 

実験炉2 108 <0.57 ／ く29 ／ <360 47 94 ／ <17 5.7 

実験炉3 109 1.5 ／ <1.9 ／ <42 0.51 <5.4 ／ <9.7 0.052 

資料番号 SNo. Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

実験炉I 107 <0.99 ／ 2.0 0.88 0.19 く2.1 ／ <0.73 ／ <0.021 

実験炉2 108 <1.2 ／ 4.6 3.7 0.68 35 ／ <2.5 ／ く0.020

実験炉3 109 <0.38 ／ く0.17 <0.43 <0.084 <1.1 ／ く0.35 ／ 0.46 

資料番号 SNo. Hg Th u 
実験炉l 107 ／ 4.5 <1.1 

実験炉2 108 ／ 12 2.2 

実験炉3 109 ／ <0.78 く0.55
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6）長野県

1 下神遺跡

遺跡 名
シモカンイセキ 地図名（5万分の1)

下神遺跡 松本

所 在地 長野県松本市大字神林字大畑3,876

住居跡142，掘立柱建物58，柵3，区画施設し溝78，土坑1500が検出された古

遺跡の内容
代の集落遺跡、で，鍛冶をおこなった住居跡が検出されている。また県下では例を

見ないほどの墨書土器が数多く出土し，同じ文字をもっ集団が集落を営んでいた

こともわかっている。

時 期 8世紀初～ 9世紀後半

鉄 器

鉄関連遺物 鍛治i宰，鉄塊系遺物

そ の 他

試料番号 S69 ・ 70, T61 
調 査年 1985.4～1986.8 

E周 査者 長野県埋蔵文化財センター

青沼博之，石上周蔵『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書6一松本市
文 献 内その3一下神遺跡、本文編J（財）長野県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書6

1990. 

鉄i宰や羽口は鍛冶工房と考えられる住居跡や土坑，廃棄土坑から出土し，また遺

備 考
構に伴わないかたちでも出土している。鍛冶作業がおこなわれたと推定される遺

構は住居跡2軒と土坑l基である。鉄器は万子がほとんどで，農具や紡錘関係の

鉄器は少ない。
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資料番号1( s 69) 
一 考古学的調査

I 資料観察表

下 神
出土状況

時 期 9世紀初

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
鉄塊系遺物

調査区

遺 4着
出土状況

69 

291 ；去
量

SB97大型住居

tN 拠 土師器

長径 3.7 cm 磁着度 3 色調

短径 3.5 cm メヲル度 0 茶褐色

厚さ 1.7 cm 遺存度破片

重さ 28.0 g 破面数 5

三角形の鉄器片を中核部に内包している資料である。付着した土砂ごと，含浸

所 見 されているため厚くなっているが，鉄器本体は6.5酬の厚さである。割れ方向のそ

ろい方や気孔のあり方から鋳鉄片と考えられる。

分析試料 3分割して鉄部を分析。

イ庸

外側には厚い酸化土砂が付着したまま含浸されており 鉄器にもクフ ックから樹

考 脂が入っているようである。本資料が出土した遺構は鍛冶工房と考えられてい

る。鍛冶素材か製品破片かは不明。

~ 

区88~化学分析I 図40 下神遺跡出土鉄塊系遺物サンプリング位置

電子顕微鏡 図，写真（縮尺2: 3) 

Eヨ放射化分析

0 5cm 

自然科学的調査 伍診
I X線CT写真と解析結果（図版

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真 （図版79)

5 写真中の部分分析値 向lKN K K，鳩

SiK" CoK" -r 』KN

FoK" 

J¥ 
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三備考

低三訪 FeKN 

向IKN K KN 
同

S1K，可 CaKN-TiK＜可 I J¥ 

この資料は全体が鉄錆で覆われた状態で

ある。 X線CT観察結果から全体はほぼ均

質で， X線透過性がきわめて低く， CT上

端値で最高の2100を超えている。またT.Fe

は62.57%と高いので，鉄または鉄錆である

と考えられる。電子顕微鏡観察した結果で

は，片状黒炭組織（黒い線状組織）が見ら

れるので，高炭素の鉄の鉄錆と考えられ

る。一部の金属鉄は残存している。放射化

分析の結果，高As・低Sbのグループに属す

る鉄で，いずれもかなり低いところに位置

し，本遺跡の鉄器（3）とほぼ同じ鉄であ

る。

資料番号2(s 70) 
一考古学的調査

1 資料観察表

下 神 調査区

2 
出土状況 遺 4者 SX30 

出土状況 覆土

時 翼目 9世紀初 ＋貝 拠 向上

登録番号
歴博番号 70 長径 4.2 cm 磁着度 5 色調

所蔵者番号 244 法 短径 3.5 cm メヲル度・ 黒色

遺物名 鉄塊系遺物 量 厚さ 1.2 cm 遺存度破片

重さ 37.0 g 破面数全面

不整台形をした鉄塊系遺物である。表面は錆落としのグラインダー痕により鈍

j'iJT 見
く光っている。切断面の綴密な黒褐色の浮の内側には，スポンジ状の光った金

属鉄が認められる。浮中の気孔はごく小さく少ない。こうした金属鉄と浮のあ

り方は，製錬鉄塊系遺物の特色と見られる。

分析試料
長軸端部2/3を直線状に切断し，金属鉄部分を中心に用いる。ただし金属鉄の内

側はスがあり，一部は空洞で樹脂が入ってしまっている。

イ粛 考 表面は含浸されている。本遺構は園池的遺構と考えられている。

212 
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図41 下神遺跡出土鉄塊系遺物サンプリング位置図，写

図一l・2 
電子顕微鏡
放射化分析

真（縮尺2:3) 

。 5cm 

自然科学的調査

1 X線CT写真と解析結果 （図版19)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版79)

5 写真中の部分分析値

逗ミ訪 FeKN @ -ISiK 

SiKN Kκ. 
一一一一一官IK, CaK刊一T』｝〈刊

」 d

逗Z己

K Ko i. 

J¥ 
一一一一一角IK.－一一一一ー一－CaKo T 1 Kc< FeKN一一ー一一一一一

へ一一一 任診

.) .. ~ 
2 備品

内lK" 

S1K, 

4 00 b "" 日切臼

FeK，.ィ
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三 備考
この資料も全体が鉄錆で覆われた状態である。X線CT観察結果から小さい孔はある

が，全体はほぼ均質で， lと同様にX線透過度が極めて低く， CT上端値で最高の2100を

越えている。またT.Feは61.93%と高いので，鉄または鉄錆である。電子顕微鏡観察した結

果では，通常の鉄錆組織で， lのように片状黒炭組織は見られない。鉄錆と考えられる

が，一部の金属鉄は残存している。Ti02値が0.97%で，電子顕微鏡観察結果で， Tiを含む介

在物を検出しているので，砂鉄原料の鉄と考えられる。放射化分析の結果， lと同じく高

As －低Sbの系列でしかもかなり低いところに位置する。炭素量がわからない点は残念で、あ

る。

資料番号3(T 61) 

一 考古学的調査

1 資料観察表

下 神

3 
時 期

登録番号

遺物名

戸万 見

分析試料

イ蒲 考

調査区

出土状況 遺 4者 SD108 

出土 状 況

9世紀初頭 u~ 拠

歴博番号 T61 長さ 8.6 cm 磁着度 色調

所蔵者番号 155 法 幅 0.5 cm メヲル度 黒褐色

紡錘車の軌 量 厚さ 0.5 cm 遺存度破片

重さ 8.3 g 破面数

両端を欠失する紡錘車の軸破片である。

形態が棒状であるため，メタルの遺存が期待されX線撮影の結果，遺存が確認

されたので，サンプリングをおこなう 。3つに分割しそのうち 2片を電子顕微

鏡 ・放射化用 （2.0g）と化学分析 （2.5g）に供する。

含浸処理済み

自然科学的調査

I X線透過写真 （図版3)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版80)

写真10 下神遺跡出土紡錘車

軸 （縮尺I: 3) 
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一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

5 写真中の部分分析値

FeK~一一一一 ⑧ FeK~ 

S1K~ 

~r恥 ·K K~ 
向l "-CaK「TiK~一州民 Jt

N ・1、 J
，、

’‘ 

備考
炭素量は1.18%である。放射化分析の結果は，高As・低Sbの系列のかなり低いところに

位置する。電子顕微鏡観察結果によれば，資料中の介在物は球形に近く，ケイ酸塩主体で

ある。

2 北栗遺跡

遺 跡 名
キ付ゃリイセキ 地図名（5万分のI)

北栗遺跡 松本

所 在 地 長野県松本市大字島立字鍵田4,274-I

遺跡の内容
7世紀末から中世まで長期にわたる集落跡である。鍛冶関連は7世紀末と中世に

みられ，住居跡や土坑から鉄器，鉄i宰，羽口が出土している。

時 期 7世紀末と中世

鉄 器

鉄関連遺物 鍛冶i宰，鉄塊系遺物

そ の 他

試料番号 S71, T62 

調 査 年 1985.9.9～12.21, 1986.4.7～10.2 

調 査 者 長野県埋蔵文化財センター

百瀬新治（青沼博之，野村一寿lr中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告
文 献 書8一松本市内その 5 北栗遺跡本文編J（財）長野県埋蔵文化財センタ一発掘

調査報告書8.1990 

古代に属する 3基の土坑と 2軒の住居跡から鉄浮と羽口が出土し，万子を中心と

した鍛治作業がおこなわれていた。中世に属する 4基の土坑と 3軒の住居跡から

備 考 も鉄i宰と羽口が出土し，釘を中心とした鍛冶作業がおこなわれていた。鉄製品の

出土量と鉄淳・羽口の量には相聞が見られることから，必要に応じて小鍛冶作業

がおこなわれていたと推測されている。
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資料番号1( s 71) 
一 考古学的調査

1 資料観察表

北 栗 調査区

出土状況 遺 4着 小鍛冶I止に隣接する住居 （SB25)

出土状況

時 算月 9世紀後～IO世紀初 ヰ艮 拠 土師器

登録番号
歴博番号 71 長径 7.2 cm 磁着度 3 色調

所蔵者番号 ；去 短径 3.9 cm メヲル度なし 黒褐色

遺物名 鉄塊系遺物 量 厚さ 2.4 cm 遺存度 破片

重さ 100.0 g 破画数 5

楕円形で、椀形鍛冶淳のようにもみえるがそうではなく中心部に木質の繊維がみ

所 見
られ，その周りが層状に鋳化している遺物である。放射割れも一部に残る。色

調は褐色で地は黒褐色。木質の周りに鉄器あるいは鉄塊があり，それが完全に

鋳化したものであろう 。

分析試料 長軸端部2/3を直線状に切断し，鋳化部分を分析。

イ繭 考
製錬系の黒鉛化木炭と鉄の共存する資料である可能性がある。表面には黄褐色

の酸化土砂が厚く付着しているがそのまま含浸されている。

ぞ圏一一回
」 ’・‘、川

図42 北栗遺跡出土鉄塊系遺物サンプリ

ング位置図，写真（縮尺I: 3) 
《~ FeK≪ 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果 （図版

19) 

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版80)
門gK≪ p Kα k K≪ T 'k“ I I I 

一一一一ー内lK.-s-f：.－ー一一－caK似一一一一υK≪ 門附.--n--cu＞αーー
｜ r ’ l ' ' 。，v」＿＿＿.＿一一‘
1 2. 00 •.帥 6回 8.00
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J;-£ ~制 ：在報告 （ - 2 東北・｜刻束 中部地方）

5 写真中の部分分析値

《5つ ⑬ __J S1K" 

門gK~ P K~ K Kv Ti K~ 門nKe‘
一一一一一一向lK«_S_K~一一一一－caK＂一一一一υ－K＂一一一－F eKα一一一一－cuK"-
I L ‘ h 

’ コ＂＂ ' "" " "" 8' •• 

三 備考
X線CT観察結果からこの資料は中空で，外側が密度が低く，鉄塊系遺物の鋳化 したも

のの特徴を示している。CT上端値は1450で，金属鉄の残存はない。化学分析値によれ
ば， Ti02は0.22%,vは0.069%である。電子顕微鏡観察結果では，鉄錆特有の組織がみら
れ，鉄i幸の組織は認め られなかった。Ti/V比では下神 2の鉄塊系遺物に近い。

資料番号2( T 62) 

一 考古学的調査

1 資料観察表

北 栗

2 
時 期

登録番号

遺物名

所 見

分析試料

備 考

調査区

出土状況 遺 4者 SB47 

出土状況 覆土から出土

8世紀前半～中葉 m 拠 土師器

歴博番号 T62 長さ 4.3 cm 磁着度 色調

所蔵者番号 法 幅 4.8 cm メ合ル度 黒褐色

~：｝j鋭車の車音II 量 厚さ 0.7 cm 遺存度 破片

重さ 27.7 g 破面数

軸を途中で欠失する紡錘車の車部の破片である。

ほとんど銃化していたが，薄い層状にメタルが遺存していたので， 中心部を外
して切断し8.0gを化学分析， 電子顕微鏡，放射化分析に供した。

含浸処理済み。切断した当初は，メタルが完全に残っていたが，分析に出す段

階で腐食が進んでいた。

4圃喧~

噛噂静』

自然科学的調査

I X線透過写真（図版3)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版80・81)

写真lI 北栗遺跡出土紡錘事（縮尺I: 2) 
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5 写真中の部分分析値

（［＇.！ラ @ FeK以

p K＜λ k  K~ 

一一一一一一削K~－γK~－c討。，－TtK~一一－MnKo 11 

l ' ＿.，刊日叫柏町】叫同凶崎町一凶〕」＿，

I d 叫 4.00 ＂＇回目 也叫

三備考
化学分析は 2ケ所実施した。炭素量は1.08%と0.199%で高炭素の鉄である。放射化分析

の結果，高As・低Sbのグループに属する鉄で，極低値を示す。電子顕微鏡写真では黒錆部

分を撮影しているが，大部分は赤錆で介在物は検出されなかった。

3 南栗遺跡

遺 跡 名
ミナミゲリイセキ 地図名（5万分のI)

南栗遺跡 松本

所 在 地 長野県松本市大字島立字宮原・西原

遺跡の内容
7世紀末から中世にわたる集落跡で，住居跡322，掘立柱建物103が検出されてい

る。鍛治が行われたのは古代で鍛治遺構が確認されている。

時 期 鍛冶工房出土の土器から10世紀末～11世紀後半に比定されている。

鉄 器

鉄関連遺物 鍛治浮

そ の 他

試料番号 S72, 73, T63, 64 

調 査 年 1985.7.1～12.27' 1986.4. 7～11.25 

調 査 者 長野県埋蔵文化財センター

市村勝巳（青沼博之，宮沢恒之lr中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告
文 献 書 7一松本市内その 4 南栗遺跡本文編J（財）長野県埋蔵文化財センタ一発

掘調査報告書 7.1990

鉄i宰は古代に属し，出土した遺構もかなりの数にのぼるが，鍛治遺構と確認でき

たのは住居跡2軒だけである。しかし遺構の説明の項では，それに関する記載は

備 考 ない。古代の鉄器は刀子が最も多い。中世は鉄浮の出土こそなかったものの鎌を

中心とした鉄器の普及率が上がり，砥石の保有率も上がることが確認されてい

る。
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資料番号1( s 72) 
一 考古学的調査

1 資料観察表

南 粟 調査区

出土状況 遺 4蕎 SBI 19 

出土 状 況 床上から出土

時 期 10世紀末 根 拠 土師器

登録番号
歴博番号 72 長径 4.4 cm 磁着度 5 色調

所蔵者番号 22 j去 短径 メ合ル度 なし 黒褐色3.4 cm 

遺物名 鍛冶j宰 量 厚さ 1.8 cm 遺存度破片

重さ 破面数 555.0 g 

不整台形を呈す綴密できわめて均質な鉄淳で、ある。色調は内外とも黒褐色。m
所 見 面や上面の一部は破面，ほかは生きている流動状。気孔はごく小さいものがわ

ずかに存在する。製錬系の流動浮か鉱石系椀形鍛冶浮にみられる綴密な浮であ

るかどちらか区別しがたい。

分析試料 直線状に 3分割して浮側面の3ケ所の浮部を分析。

｛蒲

「

非水系アクリルエマルジョン （パラロイドNAD-10）で減圧含浸済みの資料を分

考 析。時期は報告書では10世紀末となっているが遺物の注記はll世紀後半になっ

。

ている。実測図は上下が逆である。

l 

固化学分析l 放射化分析
屯チ顕微鏡

固化学分析2

5cm 

自然科学的調査

I X線CT写真と解析結果 （図版19)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版8L) 

5 写真中の部分分析値

図43 南粟遺跡出土鍛冶淳サンプリン
三備考

X線CT観察結果によれば，この黒褐色の資

料には小さな孔はあるが，比較的均質である

が， X線の透過度が悪く， CT上端値は 1650で

ある。化学分析値によれば，Ti02は0.60%で， V

は0.045%であり，鍛冶i宰である。砂鉄を原料と

する鍛冶津であると考えられる。また電子顕微

鏡観察結果では，ウスタイトと鉄かんらん石が

観察されている。

グ位置図，写真（縮尺2: 3) 
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資料番号2( s 73) 
一 考古学的調査

1 資料観察表

南 栗 調査区

2 
出土状況 遺 4毒 SB221 

出土状況 床上

日寺 期 I l世紀後半 m 拠 土師器

登録番号
歴博番号 73 長径 12.2 cm 磁着度 3 色調

所蔵者番号 法 短径 8.5 cm メヲル度なし 赤褐色

鍛冶i幸 量 厚さ 3.3 cm 遺存度 破片
遺物名 重さ 358.0 g 破面数 5

長手の扇状の椀形鍛冶淳で、ある。上面と直線状の側面にはlcm大の木炭痕が点在

所 見 する。それ以外の面は鍛冶炉の炉床を写した浅いV字状の面をなす。気孔は下

半に小さいものが存在する。i宰の地色は黒褐色である。

分析試料 長軸端部1/3を切断し， 淳部を分析。

f蒲 考
含浸処理i斉であるが内側には全く入っていないようにみえる。厚い付着土砂ご

と含浸処理がされている。

て’

日
一

圏一一

IOcm 図44 南栗遺跡出土鍛冶i宰サンプリング位置図， 写真（縮尺

I : 3) 
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自然科学的調査

1 X線CT写真と解析結果（図版19)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版81)

5 写真中の部分分析値

一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

往診
FeK以

＠己
Feト〈。〈

’ 

SiK" 

円lK民 K K~ l 
SiK≪ CaK明ーTiK" 

U.¥ 
;:i ~~ A rArA 下町 n 

迂きつ
SiK" 

FeK" 

三備考
X線CT観察結果からこの鉄錆に覆われた資料には大小多数の孔があり， CT上端値は

1350である。化学分析値によれば， Ti02は0.20%で， Vは0.015%であり，鍛冶i宰である。ま

た電子顕微鏡観察結果では，ウスタイトと鉄かんらん石が観察されている。
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資料番号3( T 63) 

一 考古学的調査

1 資料観察表

南 栗

3 
出土状況

調査区

遺 4誇
出土 状 況

時 期 10世紀末から 日世紀初

登録番号
歴博番号 T63 

所蔵者番号 法

遺物名 主I 量

SB577 

床面上から出土

4艮 拠

長さ 5.4 cm 磁着度 色調

幅 1.7 cm 月 jし度 黒褐色

厚さ 0.5 cm 遺存度 完形

重さ 11.7 g 破面数

所 見
ほほ完形の鉄釘である。断面は方形で頭は片方だけが外に突き出すものであ

る。

X線嫌影の結果，頭のとびだしの部分を除いでほぼメタルが遺存していたの

分析試料 で，足の部分を中心に 4分割し，そのうちの一片3.6gを化学分析， 1.65gを電

顕，放射化分析のサンプルとした。

イ蒲 考 含浸処理済み

自然科学的調査

1 X線透過写真（図版3)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版81)

5 写真中の部分分析値

三 備考

写真12 南栗遺跡出土釘 （縮尺2:3) 

⑬ J 山

P K~ K K~ 門n＞以

同lK.-5-K＂一一一一一CaKαーTIドλーーー一一一－FeK.－一一一一一一一一一
I .J ¥, I I 

222 

放射化分析によれば高As・ 低Sbのグループに

属する鉄で， 中でも極低値を示す。資料はすべ

て錆びており，一部に黒錆を含んでいるが，介

在物は検出されなかった。
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資料番号4( T 64) 

一 考古学的調査

1 資料観察表

南 栗

4 
時 期

萱録番号

遺物名

所 見

分析試料

備 考

調査区

出土状況 遺 4誇 SB586 

出土状況

I l世紀末 m 拠

歴博番号 T64 長さ 11.3 cm 磁着度 色調

所蔵者番号 ；去 幅 2.3 cm メタル度 黒褐色

不明鉄製品 量 厚さ 1.6 cm 遺存度 完形

重さ 61.4 g 破面数

所蔵者は短万の基部との鑑定であるが，不明鉄器とした。断面は長方形を呈

す。

X線撮影の結果，長軸と並行に薄くメタルが遺存していたので，長軸に対して

直交して4つに分割した。そのうち幅ternほどの破片を化学分析4B(T64B, 4.5 g) 

と電子顕微鏡 ・放射化分析4D(T64D,4.0g）に供した。

含浸処理済み。この処理の際に表面が整形されている。

自然科学的調査

I X線透過写真（図版3)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版81・82) 

写真13 南栗遺跡出土不明鉄製品 （縮尺

I : 3) 
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5 写真中の部分分析値

⑮ 内 lK~

T1K~ 
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三備考
放射化分析によれば高As－低Sbのグルー

プに属する鉄で，中でも極低値を示す。黒
錆の中にチタンを含む複合酸化物が検出さ
れたことから，この資料は砂鉄を原料とし
てつくられた鉄であると考えられる。



一章調査報告（一.2 東北・関東中部地方）

4 吉田川西遺跡

遺 跡 名
ヨシゲカワニシイセキ 地図名（5万分の1)

吉田川西遺跡 塩尻

所 在 地 長野県塩尻市

古代・中世・近代と継続する遺跡だが，中心となる古代は住居跡266，掘立柱建

遺跡の内容 物8，溝19，墓2，不明遺構213が検出されている。平安時代の金属器生産を考

える上で注目される遺跡である。

時 期 遺構出土の土師器から 8世紀～12世紀に比定されている。

鉄 器

鉄関連遺物 鍛冶i宰
そ の 他

試料番号 S74, T65 

E同 査 年 1984.8.1-11.29, 1985.4.22-12.20 

調 査 者 長野県埋蔵文化財センター

文 献
原明芳『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書3一塩尻市内その 2一

吉田川西遺跡本文編j（財）長野県文化財センタ一発掘調査報告書3.1989.

金属器は量，種類とも県内有数で、，麻生産を背景とした苧引鉄・紡錘車の比率が

高い点に特徴がある。鉄i宰や羽口が出土していることから鍛冶がおこなわれてい

たことは確実だが，明確な鍛冶遺構は検出されていない。伊藤薫氏の分析によ

備 考 り，鉱石を原料とした鉄素材を他の遺跡から持ちこんで，砂鉄を脱炭材としても

ちいた鋼精錬がおこなわれていたとされている。溝に固まれた屋敷内に鍛冶場を

もって大量の鉄器生産を支配した富豪層の出現を背景とした遺跡、である。
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資料番号1( s 7 4) 

一 考古学的調査

1 資料観察表

吉田川西 調査区

出土状況 遣 4喬 SB28 

出土状況

時 期 12世紀前半 4艮 拠 土師器

登録番号
歴博番号 74 長径 7.2 cm 磁着度 6 色調

所蔵者番号 ；去 短径 5.0 cm メタル度・ 茶褐色

遺物名
鉄塊系遺物 量 厚さ 5.3 cm 遺存度破片

重さ 192.0 g 破面数 2

厚い酸化土砂に覆われ，放射割れや黒錆が目立ち，不整台形を呈す鉄塊系遺物

所 見
である。中核部は広くしっかりしたメタルの点在がうかがわれる。 比重も高

い。外周は黒褐色の淳層である。気孔は円形やスジ状のものがわずかに認めら

れる。

分析試料 短軌端部を直線状に切断し，鉄部を分析。

外周の厚さ5醐ほどはすべて付着した酸化土砂。さらに内側5mm'iどは層状の鉄i宰
｛庸 考 層である。浮質や放射割れの方向性のなさからみて製錬鉄塊系遺物の可能性が

あろう。

回
問
一
一

図的問
目
。』

図45 吉田川西遺跡出土鉄塊系遺物サンプリング位置

図，写真 （縮尺I: 3) 

自然科学的調査

1 X線CT写真と解析結果 （図版19)

2 化学分析

3 放射化分析

4 電子顕微鏡写真（図版82)
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5 写真中の部分分析値
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一章調査報告（ー.2 東北・関東・中部地方）

任］ヨ
" R収

AlK≪ K K。〈

I "" SiK＜＞＜－一山仇 U¥ FeK。〈

• n 九 " " " "" 

一十一

6' 00 8，回。

備考
X線CT観察結果によるとこの資料は不均質である。 X線の透過性が悪い部分は金属鉄

または鉄錆で，比較的よい部分は浮である。 CT上端値は最高の2100を超えている。化学
分析値によれば， T.Feが53.64%, Si02が19.52%,Al203が4.48%,Ti02が3.71%,vは0.20%

であり，金属鉄または鉄錆だけではなく， i宰が混入していると考えられる。また浮の部分
の電子顕微鏡観察結果では，イルメナイトが観察されている。なお， i宰の部分は全体的に
は少ない。
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資料番号2( T 65) 

一 考古学的調査

l 資料観察表

吉田川西

2 
出土状況

時 翼目 9世紀

登録番号
歴博番号

所蔵者番号

遺物名
鉄鍛

調査区

遺 4誇
出土状況

T65 

法

量

5832 

4艮 拠

長さ 8.2 cm 磁着度 色調

幅 0.6 cm メ合ル度 H音褐色

厚さ 0.1 cm 遣存度 完形

重さ 8.5 g 破面数

所 見
身は略方形，長い茎部をもっ鉄鍛の完形品である。茎部のやや身寄りの部分に

分析試料

イ蒲 考

節がある。

X線撮影の結果，節部にのみメタルの遺存が認められた。 しかし，この節部分

はこの鉄鍛の形態上，特徴のある部分なので分析すれば補修が難しいため，非

分析とした。

含浸処理済み

自然科学的調査

I X線透過写真（図版3)

備考
非分析のため詳細不明。

写真14 吉田川西遺跡出土鉄鉱

（縮尺I: 3) 
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表11 長野県鉄関連遺物化学分析値一覧表（%）

資料番号 SNo. T.Fe M.Fe FeO Fe203 Si02 Ah03 MgO Ti02 

下神1 69 *62.57 ／ ／ 89.46 11.89 2.55 0.12 0.09 

下神l 70 *61.93 *10.28 *10.33 *62.37 8.11 1.79 0.44 0.97 

北栗1 71 *51.92 ホ0.14 *4.85 *68.64 17.78 2.97 0.21 0.22 

南栗1 72 *66.96 *0.2 *66.57 *21.47 10.78 1.99 0.42 0.60 

南栗2 73 *53.57 *0.07 *52.13 *18.56 17.38 3.44 0.41 0.20 

吉田川西1 74 *53.64 *6.69 *32.29 *31.24 19.52 4.48 1.24 3.71 

資料番号 SNo. MnO Cao K20 p s Cu Ti v 
下神I 69 0.01 0.20 0.360 0.288 0.011 ／ ／ ／ 

下神1 7.0 0.09 0.45 0.250 0.281 0.007 *0.018 *0.19 *0.016 

北栗1 71 0.03 0.30 0.720 0.288 O.Q75 *0.014 *0._045 *0.069 

南粟1 72 0.07 0.73 0.760 0.097 0.028 *0.007 *0.17 *0.045 

南栗2 73 0.05 0.75 1.340 0.128 0.076 *0.005 *0.10 *0.015 

吉田川西I 74 0.17 1.48 0.610 0.260 0.110 *0.008 *2.74 *0.2 

表12 長野県鉄器化学分析値一覧表（%）

資料番号 TNo. c Si Mn p s Ti Ca Al 
下神3 61R 1.18 0.1α）（） 0.01 0.348 0.036 0.0250 0.05 0.2600 

下神3 61M 0.205 0.0100 0.05 0.058 O.Ql5 0.0580 0.009 0.0260 

北栗2 62R 1.08 0.1500 0.01 0.102 0.192 0.0040 0.012 0.0800 

北栗2 62M 0.199 0.0100 0.02 O.D75 0.019 0.0490 O.Dl5 0.0280 

商業3 63M 0.39 0.06 0.0100 0.343 0.0160 0.011 0.0120 0.2 

南栗3 63M 2.18 0.85 0.0500 0.185 0.0320 0.151 0.0280 0.105 

南栗4 64BR 4.62 0.2300 0.01 0.106 0.081 0.0870 0.016 1.4800 

南栗4 64BM 0.355 0.0200 0.06 0.051 0.026 0.0440 0.011 0.0260 

資料番号 TNo. Mg Cu Zn v Mo As Sb Fe 
下神3 61R 0.043 0.0240 <0.001 0.006 0.003 0.01 <0.001 81.30 

下神3 61M 0.016 0.0090 0.001 0.009 0.005 0.009 0.001 99.52 

北栗2 62R 0.008 0.0120 <0.001 <0.001 0.001 O.Ql <0.001 66.90 

北栗2 62M 0.014 0.0100 0.001 0.01 0.006 0.007 0.001 99.54 

南栗3 63M 0.0200 0.006 く0.001 0.002 0.004 0.01 <0.001 96.40 

南栗3 63M 0.0280 O.Dll 0.0020 0.02 0.002 0.013 0.002 96.34 

南栗4 64BR 0.12 0.0470 <0.001 0.004 0.003 0.04 <0.001 49.00 

南栗4 64BM O.Dl 0.0090 0.001 0.004 0.001 0.009 0.002 99.37 
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表13 長野県放射化分析値一覧表（ppm)

資料番号 S•TNo. Na Mg AI Si s CI K Ca Sc Ti 

下神l 69 4300 <22αm 33似目。 ／ ／ く120 9800 <3600 4.9 1900 

下神2 70 630 <3600 6100 ／ ／ <52 2400 <640 1.1 740 

下神3A T61R 15 <2α）（） 320 <5.0＇｝も<45αm 220 69 <1100 0.10 140 

下神3B T61M 15 <520 210 <2.8＇｝も <11000 93 61 <290 <0.11 <81 

北栗l 71 3α）（） 3600 22000 ／ ／ <130 6900 <3300 2.6 900 

北栗2 T62 13 <930 200 <2.3% <36α）（） 910 <59 <940 <0.060 <61 

南栗l 72 1100 4300 8800 ／ ／ <68 5300 6500 1.8 890 

南栗2 73 2300 6600 28α）（） ／ ／ 220 10000 8800 3.6 1300 

南栗3A T63 5.9 <700 140 <2.1'}も<32αm <52 29 <830 <0.076 <44 

南栗3B T63M ／ <510 260 <2.6'}も<15似）（） <38 ／ <380 ／ <75 

南栗3C T63R ／ <5900 22α）（） <19% <75α）（） <270 ／ <1900 ／ <280 

南栗4 T64 1100 <2300 1 1α）（） <9.8% <38α）（） <84 2800 <880 1.5 590 

吉田川西l 74 4α）（） <24α）（） 36似灼 ／ ／ <120 9200 <3100 5.5 2300 

資料番号 S•TNo. v Cr 民1n Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

下神1 69 39 44 230 32% 9.2 <860 <450 <150 <13 15 

下神2 70 56 <18 110 58＇｝も 180 <1100 <82 <150 34 13 

下神3A T61R 77 27 21 88% 410 <390 210 <35 36 26 

下神3B T61M 34 23 56 100% <51 640 240 <51 55 49 

北栗1 71 59 24 280 39＇｝も 87 <890 <390 <130 <11 47 

北栗2 T62 1.1 <13 31 88＇｝も 270 320 250 <21 10 99 

南栗1 72 220 88 330 67＇｝も 170 <1100 <300 <130 24 3.5 

南栗2 73 240 97 690 42＇｝も 23 <880 <450 <130 22 5.6 

南栗3A T63 8.6 29 <15 90% 58 <120 70 <26 31 19 

南栗3B T63M 17 ／ 50 98＇｝も ／ ／ 78 ／ ／ 20 

南栗3C T63R 41 ／ 140 36＇｝も ／ ／ <140 ／ ／ 45 

南栗4 T64 26 22 48 48＇｝も 100 160 460 28 12 140 

吉田川西I 74 57 38 240 32% 21 <820 <460 <130 <12 21 

資料番号 S•TNo. Se Br Rb Sr Zr 民fo Ag Cd In Sn 

下神I 69 ／ <3.8 ／ ／ <1300 <9.8 く13 <36 <0.097 ／ 

下神2 70 ／ <2.0 ／ ／ <1700 <10 <17 <30 <0.053 ／ 

下神3A T61R <3.0 0.23 <15 <360 <550 12 <14 く2.3 <0.19 <160 

下神3B T61M <4.9 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ <0.16 ／ 

北栗1 71 ／ <3.3 ／ ／ <1300 <9.9 く14 <38 <0.084 ／ 

北栗2 T62 <1.8 <0.21 <10 <220 <350 <1.7 <5.6 <3.2 <0.11 190 

南栗l 72 ／ <2.1 ／ ／ <1600 <11 <16 <29 <0.074 ／ 

南栗2 73 ／ <2.9 ／ ／ <1300 <9.0 <14 <37 <0.11 ／ 

南栗3A T63 <2.5 <0.13 <110 <290 <450 37 <9.4 <2.3 <0.090 <140 
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資料番号 S•TNo. Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

南栗3B T63M ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ <0.14 ／ 

南栗3C T63R ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0.47 ／ 

南栗4 T64 <1.9 0.25 41 <170 く270 <0.91 <26 <2.2 <0.25 <81 

吉田川西l 74 ／ <3.5 ／ ／ <1200 <8.6 <13 <36 <0.11 ／ 

資料番号 S•TNo. Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 

下神1 69 1.3 ／ <5.5 ／ 380 21 42 ／ <16 3.3 

下神2 70 0.63 ／ <3.3 ／ 110 3.8 <8.0 ／ <15 0.54 

下神3A T61R 1.5 く4.7 <3.6 く1.0 <61 0.85 <2.3 <0.26 <16 0.0094 

下神3B T61M 2.5 ／ <3.4 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

北栗l 71 1.8 ／ <5.1 ／ 240 8.5 18 ／ <13 1.4 

北栗2 T62 5.2 <3.8 <2.1 <0.61 <45 0.12 <1.3 <0.84 <12 0.013 

南栗l 72 <0.46 ／ <6.3 ／ 160 6.0 9.7 ／ <13 0.78 

南栗2 73 <0.39 ／ <9.0 ／ 450 15 28 ／ <13 2.4 

南栗3A T63 1.2 <4.0 <1.6 <0.82 <53 0.31 <2.0 <0.31 <13 <0.仰 60

南粟3B T63M 1.1 ／ <3.0 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

南栗3C T63R 0.92 ／ <10 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

南栗4 T64 5.7 く2.8 <4.9 1.2 69 4.3 8.8 <1.5 <8.4 0.71 

吉田川西1 74 0.67 ／ <7.5 ／ 280 23 45 ／ <12 3.2 

資料番号 S•TNo. Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

下神l 69 <0.77 ／ 2.1 0.98 <0.16 2.9 ／ <2.9 ／ <0.014 

下神2 70 <0.53 ／ 0.32 <0.59 <0.12 <1.7 ／ <1.5 ／ <0.017 

下神3A T61R <0.21 <0.45 <0.43 <0.15 <0.034 <0.55 <0.34 1.0 <0.010 0.098 

下神3B T61M ／ ／ <0.087 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

北栗1 71 <0.54 ／ 1.2 く:0.49 0.19 2.3 ／ <2.4 ／ く0.014

北栗2 T62 <0.12 <0.28 <0.24 <0.16 <0.022 <0.35 <0.20 7.9 <0.0061 0.023 

南栗1 72 <0.59 ／ <0.42 <0.56 <0.11 <1.8 ／ <1.8 ／ 0.022 

南栗2 73 0.57 ／ 1.9 1.0 0.20 く1.7 ／ 9.0 ／ <0.013 

南栗3A T63 <0.15 <0.35 <0.18 <0.13 <0.023 <0.47 <0.25 34 <0.0083 0.54 

南栗3B T63M ／ ／ <0.095 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

南栗3C T63R ／ ／ く0.50 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

南栗4 T64 0.2 <0.21 <1.6 0.29 0.084 0.88 <0.18 2.6 <0.0052 0.12 

吉田川西1 74 <0.51 ／ 2.4 1.4 0.22 4.6 ／ <2.9 ／ <0.017 

資料番号 S•TNo . Hg Th u 
下神l 69 ／ 7.5 2.0 

下神2 70 ／ <1.1 <0.87 

下神3A T61R / <0.18 <0.069 

下神3B T61M ／ ／ ／ 

北栗1 71 ／ 3.7 <0.76 

北栗2 T62 / <0.12 <0.088 
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資料番号 S•TNo. 
南栗1 72 

南栗2 73 

南栗3A T63 

南栗3B T63 

南栗3C T63R 

南栗4 T64 

吉田川西1 74 

(Ti/Fe) 

10-1 

20-2 

20-3 

20-4 

10 5 

10 6 《

20-0 

Hg Th u 
／ 1.9 <0.84 

／ 4.7 <0.65 

／ <0.15 <0.066 

／ ／ ／ 

／ ／ ／ 

／ 1.7 0.3 

／ 8.0 1.9 

10-5 20-4 

図46 長野県・鉄関連遺物V/Fe-Ti/Fe相関図
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図47 長野県・鉄関連遺物AS/Fe-Sb/Fe相関図
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表14 東北・関東・中部地方化学分析値一覧表（%）

資料番号 SNo. T.Fe M.Fe FeO Fez03 Si02 Ah03 MgO Ti02 MnO 

堪忍沢 l 22 *53.52 ホ0.10 *26.66 *46.75 6.72 2.43 3.40 10.49 0.69 

堪忍沢 2 23 *51.82 *0.14 *19.10 *52.66 6.77 4.05 2.27 11.66 0.61 

堪忍沢 3 24 ホ38.84 *0.32 *6.62 *47.72 6.33 3.03 3.00 10.40 0.66 

堪忍沢 4 25 *2.55 *0.02 *35.72 *21.11 21.23 8.27 2.66 9.46 0.52 

堪忍、沢 5 26 *30.99 *25.08 *0.14 *16.24 24.33 8.29 2.76 8.86 0.44 

堪忍沢 6A 27 *9.65 地0.21 *46.95 *4.21 28.82 11.18 3.29 10.19 0.61 

堪忍沢 6B 28 36.24 ／ ／ 51.82 20.87 8.74 3.20 12.63 0.66 

堪忍沢 7 29 *32.63 ホ0.73 *38.85 ホ2.43 26.86 8.91 4.64 10.09 0.90 

堪忍沢 8 30 ホ30.22 *0.02 *33.73 *5.69 28.98 8.65 3.81 8.139 0.87 

堪忍沢 9 31 *1.26 *0.30 *22.14 *5.36 34.65 12.03 4.26 13.18 0.80 

堪忍沢10 32 *21.54 *0.41 ホ19.35 *8.71 19.22 6.97 4.06 13.11 0.79 

堪忍沢11 33 *55.40 ホ8.85 ホ4.02 *62.09 2.98 1.08 0.46 1.86 0.11 

堪忍沢12A 34 *55.54 *26.65 *25.16 *13.34 14.77 4.85 2.88 10.77 0.45 

堪忍沢12B 35 40.95 ／ ／ 58.56 17.50 5.91 3.26 9.48 0.55 

堪忍沢13 36 *43.77 *0.26 *45.44 *11.71 11.06 5.49 2.89 14.53 0.78 

堪忍沢14 275 4.07 0.55 1.14 3.77 62.10 21.78 0.85 0.98 0.02 

堪忍沢15 276 4.55 0.42 1.98 3.70 65.34 16.74 1.45 0.52 0.10 

堪忍沢16 274 24.03 1.40 26.15 3.29 34.40 12.07 4.47 12.68 0.76 

陸奥国分寺l 106 58.85 ／ ／ 84.14 0.03 0.06 0.01 O.ol 0.03 

向田El 265 9.46 1.12 2.87 8.73 54.40 16.89 1.12 3.13 0.21 

向田E2 266 32.64 1.68 34.13 6.34 13.76 3.74 2.76 29.63 0.76 

向田Al 259 29.31 1.68 25.37 10.75 23.55 5.47 4.73 21.30 0.78 

向田A2 260 32.80 1.68 32.51 7.33 18.86 3.24 5.70 25.03 0.83 

向田A3a 261 34.56 3.63 15.09 27.45 16.53 4.19 2.55 24.02 0.62 

向田A4a 263 47.99 0.84 3.23 63.83 19.50 5.76 0.68 2.40 O.o7 

向田A4b 264 6.78 0.42 0.54 8.49 67.15 17.04 0.86 0.87 0.08 

向田Gl 269 27.65 0.98 20.84 14.97 24.56 3.96 6.82 22.83 0.88 

向田G2 270 32.06 1.12 25.15 16.29 18.98 4.32 3.45 25.94 0.78 

向田Fl 267 27.72 1.95 14.37 20.88 14.13 3.80 3.80 33.04 0.91 

向田F2 268 28.90 0.59 29.82 7.34 22.17 5.94 2.80 25.42 0.68 

富士見台 l 20 *57.26 *0.02 *37.38 *40.3 12.39 3.62 3.80 8.07 0.42 

富士見台 2 21 *53.61 *0.04 *15.05 *59.87 3.97 3.03 2.62 11.00 0.39 

富士見台 3 5 *41.14 ホ0.34 ホ42.58 * 11.01 2.55 2.75 2.44 13.67 0.42 

富士見台 4 6 51.43 0.36 3.68 68.93 2.20 2.58 2.84 11.36 0.39 

富士見台 5 7 *53.1 *0.43 *57.27 ホ11.66 14.15 6.29 4.08 12.51 0.47 

富士見台 6 8 *49.23 *0.36 ホ51.97 *12.12 18.59 6.57 3.82 9.31 0.53 

富士見台 7 9 ホ50.06 *0.11 ホ23.26 *45.57 5.61 3.55 2.86 13.33 0.47 
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資料番号 SNo. T.Fe M.Fe FeO Fe203 Si02 Ah03 MgO Ti02 MnO 

富士見台 8 14 *55.85 *0.68 *25.42 *50.63 9.20 4.35 3.46 13.07 0.51 

富士見台10 272 6.57 0.36 2.33 6.29 60.64 24.82 1.24 1.00 0.10 

富士見台11 273 0.31 0.14 0.09 0.14 0.47 0.52 0.83 0.07 O.Q7 

実験炉l 107 55.40 ／ ／ 79.21 3.38 2.33 2.59 12.06 0.58 

実験炉2 108 33.60 ／ ／ 48.04 23.00 5.95 4.07 11.00 0.81 

下神1 69 キ62.57 ／ ／ 89.46 11.89 2.55 0.12 0.09 0.01 

下神2 70 *61.93 *10.28 *10.33 *62.37 8.11 1.79 0.44 0.97 0.09 

北栗1 71 ホ51.92 *0.14 *4.85 *68.64 17.78 2.97 0.21 0.22 0.03 

南栗l 72 *66.96 *0.2 *66.57 *21.47 10.78 1.99 0.42 0.60 O.o? 

南栗2 73 *53.57 *0.07 *52.13 ホ18.56 17.38 3.44 0.41 0.20 0.05 

吉田川西1 74 *53.64 *6.69 *32.29 *31.24 19.52 4.48 1.24 3.71 0.17 

資料番号 SNo. Cao KzO Na20 p s Cu Ti v P20s 

堪忍沢 1 22 1.86 0.025 ／ 0.463 0.050 *0.007 *6.82 *0.200 ／ 

堪忍沢 2 23 0.49 0.167 ／ 0.093 0.023 ホ0.008 *7.48 *0.200 ／ 

堪忍沢 3 24 1.88 0.228 ／ 0.293 0.倒4 *0.006 *4.71 キ0.140 ／ 

堪忍沢 4 25 1.38 0.658 ／ 0.259 0.016 *0.006 *5.97 *0.190 ／ 

堪忍、沢 5 26 2.18 0.760 ／ 0.197 0.059 *0.007 ホ8.11 *0.230 ／ 

堪忍沢 6A 27 1.51 0.778 ／ 0.252 0.044 *0.008 *10.32 *0.330 ／ 

堪忍沢 6B 28 1.79 0.664 ／ 0.280 0.061 ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢 7 29 3.39 0.702 0.030 0.430 0.057 *0.004 *10.68 *0.116 ／ 

堪忍沢 8 30 2.73 0.895 ／ 0.477 0.082 本0.005 ホ4.40 *0.047 ／ 

堪忍沢 9 31 2.56 1.202 ／ 0.127 0.061 *0.006 *7.86 *0.023 ／ 

堪忍沢10 32 2.08 0.854 ／ 0.328 0.059 *0.007 *8.04 *0.230 ／ 

堪忍沢口 33 0.34 0.097 ／ 0.972 0.049 *0.003 *1.93 *0.065 ／ 

堪忍沢12A 34 1.58 0.318 0.287 0.290 0.020 *0.003 *7.65 *0.159 ／ 

堪忍沢12B 35 1.65 0.552 ／ 0.240 0.051 ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 1.21 0.311 ／ 0.292 0.052 *0.006 *5.45 *0.094 ／ 

堪忍沢14 275 1.74 0.744 1.864 0.012 0.058 0.014 ／ 0.010 ／ 

堪忍沢15 276 2.46 0.623 2.415 0.019 0.004 0.010 ／ 0.006 ／ 

堪忍沢16 274 2.57 0.765 0.645 0.108 0.049 0.004 ／ 0.246 ／ 

陸奥国分寺l 106 0.19 0.001 ／ 0.091 0.003 ／ ／ ／ ／ 

向田El 265 6.10 2.571 1.449 0.117 0.010 0.004 ／ 0.029 ／ 

向田E2 266 3.62 0.749 0.277 0.096 0.026 0.011 ／ 0.317 ／ 

向田Al 259 2.91 0.720 0.266 0.086 0.016 0.006 ／ 0.197 ／ 

向田A2 260 2.35 0.479 0.172 0.086 0.019 0.009 ／ 0.244 ／ 

向田A3a 261 2.21 0.960 0.399 0.117 0.023 0.011 ／ 0.222 ／ 

向田A4a 263 0.90 0.499 0.361 0.073 0.055 0.004 ／ 0.031 ／ 

向田A4b 264 1.96 0.961 1.215 0.021 0.009 0.006 ／ 0.008 ／ 

向田Gl 269 2.43 0.437 0.279 0.070 0.012 0.008 ／ 0.236 ／ 

235 



国立歴史民俗博物館研究報告 第58集（1994)

資料番号 SNo. Cao KzO Na20 p s Cu Ti v P20s 

向田G2 270 2.13 0.507 0.439 0.071 0.024 0.008 ／ 0.275 ／ 

向田Fl 267 4.61 0.578 0.212 0.107 0.020 0.014 ／ 0.301 ／ 

向田F2 268 2.38 0.789 0.463 0.088 0.025 0.007 ／ 0.255 ／ 

富士見台 l 20 1.31 0.145 0.316 ／ ／ *0.008 *8.36 *0.340 0.136 

富士見台 2 21 0.31 0.034 0.034 ／ ／ *0.011 *5.49 *0.140 0.066 

富士見台 3 5 0.42 0.027 0.021 ／ ／ *0.008 *8.02 0.400 0.102 

富士見台 4 6 5.08 0.046 0.015 0.040 0.005 0.011 11.930 0.138 0.119 

富士見台 5 7 2.54 0.365 0.136 ／ ／ *0.01 *8.72 0.330 0.248 

富士見台 6 8 4.61 0.784 0.234 ／ ／ *0.009 *8.70 0.340 0.423 

富士見台 7 9 2.61 0.340 0.080 ／ ／ *0.009 *5.25 0.320 0.235 

富士見台 8 14 2.80 0.292 0.102 ／ ／ キ0.009 *6.95 *0.350 0.254 

富士見台 9 271 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台10 272 0.62 1.05 0.985 0.017 0.004 0.012 ／ 0.016 ／ 

富士見台11 273 2.16 0.02 0.020 0.009 0.008 0.003 ／ 0.003 ／ 

実験炉1 107 0.65 0.022 ／ 0.058 0.027 ／ ／ ／ ／ 

実験炉2 108 6.44 1.400 ／ 0.135 0.091 ／ ／ ／ ／ 

下神l 69 0.20 0.360 ／ 0.288 0.011 ／ ／ ／ ／ 

下神2 70 0.45 0.250 ／ 0.281 0.007 *0.018 *0.19 *0.016 ／ 

北菓1 71 0.30 0.720 ／ 0.288 0.075 *0.014 *0.045 *0.069 ／ 

南栗l 72 0.73 0.760 ／ 0.097 0.028 *0.007 *0.17 *0.045 ／ 

南栗2 73 0.75 1.340 ／ 0.128 0.076 *0.005 *0.10 *0.015 ／ 

吉田川西1 74 1.48 0.610 ／ 0.260 0.110 *0.008 *2.74 *0.2 ／ 

表15 東北・関東・中部地方放射化分析値一覧表（ppm)

資料番号 S•TNo • Na 民1g Al Si s Cl K Ca Sc Ti 

堪忍沢l 22 14αm <14α）（） 40000 <61% <86α）（） <220 4700 12αm 9.1 2α）（） 

湛忍沢2 23 13αm <1~αm 4α)()0 <68% <67α）（） <210 6400 9300 7.8 2α）（） 

堪忍沢3 24 12αゅ <14α）（） 4α)()0 <74% <79αm <220 5400 9500 10 3300 

堪忍沢4 25 4800 2α胤323αm <49% <76α）（） <230 2800 4800 33 23α）（） 

堪忍沢5 26 23000 <24αm 45似旧日 <78% <85α）（） <420 9600 18000 6.8 2200 

堪忍沢6A 27 5100 18α治 2α)()0 く:49% <76α）（） <230 2400 6α）（） 30 25α）（） 

堪忍沢6B 28 13αm <14α泊 38α）（） <68% <75飢）（） <230 7500 1αゅo 5.8 1200 

堪忍沢7 29 12α）（） <1 l〔)()0 34α）（） <65% <67α）（） <200 3900 9α）（） 6.2 1400 

堪忍沢8 30 Mα）（） <15飢M日 4“)()0 <66% <100000 <250 5400 9600 9.8 2“）（） 

堪忍沢9 31 15α）（） 1800 35ぽ）（） <49% <72α）（） <340 4800 8800 35 24α）（） 

堪忍沢10 32 10000 <14α氾 25αM日 <39% <88α）（） <240 4600 7600 44 42α）（） 

堪忍沢11 33 5500 880 21000 く:49% <72α）（） <240 2800 4800 91 85α）（） 

堪忍沢12A 34 12α）（） <14000 35α）（） <39% <87α）（） <260 4800 7900 54 45α）（） 

堪忍沢12B 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
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資料番号 S•TNo. Na Mg Al Si s Cl K Ca Sc Ti 
堪忍沢13 36 11αm <14α）（） 37飢渇 <58% く84αm く250 4900 8500 46 38αm 

堪忍沢14 274 89α）（） <11αm 22α）（） <4.0% <75α）（） <230 5400 78叩 3.3 120 

堪忍沢15 275 7600 <10000 21000 <57% <64α）（） <180 3500 6700 3.2 230 

堪忍沢16 276 12αm <13α旧日 36α旧日 <64% <68αゅ <150 3600 6600 5.8 270 

陸奥国分寺1 106 36 <560 94 ／ ／ 24000 <76 <1100 <0.22 <llO 

陸奥国分寺2 n2 0.81 <940 12 <4.0% <24α）（） 3α目。 く23 <580 <0.074 <90 

向田El 265 6500 10000 4α)()Q 24% ／ <410 16αm 4700 51 39α）（） 

向田E2 266 1900 19α）（） 11000 <18% ／ <370 6700 2α)()Q 130 11α)()Q 

向田Al 259 2400 21α）（） 25α）（） 21% ／ <380 5700 9400 93 68α）（） 

向田A2 260 1200 35α）（） 11000 18% ／ <280 44凹 14αm 120 I(削∞

向田A3 261 3α）（） 15α）（） 18α）（） 18% ／ 9400 5700 9400 70 78α）（） 

向田A4 263 6200 11αm 56α）（） 26% ／ <370 8500 12α）（） 42 23αm 

向田A4B 264 7800 凶αM日 61α泊 27% ／ <350 8100 13αm 14 4400 

向田G1 269 1600 42α）（） 12α）（） <19% ／ <300 3400 13αm 100 96α目。

向田G2 270 2300 2α)()Q 14α）（） <20% ／ <300 3800 9600 98 I(ゆα）（）

向田Fl 267 1400 22αm 13仮）（） <20% ／ <320 5300 26α）（） 150 14飢)()Q

向田F2 268 2600 14αm 凶α）（） <19% ／ <340 6100 15α）（） 110 98α旧日

富士見台l 20 2α）（） 3α)()Q 14α）（） ／ ／ ND 830 6600 37 42αm 

富士見台2 21 1300 19αm 14αm ／ ／ ND 950 330 37 43α）（） 

富士見台3 5 3800 14α旧日 16α）（） <21% <75α旧日 <250 1200 5α）（） 39 35α）（） 

富士見台4 6 ND 18α）（） 9α）（） ／ ／ ND ND 21000 44 56α）（） 

富士見台5 7 1200 26α）（） 29α）（） ／ ／ ND 3900 18α）（） 52 63000 

富士見台6 8 3700 28α）（） 58α）（） ／ ／ ND 11α）（） 31α）（） 32 凶α）（）

富士見台7 9 610 22α）（） 凶αM日 ／ ／ ND 3400 Mα）（） 49 63α）（） 

富士見台8 14 710 17α泊 18α）（） ／ ／ ND 3100 17000 54 64仮泊

富士見台10 272 15000 <2α)()Q 33α）（） <45% <73α）（） <330 3800 6200 2.8 23αm 

富士見台11 273 14α）（） <13α旧日 32α）（） <53% <66α）（） <190 6800 7800 4.8 780 

実験炉l 107 310 26α）（） 8400 ／ ／ <340 110 <3αM日 37 52αm 

実験炉2 108 2800 31α）（） 21α）（） ／ ／ <340 12αm 45似泊 57 54α）（） 

実験炉3 109 53 560 510 ／ ／ <37 140 330 1.2 1800 

下神l 69 4300 <22α）（） 33α）（） ／ ／ <120 9800 <3600 4.9 1900 

下神2 70 630 <3600 6100 ／ ／ <52 2400 〈併O 1.1 740 

下神3A T61R 15 <21α）（） 320 <S.0% く45似）（） 220 69 <1100 OJ 140 

下神3B T61M 15 <520 210 <2.8% <llαm 93 61 <2切 <0.11 <81 

北栗l 71 3α旧日 3600 22αm ／ ／ <130 6例）（） <3300 2.6 900 

北粟2 T62 13 <930 200 <2.3% <36α）（） 910 <59 <940 <0.060 く61

南栗l 72 llOO 4300 8800 ／ ／ <68 5300 6500 1.8 890 

南栗2 73 2300 6“）（） 28α）（） ／ ／ 220 1α)()Q 8800 3.6 1300 

南栗3A T63 5.9 <700 140 <2.1% <32α）（） <52 29 <830 <0.076 <44 
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資料番号 S•TNo. Na Mg Al Si s Cl K Ca Sc Ti 

南栗3B T63M ／ <510 260 <2.6% <15α）（） <38 ／ <380 ／ <75 

南栗3C T63R ／ <5900 22α旧日 く19% <75α）（） <270 ／ <1900 ／ <280 

南栗4 T64 1100 <2300 11000 ぐ：9.8% <38α）（） <84 2800 <880 1.5 590 

吉田川西1 74 4α）（） <24α）（） 36α旧日 ／ ／ <120 9200 <3100 5.5 2300 

資料番号 S•TNo. v Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

堪忍沢l 22 22 8.3 220 1.0~も 3.4 <25 <250 <44 <20 1.4 

堪忍沢2 23 32 12 220 2.0% 4.9 <24 <240 <40 <18 1.8 

堪忍沢3 24 47 9.2 300 2.0% 5.4 <28 <260 <57 <17 2.1 

堪忍沢4 25 1200 78 3α目。 35% 8.5 <50 <300 340 28 1.0 

堪忍沢5 26 34 9.9 250 3.0% 5.5 <30 <350 <58 <60 3.2 

堪忍沢6A 27 lα）（） 82 2600 33% 6.5 <54 <290 340 30 1.2 

堪忍沢6B 28 16 7.9 150 1.0% 2.5 <27 <250 <43 <20 1.2 

堪忍沢7 29 23 6.0 160 1.0% 2.7 <24 <220 <40 <16 1.4 

堪忍沢8 30 41 13 240 2.0% 5.7 <34 <300 <55 <18 2.4 

堪忍沢9 31 620 250 450 45% 12 <45 <320 250 24 1.8 

堪忍沢10 32 110 120 700 42% 18 <23 <220 <150 <27 1.2 

堪忍沢11 33 880 3100 3100 30% 64 <68 <290 <220 <26 1.6 

堪忍沢12 34 120 150 1700 10% 16 <50 <260 <100 <23 1.2 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 120 200 1500 8.0% 14 <46 <260 <110 <19 1.0 

堪忍沢14 274 1.6 0.90 34 72% 35 <25 <210 <41 24 2.2 

堪忍沢15 275 1.8 2.3 23 69% 46 <25 <200 く38 36 1.7 

堪忍沢16 276 9.3 4.4 35 70% 67 <38 <250 <45 <28 1.6 

陸奥国分寺1 106 41 45 210 57% 390 <Iα）（） 990 <130 27 85 

陸奥国分寺2 T72 70 79 190 99% 540 280 3α）（） <34 42 170 

向田El 265 340 1100 2400 13% 19 <350 <310 <150 <27 13 

向回E2 266 890 1900 4400 34% 22 <540 <250 <220 <11 <I.I 

向田Al 259 560 1200 3600 25% 14 <470 <270 <190 14 <1.2 

向田A2 260 880 3100 5500 33% 19 <560 <280 <230 16 <I.I 

向田A3 261 500 770 2900 36% 49 <450 <240 <180 24 1.4 

向田A4 263 310 1100 1α）（） 11% 21 <400 <340 <160 <25 2.1 

向田A4B 264 74 50 550 39% 10 <230 <330 <89 <25 1.3 

向田G1 269 910 2400 5500 26% 17 <500 <280 <190 15 <1.0 

向田02 270 1100 850 4700 29% 9.4 480 <300 <180 18 <1.2 

向田Fl 267 1α）（） 1300 5900 27% 5.4 <550 <300 <230 <12 <I.I 

向田F2 268 890 3100 4200 33% 23 930 <270 <190 17 <0.73 

富士見台1 20 2800 440 3α）（） 48% 120 ／ ND 110 41 4.2 

富士見台2 21 2800 400 2900 51% 120 ／ ND 120 36 2.8 

富士見台3 5 1“ぬ 430 3α）（） 52% 100 <65 <330 510 48 I.I 
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資料番号 S•TNo. v Cr 勘fn Fe Co Ni Cu Zn Ga As 

富士見台4 6 5500 150 2800 53% 110 ／ ND 80 39 ND 

富士見台5 7 3α旧日 210 3700 41% 23 ／ ND ND 36 ND 

富士見台6 8 3900 39 2400 23% 29 ／ ND ND 23 ND 

富士見台7 9 2400 13 3400 53% 31 ／ ND 73 37 ND 

富士見台8 14 27ぽ旧日 200 37伺 49% 31 ／ ND ND 37 ND 

富士見台10 272 740 45 2400 45% 22 <43 <340 <48 28 1.5 

富士見台11 273 8.6 3.4 78 68% 1.2 <32 <180 44 <28 1.0 

実験炉1 107 2100 300 42 60% 130 <1200 <150 700 43 1.9 

実験炉2 108 670 50 5α）（） 37% 4.4 <1100 <560 <320 20 <1.9 

実験炉3 109 82 26 130 97% 600 <790 190 <100 34 12 

下神l 69 39 44 230 32% 9.2 <860 <450 <150 <13 15 

下神2 70 56 <18 110 58% 180 <1100 <82 <150 34 13 

下神3A T61R 77 27 21 88% 410 <390 210 <35 36 26 

下神3B T61M 34 23 56 100% <51 640 240 <51 55 49 

北菓1 71 59 24 280 39% 87 <890 <390 <130 <11 47 

北栗2 T62 1.1 <13 31 88% 270 320 250 <21 10 99 

南栗l 72 220 88 330 67% 170 <1100 <300 <130 24 3.5 

南栗2 73 240 97 690 42% 23 <880 <450 <130 22 5.6 

南粟3 T63 8.6 29 <15 90% 58 <120 70 <26 31 19 

南栗3 T63M 17 ／ 50 98% ／ ／ 78 ／ ／ 20 

南栗3 T63R 41 ／ 140 36% ／ ／ <140 ／ ／ 45 

南栗4 T64 26 22 48 48% 100 160 460 28 12 140 

吉田川西1 74 57 38 240 32% 21 <820 <460 <130 <12 21 

資料番号 S•TNo Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

堪忍沢1 22 <0.90 0.45 16 <150 <210 <0.53 ／ <2.9 <0.44 <78 

堪忍沢2 23 <1.2 0.96 19 400 <200 <0.53 ／ <2.9 <0.42 <69 

堪忍沢3 24 <1.4 0.82 18 <160 <230 <0.62 ／ <3.4 <0.47 <79 

堪忍沢4 25 <2.0 0.82 <12 く300 <350 <0.83 ／ <5.0 <0.59 <240 

堪忍、沢5 26 <0.26 0.52 46 <250 <330 <0.61 ／ <3.6 <0.57 <89 

堪忍沢6A 27 <1.9 0.75 <10 <280 <440 <0.96 ／ <5.0 <0.59 <140 

堪忍沢6B 28 <0.96 0.62 20 <160 <230 <0.51 ／ <2.6 <0.46 <77 

堪忍沢7 29 <0.86 0.56 15 <140 <200 <0.47 ／ <2.5 <0.41 <71 

堪忍沢8 30 <1.7 1.3 19 <160 <280 <0.66 ／ く3.5 <0.54 <96 

堪忍沢9 31 2.4 <0.35 22 <280 800 <0.70 ／ <2.7 <0.52 <240 

堪忍沢10 32 5.0 <0.68 13 <240 1200 <0.80 ／ <3.8 <0.36 <100 

堪忍沢11 33 8.4 <0.61 18 <380 1800 <1.7 ／ <8.7 <0.62 <190 

堪忍沢12 34 5.2 <0.75 15 <280 2200 <1.2 ／ <6.8 <0.56 <150 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 3.9 <0.71 17 <260 3100 <1.2 ／ <6.5 <0.54 <140 
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資料番号 S•TNo. Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

堪忍沢14 274 <0.84 0.65 17 <160 <210 <0.48 ／ <2.3 <0.32 <64 

堪忍、沢15 275 <0.76 0.48 18 <140 <230 <0.65 ／ <2.5 <0.37 <53 

堪忍沢16 276 <0.73 <0.86 <8.5 <180 <240 <0.51 ／ <3.5 <028 く75

陸奥国分寺1 106 ／ 170 ／ ／ <1500 <11 33 <37 <0.14 ／ 

陸奥国分寺2 T72 <3.4 8.65 <16 <360 <580 26 <17 <3.8 <0.18 <190 

向田El 265 <9.5 <2.2 77 <6α） <770 13 <15 <24 <0.75 <960 

向田E2 266 <18 <1.9 <40 <890 3200 <6.1 <15 <26 <0.81 <1400 

向田Al 259 <12 <2.0 <36 <750 1900 <5.0 <12 <29 <0.76 <1200 

向田A2 260 <14 <1.9 <41 <890 2300 <8.6 <14 <27 <0.70 <1400 

向田A3 261 <11 IO <38 <720 <1200 <5.1 <12 <31 <0.64 <1200 

向田A4 263 <10 <1.9 73 <650 <830 13 <11 <8.6 <0.68 <Iα）（） 

向田A4B 264 11 2.1 56 <380 <480 <2.7 <5.6 <5.2 <0.64 <610 

向田G1 269 <13 <1.8 <37 <810 2100 <11 <13 <25 <0.73 <1300 

向悶02 270 <110 <2.1 <37 <790 3300 <6.6 <13 <29 <0.74 <1300 

向田Fl 267 <17 <1.9 <40 <940 3500 <7.0 <16 <26 <0.77 <1500 

向田F2 268 <13 <i.3 く40 <840 2300 25 <14 <18 <0.76 <1300 

富士見台1 20 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台2 21 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台3 5 <2.2 0.85 く12 <340 <540 <1.3 ／ <5.9 <0.68 <170 

富士見台4 6 ／ 1.6 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台5 7 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台6 8 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台7 9 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台8 14 ／ ND ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

富士見台10 272 <2.2 0.66 8.8 <270 <350 <0.54 ／ <460 <0.51 <140 

富士見台11 273 <0.68 0.68 <8.7 <180 <230 <0.76 ／ <2.4 <0.57 <120 

実験炉l 107 ／ <1.2 ／ ／ <1900 <14 く21 <11 <0.32 ／ 

実験炉2 108 ／ <3.1 ／ ／ 2100 <14 <21 <41 <0.34 ／ 

実験炉3 109 ／ <0.6 ／ ／ <1200 <7.4 <12 <13 <0.035 ／ 

下神l 69 ／ <3.8 ／ ／ <1300 <9.8 <13 <36 <0.097 ／ 

下神2 70 ／ <2.0 ／ ／ <1700 <10 <17 <30 <0.053 ／ 

下神3A T61R <3.0 0.23 く15 <360 <550 12 <14 <2.3 <0.19 <160 

下神3B T61M <4.9 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ <0.16 ／ 

北栗1 71 ／ <3.3 ／ ／ <1300 <9.9 <14 <38 <0.084 ／ 

北栗2 T62 <1.8 <0.21 <10 <220 <350 <1.7 <S.6 <3.2 く0.11 190 

南栗l 72 ／ <2.1 ／ ／ <1600 <11 <16 <29 <0.074 ／ 

南栗2 73 ／ <2.9 ／ ／ <1300 <9.0 <14 <37 <0.11 ／ 

南栗3A T63 <2.5 <0.13 <110 <290 <450 37 <9.4 <2.3 <0.090 <140 

荷栗3B T63M ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ <0.14 ／ 

240 



一章調査報告（一.2 東北関東・中部地方）

資料番号 S•TNo. Se Br Rb Sr Zr Mo Ag Cd In Sn 

南栗3C T63R ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0.47 ／ 

南栗4 T64 <1.9 0.25 41 く170 <270 <0.91 <26 <2.2 <0.25 <81 

吉田川西1 74 ／ <3.5 ／ ／ <1200 <8.6 <13 <36 <0.11 ／ 

資料番号 S•TNo. Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 

堪忍沢1 22 0.21 <2.1 <8.7 0.94 240 4.4 11 <10 く6.9 0.75 

堪忍沢2 23 0.24 <2.0 <8.5 1.1 320 5.4 12 <9.6 <6.6 0.81 

堪忍沢3 24 0.31 <2.2 <9.4 0.98 240 9.6 21 <9.1 <7.6 1.2 

堪忍沢4 25 0.23 <4.9 <15 <0.48 130 4.5 9.5 <3.5 く13 1.0 

堪忍沢5 26 0.64 <5.1 <9.2 2.3 350 5.2 8.6 <17 <8.8 0.92 

堪忍沢6A 27 0.19 <3.9 <12 <0.56 100 3.5 8.5 <3.5 <9.3 0.94 

堪忍沢6B 28 0.41 <2.1 <9.2 1.1 300 4.8 8.4 <10 <7.0 0.72 

堪忍沢7 29 0.24 <1.9 <8.2 0.92 170 4.4 8.7 <8.6 <6.4 0.83 

堪忍、沢8 30 0.55 <2.7 く11 2.3 270 7.1 15 <11 <8.8 0.91 

堪忍沢9 31 0.34 く3.6 <10 く1.2 120 4.8 15 <3.8 <12 0.80 

堪忍沢10 32 0.24 <2.3 <10 0.62 130 10 16 <13 <12 1.0 

堪忍沢11 33 0.76 <5.6 <12 <1.4 92 8.7 25 <5.8 <16 1.8 

堪忍沢12 34 0.35 <4.3 <ll 0.82 230 16 28 <10 <14 1.9 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 0.37 <4.0 <ll 0.96 230 12 22 <9.1 <13 2.1 

堪忍沢14 274 0.16 <2.3 <8.3 <0.67 54 3.3 6.5 <4.4 <3.3 0.32 

堪忍沢15 275 0.22 <1.6 <4.4 <0.67 73 4.2 6.4 <3.7 <6.8 0.47 

堪忍沢16 276 0.32 <1.7 <2.3 <1.3 170 7.5 7.4 <5.3 <5.4 0.43 

陸奥国分寺1 106 3.0 ／ <4.2 ／ <120 く0.35 <8.5 ／ <14 く0.10

陸奥国分寺2 T72 7.9 <6.4 <4.0 <1.1 <73 0.20 <2.4 <0.54 <20 <0.0096 

向田El 265 0.45 ／ <14 3.4 800 19 46 ／ <39 2.8 

向田E2 266 く0.34 ／ <15 <2.5 <310 35 75 ／ <59 4.0 

向田Al 259 <0.25 ／ <15 <2.8 <270 55 120 ／ 57 5.2 

向田A2 260 <0.31 ／ <15 <3.3 <320 83 170 ／ 67 7.1 

向田A3 261 <0.26 ／ く12 <2.0 <240 22 42 ／ <46 2.5 

向田A4 263 0.48 ／ <13 5.1 430 16 45 ／ <42 2.1 

向田A4B 264 0.35 ／ <13 3.9 430 11 24 ／ <24 1.7 

向田GI 269 <0.33 ／ <15 <2.3 <310 75 150 ／ <55 6.9 

向田02 270 <0.33 ／ <15 <2.3 <280 31 63 ／ <54 4.1 

向田Fl 267 <0.37 ／ <16 <2.7 <310 41 91 ／ <63 4.5 

向田F2 268 <0.33 ／ <15 <2.4 <300 46 100 ／ <56 4.7 

富士見台l 20 ／ ／ ／ ／ ／ 12 24 ／ ／ 2.5 

富士見台2 21 ／ ／ ／ ／ ／ 3.1 ND ／ ／ 0.95 

富士見台3 5 0.17 <4.8 <1.3 く0.98 く62 3.0 <2.1 <3.1 <17 0.95 

富士見台4 6 ／ ／ ／ ／ ／ 33 49 ／ ／ 2.3 
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資料番号 S•TNo. Sb Te I Cs Ba La Ce Pr Nd Sm 

富士見台5 7 ／ ／ ／ ／ ／ 34 74 ／ ／ 4.9 

富士見台6 8 ／ ／ ／ ／ ／ 50 100 ／ ／ 5.4 

富士見台7 9 ／ ／ ／ ／ ／ 56 110 ／ ／ 5.2 

富士見台8 14 ／ ／ ／ ／ ／ 50 91 ／ ／ 5.3 

富士見台10 272 0.27 <3.9 <15 <0.38 130 4.3 9.4 <3.9 <10 1.3 

富士見台11 273 0.22 <3.6 <12 <0.23 87 1.5 5.5 <2.4 <8.4 0.56 

実験炉1 107 <0.60 ／ <35 ／ <360 26 47 ／ <17 2.0 

実験炉2 108 <0.57 ／ <29 ／ <360 47 94 ／ <17 5.7 

実験炉3 109 1.5 ／ <l.9 ／ <42 0.51 <5.4 ／ <9.7 0.052 

下神l 69 1.3 ／ <5.5 ／ 380 21 42 ／ <16 3.3 

下神2 70 0.63 ／ <3.3 ／ 110 3.8 <8 ／ <15 0.54 

下神3A T61R 1.5 <4.7 <3.6 <l.0 <61 0.85 <2.3 <0.26 <16 0.0094 

下神3B T61M 2.5 ／ <3.4 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

北栗l 71 I.芭 ／ <5.1 ／ 240 8.5 18 ／ <13 1.4 

北栗2 T62 5.2 <3.8 <2.1 <0.61 <45 0.12 <1.3 <0.84 <12 0.013 

南粟1 72 <0.46 ／ <6.3 ／ 160 6.0 9.7 ／ <13 0.78 

南栗2 73 <0.39 ／ <9 ／ 450 15 28 ／ <13 2.4 

南栗3A T63 1.2 <4.0 <1.6 <0.82 <53 0.31 <2.0 <0.31 <13 <0.0060 

南栗3B T63M I.I ／ <3.0 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

南栗3C T63R 0.92 ／ <10 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

南栗4 T64 5.7 <2.8 <4.9 1.2 69 4.3 8.8 <1.5 <8.4 0.71 

吉田川西1 74 0.67 ／ <7.5 ／ 280 23 45 ／ <12 3.2 

資料番号 S•TNo. Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

堪忍沢1 22 1.2 0.37 <2.9 I.I 0.18 I.I 0.22 <0.89 <0.0044 <0.0015 

堪忍沢2 23 0.90 <0.15 <2.8 0.79 0.14 2.9 <0.50 <0.86 <0.0043 0.0020 

堪忍沢3 24 0.88 <0.26 <3.1 0.95 0.17 4.3 <0.51 <0.84 <0.0049 <0.0018 

堪忍沢4 25 <0.18 <0.28 <3.0 1.4 0.25 3.6 0.78 <0.43 <0.0092 <0.0038 

堪忍沢5 26 0.75 く0.39 <5.1 0.89 0.34 6.4 <0.67 <0.90 <0.0057 <0.0047 

堪忍沢6A 27 <0.20 <0.32 <3.4 1.2 0.22 3.1 <0.7 <0.39 <0.0085 <0.0041 

堪忍沢6B 28 0.69 <0.19 <3.1 0.86 0.14 1.4 <0.48 <0.91 <0.0047 <0.0041 

堪忍沢7 29 0.79 <0.43 <2.8 I.I 0.17 I.I <0.23 <0.73 <0.0041 0.0015 

堪忍沢8 30 1.0 <0.30 <3.6 1.2 0.21 3.6 <0.29 く0.97 <0.0059 0.0032 

堪忍沢9 31 0.54 0.76 <2.5 1.3 0.44 46 <1.0 <0.70 <0.012 <0.0034 

堪忍沢10 32 1.8 <0.43 <3.0 1.9 0.30 31 <l.8 <I.I <0.0087 く0.0023

堪忍沢11 33 0.74 <0.38 <3.7 3.3 0.75 32 4.0 <l.7 <0.022 <0.0044 

堪忍沢12 34 1.1 0.45 <3.5 2.9 0.60 34 3.0 <1.2 <0.0097 <0.0034 

堪忍沢12 ~5 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 1.0 0.55 <3.4 3.7 0.73 48 2.5 <0.84 <0.α)90 <0.0032 

堪忍沢14 274 <0.19 <0.23 <2.1 0.66 0.13 <I <0.21 <0.34 <0.0026 <0.0032 
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一章調査報告（一.2 東北・関東・中部地方）

資料番号 S•TNo. Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

堪忍沢15 275 <0.29 <0.36 <2.l く1.2 0.16 1.0 <0.17 <0.67 <0.0037 <0.0025 

堪忍沢16 276 <0.ll <0.43 <2.4 1.9 0.18 3.4 <0.14 <0.54 <0.0036 <0.0022 

陸奥国分寺1 106 <0.72 ／ <0.52 <0.63 <0.12 <1.8 ／ 2.5 ／ 0.63 

陸奥国分寺2 T72 <0.15 <0.46 <0.27 <0.26 <0.037 <0.60 <0.31 6.0 <0.038 3.9 

向田El 265 <0.67 ／ <4.7 3.5 0.64 27 2.5 <3.3 <0.058 <0.010 

向田E2 266 <0.89 ／ <5.0 5.5 l.l 92 8.7 <1.9 <0.058 <0.015 

向回Al 259 <0.91 ／ <4.7 5.4 1.0 53 4.0 <2.0 <0.047 <0.012 

向凹A2 260 <l.l ／ <4.5 6.8 1.2 6.2 6.2 <1.9 <0.068 <0.014 

向田A3 261 <0.72 ／ <4.0 2.7 0.51 34 3.9 <2.2 <0.041 <0.012 

向田A4 263 <0.78 ／ <4.4 3.0 0.56 21 1.9 <3.4 <0.049 <0.011 

向田MB 264 <0.52 ／ <4.2 2.0 0.35 6.5 <0.93 <3.l <0.019 <0.0063 

向田01 269 <0.93 ／ <4.5 5.6 l.l 51 4.8 <1.7 <0.060 <0.015 

向田02 270 <0.80 ／ <4.5 5.3 1.2 87 5.5 <2.1 <0.046 <0.021 

向田Fl 267 <0.99 ／ <4.8 6.1 1.2 100 10 <1.9 <0.054 <0.017 

向田F2 268 <0.90 ／ <4.7 5.4 l.l 74 6.l 1,9 <0.065 <0.015 

富士見台l 20 ／ ／ ／ 0.88 0.24 4.5 ／ ND ／ ／ 

富士見台2 21 ／ ／ ／ ND ND ND ／ ND ／ ／ 

富士見台3 5 0.41 <0.38 <3.9 0.99 0.22 2.9 0.96 <0.37 <0.012 <0.0035 

富士見台4 6 ／ ／ ／ 1.2 ND 4.9 ／ ND ／ ／ 

富士見台5 7 ／ ／ ／ 2.9 0.27 5.9 ／ ND ／ ／ 

富士見台6 8 ／ ／ ／ 3.l 0.41 5.4 ／ ND ／ ／ 

富士見台7 9 ／ ／ ／ 1.9 0.34 9.5 ／ ND ／ ／ 

富士見台8 14 36 ／ ／ 1.9 0.28 8.5 ／ ND ／ 3.2 

富士見台10 272 く0.16 <0.34 <3.2 0.78 0.37 3.6 0.88 <0.23 く0.0090 <0.0043 

富士見台l1 273 <0.18 <0.27 <2.8 l.l 0.24 l.l 0.68 <0.40 <0.0023 <0.0034 

実験炉l 107 <0.99 ／ 2.0 0.88 0.19 <2.l / <0.7 ／ <0.021 

実験炉2 108 <1.2 ／ 4.6 3.7 0.68 35 ／ <2.5 ／ <0.020 

実験炉3 109 <0.38 / <0.17 <0.43 <0.084 <l.l / <0.35 ／ 0.46 

下神1 69 <0.77 ／ 2.l 0.98 <0.16 2.9 ／ <2.9 ／ <0.014 

下神2 70 <0.53 ／ 0.32 <0.59 <0.12 <1.7 ／ <1.5 ／ <0.017 

下神3A T61R <0.21 <0.45 <0.43 <0.15 <0.034 <0.55 <0.34 1.0 <0.010 0.098 

下神3B T61M ／ / <0.087 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

北栗1 71 <0.54 ／ 1.2 <0.49 0.19 2.3 ／ <2.4 ／ <0.014 

北栗2 T62 <0.12 <0.28 <0.24 <0.16 <0.022 <0.35 <0.20 7.9 <0.0061 0.023 

南栗l 72 <0.59 / <0.42 <0.56 <0.11 <1.8 ／ <1.8 ／ 0.022 

南栗2 73 0.57 ／ 1.9 1.0 0.20 <1.7 ／ 9.0 ／ <0.013 

南栗3A T63 <0.15 <0.35 <0.18 <0.13 <0.023 <0.47 <0.25 34 <0.0083 0.54 

南栗3B T63M ／ / <0.095 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

南栗3C T63R ／ / <0.50 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
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資料番号 S•TNo. Eu Tb Dy Yb Lu Hf Ta w Ir Au 

南栗4 T64 0.20 <0.21 <1.6 0.29 0.084 0.88 <0.18 2.6 <0.0052 0.12 

吉田川西l 74 <0.51 ／ 2.4 1.4 0.22 4.6 ／ <2.9 ／ <0.017 

資料番号 S•TNo. Hg Th u 
堪忍沢1 22 <0.71 0.91 0.39 

堪忍沢2 23 <0.69 1.3 0.53 

堪忍、沢3 24 <0.78 1.1 0.55 

堪忍沢4 25 <1.3 1.0 0.38 

堪忍沢5 26 <0.86 1.9 0.60 

堪忍沢6A 27 <1.3 1.1 0.44 

堪忍沢6B 28 <0.76 1.0 0.44 

堪忍沢7 29 <0.69 0.80 0.35 

堪忍沢8 30 <0.94 1.7 0.65 

堪忍沢9 31 <1.1 3.1 1.1 

堪忍沢10 32 <1.1 3.2 0.70 

堪忍沢11 33 く1.8 4.1 2.1 

堪忍沢12 34 <1.4 5.5 1.3 

堪忍沢12 35 ／ ／ ／ 

堪忍沢13 36 <1.3 1.8 1.6 

堪忍沢14 274 <0.44 <0.45 <0.28 

堪忍沢15 275 <0.45 <0.67 <0.35 

堪忍沢16 276 <0.34 く0.87 <0.72 

陸奥国分寺1 106 ／ <1.1 <0.75 

陸奥国分寺2 T72 <0.094 <1.8 <0.26 

向田El 265 く3.5 4.2 1.3 

向田E2 266 <5.1 6.5 2.4 

向田Al 259 <4.4 8.8 2.2 

向田A2 260 <5.2 12 1.9 

向田A3 261 <4.0 3.6 1.1 

向田A4 263 <3.9 6.8 2.4 

向田A4B 264 <2.3 3.9 1.6 

向田G1 269 <4.7 10 2.2 

向田G2 270 <14 9.1 3.1 

向田Fl 267 <5.4 8.5 2.8 

向図F2 268 <4.8 7.7 2.2 

富士見台l 20 ／ 9.2 ND 

資料番号 S•TNo. Hg Th u 
富士見台2 21 ／ ND ND 

富士見台3 5 <1.5 1.5 0.59 

富士見台4 6 ／ 16 ND 
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資料番号 S•TNo. Hg Th u 
富士見台5 7 ／ 29 ND 

富士見台6 8 ／ 35 ND 

富士見台7 9 ／ 38 ND 

富士見台8 14 ／ 41 ND 

富士見台10 272 <l.2 2.3 1.8 

富士見台11 273 <l.3 1.3 0.34 

実験炉l 107 ／ 4.5 <1.l 

実験炉2 108 ／ 12 2.2 

実験炉3 109 ／ <0.78 <0.55 

下神1 69 ／ 7.5 2.0 

下神2 70 ／ <1.l <0.87 

下神3A T61R ／ <0.18 <0.069 

下神3B T61M ／ ／ ／ 

北栗1 71 ／ 3.7 <0.76 

北栗2 T62 ／ <0.12 <0.088 

南栗1 72 ／ 1.9 <0.84 

南粟2 73 ／ 4.7 <0.65 

南栗3A T63 ／ <0.15 <0.066 

南栗3B T63M ／ ／ ／ 

南栗3C T63R ／ ／ ／ 

南栗4 T64 ／ 1.7 0.30 

吉田川西1 74 ／ 8.0 1.9 
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